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開
教
の
基
礎
的
研
究
(
②
海
外
開
教
)
研
究
成
果
報
告

海
外
開
教
研
究
班
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南
米
関
教
区
の
現
状
と
展
望
に
つ
い
て
ー
浄
土
宗
南
米
関
教
区
現
地
調
査
概
要
報
告
|

水

谷

浩

=と
JD、

は
じ
め
に

な
お
、
今
回
の
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
浄
土
宗
南
米
開
教
総
監

以
下
は
、
浄
上
宗
総
合
研
究
所
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
研
究

「開
教
の

佐
々
木
陽
明
師
を
は
じ
め
、関
係
者
各
位
の
全
両
的
な
ご
支
援
を
い

基
礎
的
研
究
」
の
研
究
班
(
海
外
聞
教
担
当
)
に
よ
っ
て
、
平
成
卜

た
だ
い
た
こ
と
を
は
じ
め
に
記
し
、
感
謝
の
し
る
し
と
さ
せ
て
い
た

二
年
八
月
に
実
施
さ
れ
た
、
浄
土
宗
南
米
関
教
区
の
現
地
実
態
調
査

だ
き
た
い
。

3 

の
概
要
報
告
で
あ
る
。

(1
)
南
米
開
教
区
の
現
状

(
2
0
0
0
年
現
地
調
査
時
点
)

本
年
は
、
浄
土
宗
南
米
関
教
五
卜
周
年
に
当
た
り
、
調
査
川
以
で

(l
)寺
院

計
画
中
で
あ
っ
た
開
教
区
第
三
番

U
の
寺
院
と
な
る
「イ
ビ
ウ
l
ナ

(
a
)

雨
米
浄

t
京
別
院
日
伯
寺

日
伯
寺
」
も
、
既
に
本
格
的
な
建
設
の
途
上
に
あ
り
、
南
米
開
教
区

(サ
ン
パ
ウ
ロ
州
・

サ
ン
パ
ウ
ロ
市
)

の
今
後
の
発
展
が
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

1
9
5
4
年
開
基
、

こ
う
し
た
叫
機
に
、
こ
の
報
告
を
行
う
こ
と
で
、
浄
仁
京
市
米
間

1
9
5
7
年
現
在
地
へ
移
転

教
区
に
つ
い
て
宗
門
内
の
理
解
が
深
ま
り
、
そ
の
将
来
に
つ
い
て
よ

1
9
7
3
年
本
堂
落
慶
、

り
建
設
的
な
議
論
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

1
9
9
3
年
日
伯
居
間
修
セ
ン
タ
ー
落
成
。



開
教
使
、
佐
々
木
陽
明
(
総
監
)
。

(2)
関
係
悩
祉
団
体

稲
場
ペ
ド
ロ
明
忠
、
近
藤
秀
紀
(
の
べ

3
名
)

(
a
)

粕
神
薄
弱
児
者
施
設
こ
ど
も
の
そ
の

檀
信
徒
、

9
5
0家
族

1
9
5
8年
別
院
日
伯
寺
内
に
創
立

(
檀
家
9
2
2
、
信
徒
2
8
)

1
9
5
9
年
現

イ
タ
ケ

l
ラ
区
に
移
転
。

同
児
、
園
生
数
1
0
2
名、

b
)
マ
リ
ン
ガ
日
伯
寺

協
力
者
、
法
人
会
員
6
5
0
社、

(パ
ラ
ナ
州

・
マ
リ
ン
ガ
市
)

個
人
会
員
8

0

0

0
名

1
9
7
4
年
間
尽
、

開
教
使
、
佐
々
木
エ
ド
ア
ル
ド
良
法
(
l
名
)

1
9
7
5年
マ
リ
ン
ガ
日
伯
寺
境
内
に
制
収
。

4一

1
9
8
3年
十
本
官
官
落
慶
。

(
b
)
養
主
施
設

「和
順
ホ

l
ム
」

相
信
徒
、

3
5
5家
族

人
肘
若
人
数
3
7
名

(
相
家
3
3
0
、
じ
徒
2
5

協
力
行
特
別
会
日
4
5
名

個
人
会
員
2

3

0

0
名

(
C
)

イ
ビ
ウ

l
ナ
口
伯
方

問
教
使
、
機
井
総
祐

(
l
名
)

(
3)布
教
の
現
況

*
訴
制
は
後
、述

(
a
)

法
務イ
・
大
法
要
修
生
会
、
御
忌
(
1
月
)
、
秋
彼
岸

(
3
月
)



う
ら
ぽ
ん
施
餓
鬼
会

(
7
月
)

ハ
・
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
団
の
発
足

開
山
忌
、
地
蔵
ま
つ
り

(8
月
)、

(1
9
9
7年
3
月
)

春
彼
岸
(
9
月
)
、
御
十
夜
(
日
月
)

ニ
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に
よ
る
仏
教
研
究
会
(
毎
月
)

例
名
会
(
ロ
月
)
、
除
夜
の
鐘
(
ロ
月
)
。

(
C
)

婦
人
会
教
化
活
動

口
・
檀
信
徒
各
家
へ
の
巡
回
布
教

イ
・
毎
月
定
例
の
外
、
年
1
度
(
7
月
)
パ
ザ
l
。

年
l
回
各
家
庭
訪
問
布
教

口

・
旅
行
会
、
其
の
他
。

(棚
経
+
法
話
+
相
談
)

d
)
老
、
壮
年
教
化
活
動

ハ
・
結
婚
式
、
金
婚
式
等
の
仏
式
法
要
。

イ

・
在
宅
老
人
の
福
祉
相
談
。

-5-

ニ
・
奥
地
開
拓
地
へ
の
教
線
拡
張
の
布
教
。

u
・
敬
老
会

(
3
円
)

カ
ラ
オ
ケ
大
会

(
9月
)

ホ
・
記
念
式
典
、
慰
誕
法
要
等
。

ハ

-
H
本
語
に
よ
る
仏
教
研
究
会

地
方
団
体
へ

の
布
教
。

念
仏
講
等
。

(
b
)
青
少
年
教
化
活
動

イ

・
こ
ど
も
お
て
つ
ぎ
奉
仕
団
、

(e)
研
修
会
等
の
指
導

教
化
研
修
会
開
催

イ
・
各
碍
研
修
会
(企
業
、
団
体
、
制
祉
関
係
)

(
毎
年
1
月
サ
ン
パ
ウ
ロ

・
マ
リ
ン
ガ
)

の
指
導
。

ハ
・
こ
ど
も
大
会
(
毎
年
8
月
)

円

・
湘
徳
大
学
ブ
ラ
ジ
ル
研
修
生
の
指
導



(
毎
年
8
月
1
9月
)
学
生
数
名
参
加
。

感
が
持
続
出
来
た
が
、
愈
々
教
化
内
容
の
充
実
を
は

(4)
開
教
使
の
待
遇

か
る
時
、
厳
し
い
白
己
符
聞
と
開
教
使
の
使
命
感

(
開
教
使
の
生
活
は
縫
本
的
に
は
法
施
に
よ
る
)

一
体
感
を
ど
の
様
に
持
ち
続
け
て
い
く
か
、
そ
の
努

大
法
要
仏
前
、
法
要
布
施
、
位
牌
堂
回
向
料
等
に
よ
り
支

力
が
大
切
。

給
、
初
任
給

7
0
0米
ド
ル
(
食
事
、
宿
泊
っ
き
)

ー

1

6
0
0米
ド
ル
。

(
b
)
現
在
の
開
教
方
法
の
見
直
し

イ

・
海
外
開
教
を
そ
の
国
に
住
ん
で
い
る
日
本
人
、
日
系

(5)各
寺
院
維
持
運
営

人
を
そ
の
対
象
と
し
て
考
え
て
い
る
が
、
果
た
し
て

掴
信
徒
護
持
会
費
(
段
階
あ
り
)
、
寄
付
金
等
に
て

そ
の
考
え
方
だ
け
で
よ
い
の
か
。
ブ
ラ
ジ
ル
凶
に
貞

-6-

年
間
、

-
家
族
会
費
、

c
"
6
0米
ド
ル

献
す
る
浄
上
京
間
教
で
あ
れ
ば
、
非
日
系
人
に
た
い

B
H
8
0米
ド
ル

A
"
1
2
0米
ド
ル

す
る
閲
教
の
・万
法
を
研
究
し
、
方
針
を
立
て
て
、
実

特

別

H
1
7
0米
ド
ル

行
す
る
必
要
が
あ
る
。

2
)
開
教
総
監
の
考
え
る
南
米
関
教
区
の
展
望
に
つ
い
て

口

・
現
在
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
、
マ
リ
ン
ガ
の

2
ヵ
寺
中
心
の

開
教
で
満
足
し
て
よ
い
の
か
?
日
本
の
お
倍
と
言
う

(l)
問
題
点
と
課
題

広
い
範
囲
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
使
用
し
て
の
布
教
伝

(
a
)
今
日
迄
は
開
教
を
行
う
為
の
建
物
や
佳
築
を
中
心
と

道
を
行
う
場
合
の
具
体
的
ト
刀
法
の
研
究
、
例
え
ば

し
て
米
た
為
に
、
経
済
的
に
は
苦
し
く
と
も
目
に
見

イ
ン
タ
ー
ネ
y

卜
を
使
用
す
る
等
も
与
え
て
け
ん
る
必

え
て
い
た
こ
と
に
よ
り

一
致
協
力
、
使
命
感

体

裂
が
あ
る
。



(2)
展
望

(

a

)

現
在
、
日
本
人
、
日
系
人
の
外
国
移
住
者
数
は

2

6
0
万
人
、
そ
の
う
ち
の
叩
%
に
当
た
る

1
3
0
万

人
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
移
住
し
て
い
る
。
又
、
、
ブ
ラ
ジ
ル

よ
り
口
万
人
の
日
系
人
が
日
本
に
出
稼
ぎ
に
行

っ
て

お
り

い
ず
れ
、
彼
等
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
帰
国
す
る
時

に
‘
日
本
語
、
並
び
に
日
本
の
文
化
、
習
慣
等
を
持

ち
込
ん
で
来
る
事
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
ま

だ
ま
だ
日
本
語
に
よ
る
開
教
の
チ
ャ
ン
ス
が
多
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
又

一
方
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
生
ま

れ
の
開
教
使
も
2
名
が
育
ち
、
他
宗
に
先
駆
け
て
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
で
の
開
教
も
出
来
る
様
に
な
っ
て
い
る
。

(
b
)
南
米
関
教
の
中
期
、

長
期
の
計
画
を
立
て
、
そ
れ
に
参

加
し
た
開
教
使
が
、
責
任
あ
る
開
教
を
展
開
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

(
C
)
 
そ
の
為
の
人
材
の
育
成
と
派
遣
、
経
済
的
に
は

貫
し
た
開
教
助
成
が
必
要
で
あ
る
。

(
d
)
 
一
宗
の
但
当
者
が
南
米
関
教
の
実
態
を
視
て
理
解
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
。

3
)
イ
ビ
ウ

l
ナ
日
伯
寺
開
基
に
関
す
る
報
告

(
l
)
建
設
目
的

(
a
)
日
系
人
を
対
象
と
す
る
開
教
活
動
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

南
西
地
域
日
系
人
の
念
仏
信
仰
の
寺
と
し
て
。

(
b
)
サ
ラ
ナ
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
福
祉
活
動
、
教

化
活
動
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
を
含
む
日
系
社
会
全
体
の

一7一

老
壮
者
を
対
象
と
し
た
福
祉
活
動
、
青
少
年
の
研
修
、

婦
人
会
等
の
教
化
活
動
の
場
と
し
て
。

(
C
)

ブ
ラ
ジ
ル
人
に
対
す
る
開
教
、
仏
教
教
育
、
研
修
道

場
、
非
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
を
対
象
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

に
よ
る
仏
教
伝
道
の
お
寺
と
し
て
。

2
)
建
設
計
画
概
要

建
築
規
模

総
面
積

5

6

8
1
2m
(鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

煉
瓦
作
り
、

一
部
2
階
建
て
)



WI 

第

l
期
か
ら
第
5
期
ま
で

(第
1
・
2
則
は
2
0
0
3
年
5
月
竣
E

そ
の
他
は
未
定
)

総
工
費

5

9

9

4

0

0

0
レ
ア
ル

(約
2
3
0
万
米
ド
ル

3
)
建
設
に
到
る
ま
で
の
経
緯

故
村
上
正
朋
氏
は
高
知
県
の
出
身
で
、
戦
前
青
年
時
代
に
ブ

ラ
ジ
ル
に
移
住
し
、

イ
ビ
ウ
|
ナ
郡
モ
ル
ド

l
区
に
て
大
き

く
山
山
帽
を
経
営
し
て
い
た
が

1
9
9
2
年
に

7
2
f
に
て

逝
去
さ
れ
た
。
生
前
に
辺
助
後
継
者
が
い
な
い
の
で
、
開
教

総
監
に
対
し
て
、
浄

t
京
南
米
教
団
に
白
七
を
合
め
た
上
地

の
.
部
を
寄
進
し
、

そ
れ
等
を
活
用
し
て
ほ
し
い
と
の
巾
し

出
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
当
時
は
日
伯
寺
研
修
セ

ン
タ
ー
の
建
設
小
で
あ
り

資
金
山
、
柱
、び
に
問
教
使
ス
タ

ッ
フ
の
問
題
等
が
あ
り
、
寄

進
受
け
入
れ
の
返
事
を
し
な
か

っ
た
。

村

t
正
川
氏
逝
去
後
、

仲
T
未
亡
人
か
らト
J
総
代
を
通
じ
て

今
刷
、
改
め
て
、
追
肱

川
(
本
亡
人
、
2
男、

2
女
)
の
合
怠

と
し
て
政
人
の
意
思
を
尊
重
し
て
教
団
に
寄
進
の
巾
し
山
が

あ

っ
た
。

教
団
理
事
会
、
開
教
使
会
に
て
こ
の
件
を
検
討
し
、
別
場
を

視
察
し
、
選
択
集
8
0
0
年
記
念
事
業
と
し
て
、
将
来
第
3

の
寺
院

「イ
ビ
ウ

l
ナ
日
伯
寺
」
と
し
て
聞
け
得
す
る
じゃ
と
し

寄
進
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
な
り
、
土
地
の
選
定
を
行

っ
た
。

(
4
)
寄
進
さ
れ
た
土
地

(
a
)
所
在
地

-8-

サ
ン
パ
ウ
ロ
州
イ
ビ
ウ

l
ナ
那
モ
ル
ド
|

区
村
上
耕
地
内
(
別
院
日
伯
キ
よ
り
一山
南
西
へ
卯
同

地
点
)

(
b
)上
地
面
積

4
・5
ア
ル
ケ

l
ル
ス
(約
1
0
万
8
千-平

方
米

"
1
0
・
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
そ
の
中
に

8
0
4
2m

の
居
住
家
屋

1
7
6
ぱ
の
市
崎
、
合
相
一陣
あ
り
。
判

し
、
い
ず
れ
も
屋
銀
倍
、
其
の
他
、
改
装
が
必
要

(
c
-
収
地
条
件

ィ
・村
上
農
場
(
1
0

0
ア
ル
ケ

l
ル
ス
H
2
4
0
へ

ク
タ

l
ル
)
の
中
心
部
、

家
屋
を
含
め
た
所
。



口
・サ
ン
パ
ウ
ロ
中
心
よ
り
イ
ビ
ウ

l
ナ
市
迄
河
川

イ
ビ
ウ
l
ナ
市
よ
り

m
M地
点

ハ
・
土
地
は
平
均
し
て
幅
約
2
0
0
m
、
奥
行
約

5
5

o
m、
家
屋
の
在
る
所
は
前
面
に
小
川
、
池
が
あ

り
、
奥
の
最
上
地
は
標
高
l
千
2
百

m
で
、
イ
ビ

ウ
1

ナ
郡
で
最
も
高
い
所
で
、
周
囲
の
山
々
や

雲
海
が
眼
下
に
見
え

2
0
0
度
の
大
パ
ノ
ラ

マ
が
展
望
山
来
る
。

(5)
イ
ピ
ウ

l
ナ
郡
に
つ
い
て

イ
ビ
ウ

l
ナ
郡
は
サ
ン
パ
ウ
口
市
の
約
2
倍
の
而
制
で
、
近

郊
阿
南
地
帯
で
は
最
も
大
き
な
郡
で
、
日
系
人
も

7
0
0
家

山
犬
伝
主

l
AI{
 
イ
ビ
ウ
l
ナ
文
化
体
育
協
会
等
の
日
系
団
体
も
あ

る疏
菜
、
花
等
の
牛
産
地
と
し
て
は
近
郊
第

一
と
玉一
口
わ
れ
て
お

り
、
以
近
で
は
サ
ン
パ
ウ
口
市
民
の
別
壮
地
と
し
て
も
発
展

し
て
お
り

フ
エ
ル
ナ
ン
ド
・
エ
ン
リ
y

キ
別
ブ
ラ
ジ
ル
大

統
領
の
別
荘
も
あ
り
、
釣
り
堀
や
貸
別
抗
な
ど
も
多
く
あ
る
e

政
治
的
に
は

H
系
人
の
強
い
所
で
、
現
在
副
市
長
は
日
系
人

(
村
上
家
縁
者
)
。
農
村
屯
化
を
始
め
出
産
物
の
大
量
生
産
等

日
系
人
の
農
業
関
係
で
の
活
躍
で
発
展
し
た
郡
で

サ
ン
パ

ウ
ロ
市
に
較
べ
て
治
安
も
良
い
所
で
あ
る
。

「イ
ビ
ウ

l
ナ
」
と
は
ブ
ラ
ジ
ル
先
住
民
の
言
葉
で

「黒
い

t
」
と
い
う
意
味
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
独
特
の
赫
土
が
す
く
な
く
、

文
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
海
岸
山
脈
の
中
に
あ
り
、
起
伏
に
富
ん
だ

地
形
で
全
体
に
日
本
の
山
岡
村
風
景
に
近
い
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
市

へ
の
水
の
供
給
地
と
し
て
湖
も
大
き
く
、
自
然
環
境
保
護
と

-9-

観
光
に
力
を
人
れ
て
い
る
、
山
然
に
忠
ま
れ
て
い
る
郡
で
あ

る

(6)
浄
上
京
の
開
教
拠
点
と
考
え
た
場
合

(
a
)
現
在
、
別
院
日
伯
寺
の
檀
信
徒
は
、
イ
ビ
ウ

l
ナ
郡

を
中
心
と
し
た
近
隣
の
郡
も
含
め
る
と
約

5
0家
族

あ
る
。
又

イ
ビ
ウ

1
ナ
郡
に
約

7
0
0家
族
の
日

系
を
小
心
に
、
サ
ン
ロ

ッ
ケ

マ
イ
リ
ン
キ

コ
チ

ァ
、
パ
ル
ゼ
ン
グ
ラ
ン
デ
、
ピ

エ
ダ
l
デ
等
隣
嫁
す

る
近
郊
耶
に

E
に
出
業
を
小
心
と
し

日
本
語
が
通



じ
る
日
系
人
約
l
千

5
百
家
族
が
在
住
し
て
い
る
。

同
圏
内
に
生
長
の
家
の
練
生
道
場
は
あ
る
が
、
例
数

寺
院
は

l
ヶ
寺
も
無
く
、
浄
土
宗
の
問
教
地
点
と
す

れ
ば
教
線
拡
張
出
米
る
川
町
能
性
は
大
き
い
。

b
〕
別
院
日
伯
寺
で
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
団
の
再
発
足
を

す
る
事
に
し
て
い
る
が
、
治
安
の
関
係
で
キ
ャ
ン
プ

地
の
縦
保
が
必
要
で
あ
る
。
又
、
少
年
教
化
と
し
て

」
ど
も
お
て
つ
ぎ
の
第

2
日
目
は
毎
年
(
本
年
で

5
回

u)イ
ビ
ウ

l
ナ
郡
の
レ
ジ

ャ
ー
施
設
を
附
り
て
行

つ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
白
少
年
教
化
活
動
の
上
地
と
し

て
活
用
、
又
、
別
院
の
伯
信
徒
の
週
末
の
慰
安
を
防
相

ね
た
家
族
ぐ
る
み
の
教
化
、
非
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の

合
宿
念
例
教
化
へ
の
活
用
等
々
、
が
考
え
ら
れ
る
。

(

C

J

m

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
広
い
面
積
と
、
自
然
と
安
全

に
固
ま
れ
て
、
将
米
は
植
信
徒
を
中
心
と
し
た
老
人

制
祉
施
設
等
の
住
設
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

d
)
寄
進
さ
れ
る
予
定
地
は
現
在
農
耕
さ
れ
て
い
る
為
に

史
地
と
し
て
考
え
ら
れ
、
自
然
環
境
保
護
法
に
よ
る

樹
木
の
伐
採
禁
止
の
対
象
と
な
ら
ず
、
そ
の
土
地
の

1
0
0
%を
如
何
様
に
も
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

文
、
そ
の
周
辺
は
逆
に
伐
採
山
米
な
い
森
林
が
多
く

開
発
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
公
害
の
多

い
大
サ
ン
パ
ウ
ロ
在
住
者
の
巌
も
求
め
て
い
る
、
安

全
な
大
自
然
が
そ
こ
に
在
り
、
心
が
洗
わ
れ
る
様
な

自
然
環
境
で
あ
る
。

(
e
)
寺
院
の
所
在
地
と
し
て
イ
ビ
ウ
l
ナ
市
よ
り
加
川
地

点
は
若
干
不
便
で
あ
る
感
が
す
る
が

nu 
--A 

し
か
し

万
で
は
心
を
洗
う
場
所
と
し
て
、
大
自
然
の
中
で
別

時
念
例
等
、
ゆ
つ
く
り
出
米
得
る
立
屯
な
場
所
と
も

考
え
ら
れ
る
。

(7)
寺
院
名
、
山
号
、
院
ロ
ワ
等
に
つ
い
て

故
村
|
-
正
川
氏
の
生
前
の
思
い
な
ど
を
考
え
て
、
「
正
葉
山

高
徳
院

イ
ピ
ウ
1

ナ
日
伯
寺
」
と
す
る
。

(尚
山
上
に
連
立
す
る
念
悌
道
場
を
「
選
持
念
仰
堂
」
と
す

る



故
村
上
正
朋
氏
は
高
知
県
高
岡
郡
葉
山
村
の
出
身
で
生
家

全
土
に
在
住
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
葉
山
村
の
大
多

は
高
橋
家
。
戦
前
に
単
身
波
伯
す
る
為
に
向
楠
姓
よ
り
、
呼

数
の
家
は
日
本
で
は
臨
済
宗
妙
心
与
派
だ
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
に

寄
主
の
村
上
姓
に
入
籍
さ
れ
た
。
し
か
し
本
人
は
苦
し
い
開

同
派
が
無
い
為
に
禅
宗
と
い
う
事
で
曹
洞
宗
に
属
し
て
い
る

拓
時
代
よ
り
「
高
橋
家
」
の
発
展
の
念
が
大
き
く
、
生
前
村

家
が
多
い
が
、
現
在
で
は
浄
土
宗
へ
の
転
宗
が
噌
加
し
つ
つ

上
姓
よ
り
高
橋
姓
に
変
更
す
べ
く
努
力
さ
れ
た
が
、
法
律

t

あ
る
。
そ
れ
は
、
村
上
氏
が
親
戚
縁
者
を
数
多
く
呼
寄
せ
ら

許
吋
さ
れ
な
か
っ
た
。
而
し
て
、
村
上
家
の
例
埋
に
は
高
縞

れ
た
が
、
そ
の
う
ち
、
林
亮

一
氏
、
高
橋
正
男
(
実
兄
)
氏
の
両

家
の
先
但
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
非
常
に
勤
勉
で
正
直
、
純

家
族
は
、

1
9
5
7年
、
け
伯
寺
開
山
長
谷
川
良
信
上
人
(現

粋
で
清
ら
か
な
心
の
方
で
、
数
多
く
い
た
ブ
ラ
ジ
ル
人
労
働

総
監
を
合
め
て

3
名
の
問
教
使
が
随
伴
)
と
同
じ
船
ボ
イ
ス
ベ

者
で
、
右
齢
化
し
た
人
達
に
対
し
て
も
予
篤
く
按
助
さ
れ
る

ン
ロ
弓
で
回
日
の
航
海
を
杭
け
て
波
伯
し
た
同
船
者
で
あ
っ
た
。

唱
E
A

唱
E
A

な
ど
人
徳
も
高
い
人
で
、
総
肢
も
イ
ビ
ウ
l
ナ
地
区
の
巡
回

そ
の
犠
な
縁
を
元
に
し
て
、
巡
回
術
教
や
こ
ど
も
お
て
つ
、ぎ

布
教
の
折
に
は
必
ず
村

t
家
に

一
泊
し
、
そ
の
同
憾
な
縁
か
ら

等
、
地
道
な
開
教
を
通
じ
て
先
記
の
村
上
、
林
、
高
橋
家
の

上
地
の
寄
進
の
話
が
重
ね
ら
れ
て
い
た
。
出
場
で
市
ド
政
死
さ

他
に、

川
上
家

一
族
、
下
元
家

一
族
(
コ
チ
ア
産
業
組
介
削
虫

れ
た
折
、
村
上
氏
の
心
の
中
に
常
に
在
っ
た
、
高
知
、
高
精

有)、

中
山
家

一
族
、
西
岡
家

一
族
、
中
久
保
家
等
、
そ
の
他

の

「尚
」
と
、
政
人
の
人
徳
を
考
え
、
総
監
の
蓮
社
号
「
徳
」

葉
山
村
山
身
の
多
く
の
家
族
が
浄
土
宗
に
入
信
し
て
い
る
。

を
あ
わ
せ

「尚
徳
院
」
と
い
う
成
名
が
お
く
ら
れ
た
。

現
布
、

川
イ
ビ
ウ

l
ナ
地
区
の
総
代
世
話
人
は
川
上
佳
兜

政
人
の
出
身
地
葉
山
村
か
ら
は
戦
前
、
戦
後
を
通
じ
て
約

氏
、
林
先

一
氏、

川
上
公
三
氏
、
西
岡
健
三
氏
等
い
ず
れ
も

3
5
0
家
族
が
手
ブ
ラ
ジ
ル
に
移
住
し
、
現
庇
は
、
そ
れ
ら
の

葉
山
村
の
出
身
で
あ
る
。

子
孫
が
分
家
等
を
し
、
推
定
1
千
5
0
0
a一
本
鉄
が
ロ
ブ
ラ
ジ
ル

向
、
今
回
の
上
地
の
寄
進
に
椛
進
役
を
勤
め
ら
れ
た
林
亮



一
氏
、
中
山
善
介
氏
(
義
弟
)
、
西
岡
健
三
氏
は
い
ず
れ
も
村
上

氏
の
親
戚
で
あ
り
、
呼
寄
で
渡
伯
し
、
村
上
出
場
で
働
き
な

が
ら
出
場
を
発
展
さ
せ
、
現
在
で
は
イ
ビ
ウ
l
ナ
郡
内
で
そ

れ
ぞ
れ
が
出
場
を
経
営
し
て
お
り

イ
ビ
ウ
l
ナ
在
住

U
系

人
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
そ
の
方
達
に
と
っ

て
は
村
k
家
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
大
家
尾
や
農
場
は

そ
の

ま
ま
自
分
達
の
開
拓
時
代
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
ブ
ラ
ジ
ル

移
住
の
原
点
で
も
あ
り
、
若
し
イ
ビ
ウ
l
ナ
日
伯
寺
が
開
基

さ
れ
れ
ば
大
な
る
協
力
支
援
を
約
束
さ
れ
て
い
る
。

8
)
イ
ビ
ウ
!
ナ
日
伯
寺
建
設
の
現
状
報
告

(l)
村
上
家
よ
り
寄
進
さ
れ
た
土
地

1
4
0
，7
9
0
2m(約
4

2
，6
6
3
坪
)
家
屋

(
8
0
4
2m)
は
、
上
地
の
測
日
憶
が
完

了
し
、
村
上
家
の
弁
議
上
の
指
導
に
よ
り
、

(
1
9
9
7年

9
月
)
寄
附
譲
渡
子
続
き
が

イ
ビ
ウ
!
ナ
市
登
記
所
に

て
完

f
す
る
。
但
し
、
地
権
の
交
付
は
、
村
上
家
の
遺
産

相
続
が
終
了
後
と
な
る
由
。

(2)境
界
線
に
柵
(
鉄
条
網
)
を
設
備

(
1
9
9
7
年
日
月
)

(3)
現
地
の
運
営
委
員
長
に
西
岡
健
三
氏
を
決
定
。
敷
地
内

の
道
路
作
り
等
開
始

(
1
9
9
8
年
7
川
完
了
)

(4)
イ
ビ
ウ

l
ナ
口
伯
寺
開
基
法
要
(
1
9
9
8年
8
月
幻
口
)

本
堂
予
定
地
に
て
地
鎖
式
。

(5)
村
上
未
亡
人
間
住
セ
完
成
、
新
居
に
移
転

(
1
9
9
8年

日
月
)

(6)
顧
問
会
、
総
代
会
、
理
事
会
、
護
持
会
役
員
決
定

(
1
9

9
9
年

3
月
日
日
)
(
総
代
長
川
上
公
三
氏
)

(7)
民
体
的
な
設
計
案
作
成
開
始
(
中
村
ミ
ル
ト
ン
技
師
に
依
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中員

〈参
考
資
料
〉

「南
米
関
教
区
の
現
状
と
展
望
に
つ
い
て
」
(
佐
々
木
陽
明
南
米
関
教

総
臣と

1
9
9
6
F
1・4
1
9
1
1し

s
l
q
L
I
l
s-2ロ、

「イ
ビ
ウ
l
ナ
口
伯
寺
開
基
に
つ
い
て
」
(
佐
々
木
陥
別
刷
米
関
数
総

院、

1
9
9
7
年

2
川
日

H
記
)



「浄
土
宗
南
米
関
教
印
周
年
記
念
正
葉
山
高
徳
院
イ
ビ
ウ
|
ナ
日
伯

寺
建
設
随
意
書
」

(
佐
々
木
陽
明
南
米
開
教
総
監

2
0
0
1
年
日

月
別
日
記
)

〈
添
付
資
料
〉

(
佐
々
木
陽
明
開
教
総
監
立
案

「開
教
区
印
周
年
に
向
け
て
」
よ
り
)

O
展
望
と
方
向
性

ブ
ラ
ジ
ル
は

1
2
6
ヶ
凶
の
移
民
を
受
け
入
れ
て
い
る
人
種
の
州

凶
の
凶
と
一白
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
十
数
年
間
、
文
化
統
合
と
い
う
考
え
方
や
言
葉
が
強
く
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
か
つ
て
の
国
教
で
あ
っ
た
カ
ト
リ

ッ
ク
教
や
ポ
ル

ト
ガ
ル
文
化
を
小
心
と
し
た
考
え
方
か
ら
脱
却
し
て
、
各
移
民
が
持

ち
込
ん
だ
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
文
化
を
ブ
ラ
ジ
ル
に
採
り
入
れ
て
組
み

A
n
せ
、
統
合
し
、
囲
内
で
共
存
共
栄
を
計
り
、
世
界
の
ど
の
固
と
も

仲
良
く
し
て
い
く
、
こ
れ
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
文
化
で
あ
る
、
と
い
う
考

え
方
で
す
。

こ
の
考
え
方
の
中
で
、

H
K弔
い
え
化
、
或
は
東
洋
文
化
の
般
幹
を
な

す
悌
教
に
対
し
て
強
い
関
心
と
興
味
が
持
た
れ
は
じ
め
て
お
り
ま

す
次
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
系
入
社
会
は
現
在

1
3
0万
人
で
ブ
ラ
ジ
ル

国
民
の
1
%
弱
で
あ
り
ま
す
。
然
し
海
外
在
住
日
系
人
の
実
に
叩
%

が
ブ
ラ
ジ
ル
に
居
住
し
て
い
ま
す
。
戦
後
の
移
住
省
も
数
多
く
活
躍

し
て
お
り
、

昌
請
で
言
え
ば
、
日
本
語
の
み
、

日
伯
両
語
、
伯
語
即

ち
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
み
、
と
-
二
段
階
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
而
し
て
日

本
移
民
的
年
を
経
た
今
日
、

一J

・
三
世
が
中
心
の
時
代
と
な
り
、
国

話
で
あ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
話
が
主
流
と
な
り
、
国
際
結
婚
も
加
速
し
、

出
山
が
明
加
し
て
お
り
ま
す
。
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リ
入
、
ブ
ラ
ジ
ル
経
済
の
不
況
に
よ
り
、

加
万
人
以
上
の

H
系
て
、

--状
で
す
が
、
-
万
そ
れ
ら
出
稼
ぎ
の
人
達
が
日
本
で
数
午
働
く
こ
と

に
よ
り
、
日
本
の
言
語
、
習
慣
、
文
化
等
を
身
に
つ
け
、
将
米
市
%

以
上
の
人
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
帰
国
す
る
と
予
想
さ
れ
、
日
系
入
社
会
の

活
性
化
に
貢
献
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
一一一
口
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

」
れ
ら
の
展
望
の
中
で
、
南
米
派
上
宗
教
団
と
し
て
ど
の
憾
な
方
向

性
を
持
っ
て
問
教
を
行
う
べ
き
か
と
い
い
ま
す
と
、
次
の
事
が
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。



(l)
開
教
基
本
方
針
は
、
悌
教
(
念
帥
)
、
教
育
、
福
祉
、

三
位

一
体

の
開
教
を
展
開
す
る
事
は
、
当
初
よ
り
不
変
で
あ
る
が
、
現
在

迄
の
日
系
人
を
中
心
と
し
た
開
教
を
、
百
年
、
二
百
年
先
を
視

野
に
入
れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
人
中
心
の
開
教
に
徐
々
に
変
動
さ
せ
て

い
く
事
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
為
に
は
、
南
米
開
教
の
中
期
、
長

期
間
教
の
基
本
方
針
を
決
定
す
る
。

(2)布
教
対
象
を
、

A
、
教
団
梱
信
徒、

B
、
日
系
社
会
、

C
、
ブ

ラ
ジ
ル
社
会
、
の

3
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
な
開
教
方

針
を
具
体
的
に
決
め
る
。

A
-今
日
の
浄
土
宗
開
教
の
基
礎
造
り
に
協
力
支
援
さ
れ
た
植
信
徒

に
、
よ
り

一
層
の
念
悌
信
仰
運
動
と
、
信
徒
子
弟
の
。ホ
ル
ト
ガ

ル
語
に
よ
る
教
化
活
動
を
行
な
い
、
各
家
の
信
仰
の
後
継
有
つ

く
り
を
推
進
し
、
植
信
徒
を
し
て
移
住
者
と
し
て
の
誇
り
と
満

足
、
家
族
ぐ
る
み
の
信
仰
の
歓
び
を
感
じ
て
い
た
だ
く
。

B
-
日
系
社
会
が
求
め
る
、
文
化
的
、
福
祉
的
中
心
の
役
割
が
梨
た

せ
る
様
、
特
に
、
高
齢
者
に
対
す
る
教
育
、
福
祉
活
動
を
、
念

仰
の
実
践
行
と
し
て
、
高
度
の
レ
ベ
ル
で
取
り
組
む
。

c
・
日
木
語
の
み
で
開
教
す
る
宗
派
例
教
は
、

一
向
の
消
滅
と
共
に

哀
遣
す
る
。
逆
に
、
日
伯
両
語
で
開
教
し
、
し

っ
か
り
し
た
指

導
者
(
開
教
使
)
を
有
す
る
悌
教
教
団
、

寺
院
は
隆
盛
に
な
る

と
の
認
識
の
中
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
籍
文
書

等
で
広
く
ブ
ラ
ジ
ル
全
土
に
浄
土
教
の
発
信
と
、
各
寺
院
で
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
の
例
教
文
化
講
座
、
研
修
等
、
定
期
的
に
開
催
し
、

地
道
な
開
教
を
行
な
い
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
念
偶
者
を
多
数
輩
出

す
る
ほ
僚
に
取
り
組
む
。
而
し
て
日
系
三
世
以
上
は
ブ
ラ
ジ
ル
社

会
の
構
成
員
と
し
て
与
え
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
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(3
)優
秀
な
開
教
使
の
縫
成

「法
は
人
に
よ
っ
て
弘
ま
る
」
の
通
り
、
先
ず
開
教
使
の
学
徳
両

而
の
向
上
を
計
る
。
何
を
以

っ
て
慢
秀
か
と
言
え
ば
、
日
伯
両

語
で
開
教
出
来
る
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
籍
、
或
は
、水
住
開
教
使
の
み

を
優
秀
と
考
え
ず
、
日
本
語
の
み
、
或
は
短
期
間
で
あ

っ
て
も

ぬげ

t
念
怖
を
自
ら
信
行
し
、
使
命
感
と

一
体
感
と
を
持

っ
て
開

教
に
取
り
組
む
、
明
る
く
て
躍
動
感
の
あ
る
プ
ロ
の
開
教
使
が

必
要
。



(4)
「
開
教
」
概
念
の
改
革

a
-
開
教
は
苦
し
み
で
は
無
い
、
苦
し
い
け
れ
ど
も
僧
侶
と
し
て
法

を
伝
え
る
喜
び
で
あ
り
、
ロ
マ
ン
で
あ
る
(
苦
し
み
の
み
感
じ
た

時
衰
退
す
る
)
。

b
-
開
教
は
開
教
使
の
み
が
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
檀
信
徒
、
総

代
、
寺
役
員
等
、
僧
俗

一
体
で
行
わ
れ
て
い
る
事
の
再
確
認
。

C
-

開
教
は
現
場
の
開
教
使
の
み
が
行
う
の
で
な
く
、
志
を
同
じ
く

す
る
人
が
日
本
に
在
っ
て
も

一
体
感
の
中
、
使
命
感
を
持
っ
て

行
な
う
。

d
-
特
に
長
期
の
企
画
、
方
針
等
は
、
現
場
の
開
教
使
の
み
で
行
う

と
近
視
的
に
な
り
失
敗
に
繋
が
る
。

(5)
楽
し
い
問
教
の
環
境
"
つ
く
り

広
大
な
南
米
の
開
教
に
取
り
組
ん
で
い
る
開
教
使
に
対
し
て
正

し
い
評
価
と
敬
意
を
払
い

-
般
常
識
内
の
経
済
的
保
証
、
安

全
な
自
動
車
の
提
供、

自
己
研
修
出
来
る
時
間
的
余
裕
等
々
、

楽
し
く
開
教
に
専
念
出
来
る
環
境
"
つ
く
り
が
必
要
。

(6)
南
米
開
教
へ
の
組
織
的
支
援
の
強
化

元
祖
様
の
ご
遺
跡
造
り
。
世
界
に
拡
が
る
お
念
例
を
考
え
た

時
、
最
も
可
能
性
が
大
き
い
南
米
関
教
区
で
、
「
南
米
の
大
地
に

お
念
怖
の
声
を
」
を
合
言
葉
に
、
日
制
年
の
歴
史
を
重
ね
て
い
る

南
米
開
教
の
実
績
と
実
態
を
正
し
く
認
識
、
評
価
し
て
、
適
切

な
支
援
を
集
中
的
に
、
組
織
的
に
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

つ
い
て
は
、

一
宗
当
局
と
の
連
絡
を
密
に
行
な
う
事
と
、
「
南
米

開
教
を
考
え
る
会
」

の
活
発
な
運
動
が
必
要
で
あ
る
。

o
m年
に
向
け
て
今
後
予
定
し
て
い
る
計
画

Fh
d
 

唱
E
A

-
)
和
順
ホ
l
ム
増
築
に
関
す
る
附
帯
工
事
の
完
成

2
)
マ
リ
ン
ガ
日
伯
寺
教
化
ホ
l
ル
附
幣
工
事
の
完
成

3
)
植
信
徒
経
史
帳
作
成
運
動
の
推
進

4
)
檀
信
徒
用
日
常
勤
行
式
(
日
伯
両
語
)
の
作
成

(5)
青
少
年
教
化
活
動
、
例
教
文
化
講
座
(
日
伯
両
誌
巴
、
五
重
作
礼
、

地
方
巡
回
布
教
等
、
信
仰
運
動
、
教
化
事
業
の
継
続
と
内
容
充

実
、
教
化
推
進

6
)
南
米
浄
土
宗
別
院
日
伯
芳
の
白
蛾
駆
除
を
含
め
た
補
修
工
事



と
位
牌
作
一
h

の

m改
築
移
管
七
事

(7)
浄
土
宗
海
外
三
間
教
区
間
教
使
の
研
修
会
開
催
、
並
び
に
、
浄

七
宗
ブ
ラ
ジ
ル
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

8
)
H本
よ
り
の
研
修
を
受
け
入
れ
、
並
び
に
、
こ
ど
も
お
て
つ
ぎ

青
年
国
信
徒
の
お
て
つ
ぎ
運
動
を
含
め
た
訪
日
研
修
団
の
派
遣

等、

日
伯
親
益
口
炎
流
の
推
進

(9)
日
本
に
就
労
し
て
い
る
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
に
対
す
る
福
祉
活

動
、
特
に
未
就
学
児
童
に
対
す
る
支
掠
活
動
に
関
す
る
研
究
と

実
施
。

日
)
イ
ビ
ウ

l
ナ
リ
伯
ト
J

の
佐
川
侃

A 

行
少
年
教
化
研
修
場
と
し
て
寄
贈
さ
れ
た
家
屋
の
補
修
て
事

肝
外
の
ス
ポ
ー
ツ
設
備
等
。

B 

日
系
高
齢
有
を
対
象
と
す
る
、
一
悩
祉
、
教
育
を
口
的
の
保
護
附

修
胞
刊
紙
(
サ
ラ
ナ
ホ

l
ル
的
に
)

C 

本
wwt
也
L

弘
、
イ
ビ
ウ

l
ナ
郡
を
小
心
と
す
る
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
阿

よ岡
地
域
の
日
系
人
の
教
化

・
ブ
ラ
ジ
ル
人
を
対
象
と
す
る
伝
道

教
化
。
全
伯
浄
仁
京
信
徒
の
別
時
、
研
修
道
ぬ
と
し
て
。
問
教

叩
周
年
に
落
成
を
目
指
す
。

附
界
的
に
も
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
も
不
況
の
中
で
、
先
記
の
品
川

画
、
特
に
イ
ビ
ウ

l
ナ
日
伯
汗
の
建
立
は
、
資
金
面
を
含
め

大
き
な
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、
ぬ
げ
上
京
市
米
問
教
の
歴
史

の
大
き
な
分
岐
点
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
の
中
で
、
今
後

の
五
卜
年
百
年
を
占
う
大
き
な
試
金
石
と
受
け
と
り
、
元
祖
様

の
ご
遺
跡
造
り
を
行
う
と
い
う
自
負
と
使
命
感
を
持
つ
と
共

に
、
小
納
と
同
じ
く
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
土
に
還
る
若
い
開
教
使
陣

の
情
熱
と
実
行
力
を
信
じ
、
日
午
に
向
っ
て
踏
み
出
し
た
次
第

で
す
。
何
卒
、
街
徳
街
縁
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
支
援
と
を
切
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に
お
願
い
山
中
し
上
げ
ま
す
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平
成
十
四
年
度

研
究
活
動
報
告
(
概
要
)

Q
d
 

唱

E
A



浄
土
宗
義
と
現
代
・
①
浄
土
教
比
較
論
j

は
じ
め
に

i
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
成
の
経
緯

i

平
成
二
十
三
年
に
厳
修
さ
れ
る
宗
祖
法
然

t
人
八

O
O年
大
遠
忌

を
控
え
、
浄
土
宗
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
大
連
忌
記
念
事
業
が
立
案

・計

画
さ
れ
、
順
次
実
施
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

多
く
の
記
念
事
業
の

中
、
宗
務
当
局
か
ら
総
合
研
究
所
へ
諮
問
さ
れ
た
恨
業
の
J

つ
に
、

か
ね
て
よ
り
の
懸
案
で
あ
る

「『
浄
上
京
大
計
典
」
の
点
検
作
業
」
が

あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
平
成
卜
四
年
度
か
ら
、
総
合
研
究
所
の

「浄

t
教
比
較

論
」
中
に
、
こ
の
事
業
を
組
み
入
れ
、
新
た
に
ス
タ

ッ
フ
を
制
成
し
、

以
下
の
よ
う
な
概
要
で

「『
浄
士
京
大
辞
典
」
点
検
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
進
め
る
運
び
と
な
っ
た
。

『
浄
土
宗
大
辞
典
』

の
点
検
j

本木

康

]1頂

田

研
究
意
図

昭
和
四
十
九
年
、
浄
土
宗
大
辞
典
編
纂
委
員
会
編

「浄
土
宗
大
辞

典
」
(
以
下
、

「卜
人
辞
典
」
と
記
す
)
初
版
第

一
巻
が
発
行
さ
れ
て
以

来
、
お
よ
そ
凹
半
世
紀
が
経
過
し
た
(
昭
和
任
卜

A

年
・
第
二
巻
発
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行
、
附
和
五
卜
丘
年

・
第
-
.
巻
先
行
、
附
和
五
卜
じ
年
・
第
四
(
別
)

巻
先
行
)
。
そ
の
後
、
京
学
・
仏
教
州
f

・山
入
学
を
は
じ
め
刈
了
間
研
究

は
長
足
の
進
展
を
示
し
、
あ
る
い
は
、
宗
宝
や
名
縄
文
化
財
の
指
定

(
解
除
も
含
め
て
新
出
資
料
の
発
見
、
市
町
村
合
併
に
伴
う
住
居
表

一不
の
変
更
な
ど
、

「大
辞
典
』
記
載
事
項
に
改
訂

-m補
を
望
む
声

は
日
噌
し
に
高
ま
り
、
か
っ
、
多
岐
に
及
ん
で
い
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
そ
れ
ら
多
方
而
か
ら
の
い
戸
を
踏
ま
え
、
そ
の
ぷ
礎
作
業
と

し
て

「大
昨
典
」
の
点
検
作
業
を
進
め
る
も
の
で
あ
る
。



こ
う
し
た
点
検
作
業
は
、
最
終
的
に
は

「改
版
増
補
・
浄
土
宗
大

辞
典
」
(「新
大
辞
典
』)

の
発
刊
を
目
指
し
て
い
る
。
無
論
、
現
今

の
出
版
を
取
り
巻
く
環
境
、
頒
布

・
販
売

・
検
索
の
便
宜
な
ど
を
鑑

み、

『新
大
辞
典
」
の
電
子
化
も
視
野
に
入
れ
て
作
業
を
進
め
て
い

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。『
新
大
辞
典
」
の
発
刊
は
、

層
の

教
学
振
興
を
促
し
、
布
教
施
策
の

一
助
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、

『大
辞
典
」
が
存
在
す
る
と
は
い
え
、
そ
れ
を
全
面
的
に

改
訂

・
増
補
し
、
加
え
て
、

「新
大
酔
胤
ハ」
を
発
刊

・
販
売
す
る
と

い
う
一
連
の
膨
大
な
作
業
が
、
短
期
間
で
完
了
す
る
は
ず
も
な
く

一
宗
を
挙
げ
て
の
綿
密
な
調
査
、
慎
重
な
討
議
、
線
維
な
事
務
が
必

要
と
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
う
し
た
作
業
の
膨
大
さ
か

ら
か
、
現
時
点
(
平
成
卜
五
年
三
月
末
円
)
で
は
、
刊
行
ま
で
視
野

に
入
れ
た
最
終
的
な
決
定
権
を
も
っ
組
織
が

一
宗
の
中
で
設
立
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
私
た
ち
の
研
究
に
つ
い
て
も
、
い
ま
だ
具
体
的
な

予
定
を
明
確
に
し
得
な
い
の
は
は
な
は
だ
残
念
で
あ
る
。
し
か
し
、

ど
の
よ
う
な
形
で
そ
う
し
た
組
織
が
設
立
さ
れ
、
中
止
を
含
め
た
い

か
な
る
結
論
が
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
も
、
そ
れ
に
迅
速
に
対

応
で
き
る
準
備
だ
け
は
着
実
に
進
め
て

い
く
所
作
で
あ
る
。

ス
タ
ッ
フ
構
成

総
合
研
究
所
長
・
石
上
善
応
研
究
代
表
以
下
、
平
成
十
四
年
度
の

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
ス
タ
ッ
フ
の
構
成
と
、
研
究
会
を
円
滑
に
進

め
る
に
あ
た
っ
て
の
現
時
点
で
の
ス
タ
ッ
フ
の
担
当
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
に
記
す
担
当
は
大
ま
か
な
・
も
の
で
あ
っ
て
、
全
ス

タ
y
フ
が
.
項
目
の
点
検
作
業
に
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
存
付
記
し
て
お
く
。

ま
た
、
本
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
膨
大
な
デ
ー
タ
を
よ
り
効
率
的
に
処

理
す
る
必
要
が
あ
り
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
処
珂
に
よ
る
高
度
な
編
集
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技
術
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
発
足
当
初
か
ら
当
研
究
所
編
集
主

務
・大
蔵
健
司
専
任
研
究
員
を
チ
l
フ
と
す
る
編
集
班
と
の
共
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
、
デ

l
タ
の
作
成
・
保
存
な
ど
の
情
報
処
理
作
業

を
進
め
て
い
る
の
で
、
重
被
す
る
が
そ
の
構
成
も
付
記
し
て
お
く
。

な
お
、
今
後
、
実
際
の
改
訂
作
業
に
着
手
す
る
段
階
に
な
っ
て
、
ス

タ
ッ
フ
を
大
幅
に
増
員
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
し
、
多
く
の
方
々
に
ご

執
筆
の
手
を
わ
ず
ら
わ
せ
る
こ
と
と
な
る
の
は
一一一
口
う
ま
で
も
な
い
。



研
究
代
表

研
究
主
務

ス
タ

ッ
フ

編
集

E
務

ス
タ

ッ
フ

石
上
善
応
(
総
合
研
究
所
所
長
)

林
田
康
順
(
専
任
研
究
員
)

福
西
賢
兆
(
主
任
研
究
員
)

戸
松
義
晴
(
専
任
研
究
員
)

大
蔵
健
司
(
専
任
研
究
員
)

西
城
宗
隆
(
研
究
員
)

袖
山
栄
輝
(
研
究
員
)

柴
田
泰
山
(
研
究
員
)

村
田
洋

(
研
究
員
)

士口
同
浮
雄
(
研
究
助
手
)

和
国
典
善
(
研
究
助
手
)

石
川
琢
道
(
研
究
助
手
)

大
蔵
健
司
(
専
任
研
究
員
)

吉
田
淳
雄
(
研
究
助
子
)

石
川
琢
道
(
研
究
助
手
)

宗
学
、
布
教

全
般

海
外
の
仏
教

・
浄
土
教

宗
教
学

・
哲
学

・
習
俗

法
式

仏
教
学

特
に
イ
ン
ド
仏
教

中
国
仏
教

・

中
国
浄
土
教

寺
院

・
詠
唱

宗
史
・
史
学
・
国
文
学

典
籍
・

美
術

人
名

作
業
大
綱

平
成
十
四
年
度
は
、
以
下
の
よ
う
な
方
法
で
作
業
を
行
っ
た
。

(1)
研
究
会
は
、
原
則
と
し
て
毎
週
月
曜
日
を
あ
て
る
。

(2)
研
究
会
当
日
ま
で
に
、
各
ス
タ
ッ
フ
は
あ
ら
か
じ
め

「大
辞

典
」
の
読
み
込
み
を
し
、
加
え
て
、
項
目
内
容
が
自
分
の
担

当
に
あ
た
っ
て
い
た
場
合
、
綿
密
な
調
査
を
施
し
て
お
く
。

(3)
研
究
会
当
日
は
、

「大
辞
典
」
の
項
目
順
に
、
項
目
内
容
に
応

じ
て
担
当
ス
タ

ッ
フ
が
記
載
内
容
に
つ
い
て
の
検
討
結
果
を
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報
告
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
全
ス
タ

ッ
フ
が
自
由
に
討
議
を

仔
リ
っ
。

(
4
)
討
議
の
結
果
は
、
次
の
よ
う
な
形
で
総
合
研
究
所
の
コ
ン

ピ
ュ

l
タ
l
中
に
保
存
し
、
全
ス
タ

ッ
フ
が
す
べ
て
の
情
報

を
共
有
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

そ
の
検
討
結
果
を
大
ま
か
に
分
類
す
れ
ば
、

(
A
)
総
論

B
)
既
存
項
目
の
処
理
、

(C)
新
規
項
目
名
の
選
定
に
分

け
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
に
し
た
が

っ
て
要
点
の
み
を
以
下
に

aL 
す



(
A
)
総
論

今
後
、

『新
大
辞
典
」
編
集
の
際
、
全
体
的
な
流
れ
と
し
て
、
あ

る
い
は
、

書
名

・
寺
名
・
人
名
な
ど
大
ま
か
な
項
目
毎
に
、
執
筆
者

に
心
得
て
い
た
だ
き
た
い
事
項
に
つ
い
て
、
適
宜
そ
の
要
点
を
抽
出

し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
項
目
内
の
構
成
、
典
籍
の
引
用
方
法
、

出
典
・
参
考
文
献
の
記
載
方
法
な
ど
の
統

一
で
あ
る
。

(B)
既
存
項
目
の
処
理

「大
辞
典
」
に
所
収
さ
れ
て
い
る
既
存
項
目
の
処
理
は
次
の
よ
う

で
あ
る
。
あ
ら
か
じ
め
作
成
し
て
あ
る
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
上
の
項
目

一
覧
に
次
の
①
か
ら
③
ま
で
の
情
報
を
記
載
す
る
。

①
項
目
の
分
類

(主
分
類
と
副
分
類

す
主
分
類

宗
学
用
語
、
宗
史
用
語
、
伝
法
用
語
、
布
教
用
語
、
法
式
用
語
、

キ
小
日
日
日
間
五
口

主
丙
"
日
ド

r
t
F
J
4口

一
般
仏
教
語
、
宗
教

・
哲
学
・
思
想
、
歴
史
学
用
語

習
俗
・
民
間
信
仰
、
仏
教
美
術
、
経
典
、
書
名
、
人
名
、
寺
名
、
地

名
、
仏

・
菩
薩
、
天

・
鬼
・
神
な
ど
、
組
織
、
成
旬
、
保
留
。

女
副
分
類
(
必
要
に
応
じ
て
次
の
副
分
類
を
付
す
)

イ
ン
ド

・
中
国
・
朝
鮮

・
日
本
、
古
代
・
中
世
・
近
世
・
近
代
。

な
お
、
こ
う
し
た
分
類
は
、
あ
く
ま
で
も
研
究
会
内
部
の
も
の
で

あ
っ
て
、
今
後
、
具
体
的
な
編
集
段
階
に
入
っ
た
際
、
執
筆
者
の
選

任
な
ど
、
編
集
の
効
率
化
を
目
指
す
方
策
の

一
つ
で
あ
る
。

②

『新
大
辞
典
」
編
集
の
際
の
作
業
指
針

大
執
筆
者
を
選
定
す
る
作
業

改
訂

l
新
た
に
稿
を
起
こ
し
、
現
在
の
内
容
を
書
き
換
え
る
必
要

q
J
 

9
u
 

が
あ
る
も
の
。

調
査

j
記
述
内
容
に
疑
問
点

・
不
明
点
が
あ
り
、
正
確
な
調
査
の

必
要
が
あ
る
も
の
。

カ
編
集
部
内
で
処
埋
す
る
作
業

-訂
正
1
誤
植
や
不
適
切
な
表
現
な
ど
を
編
集
部
で
訂
正
す
る
必
要

が
あ
る
も
の
。

噌
補

1
現
在
の
記
述
に
書
き
足
す
べ
き
事
項
が
あ
る
も
の
。

-
確
認
1

「大
辞
典
』
発
刊
時
(
執
筆
時
)
か
ら
現
在
ま
で
に
、
記



故
事
項
に
変
更
・
変
化
が
考
え
ら
れ
、
現
況
の
確
認
を
要
す
る
も
の
。

項
目
名
変
更

i
現
在
の
項
目
名
を
変
更
し
、
内
容
に
つ
い
て
も
若

干
の
手
直
し
を
要
す
る
も
の
。

統
合
i
他
の
項
目
の
記
述
内
容
と
重
線
が
多
い
な
ど
の
理
由
か
ら

一
つ
の
項
目
と
し
て
統
合
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
判
断
さ
れ
る
も
の
。

原
則
と
し
て
、
項
目
名
の
み
は
残
し
、
統
合
の
結
果
、
残
っ
た
項
目

を
参
照
す
る
よ
・
っ
、

そ
れ
を
「
見
よ
項
目
」
と
し
て
指
示
す
る
。

統
廃

i
他
の
項
目
の
記
述
に
吸
収
さ
せ
る
も
の
。
原
則
と
し
て

現
項
目
名
は
残
さ
な
い
。

項
目
名
の
み

1
項
目
名
の
み
を
挙
げ
、
内
容
に
つ
い
て
は
他
の
項

目
を
参
照
す
る
よ
う
に
指
示
す
る
も
の
。

継
続
検
討
1
項
目
と
し
て
残
す
べ
き
か
ど
う
か
、
検
討
を
要
す
る

と
判
断
さ
れ
る
も
の
。

-
変
更
な
し

新
l見

な
お
、
こ
の
作
業
指
針
は
、
現
時
点
で
の
素
案
で
あ
り
、
研
究
が

進
む
に
応
じ
て
、
あ
る
い
は
、

「新
大
酔
典
」
の
編
集
作
業
が
具
体
化

し
た
時
点
で
、
今

一
度
、
再
検
討
を
要
す
可
能
性
を
残
し
て
い
る
。

③
備
考

「新
大
辞
典
』
編
集
の
際
、
当
研
究
会
と
し
て
執
筆
者
に
心
懸
け

て
い
た
だ
き
た
い
視
点
を
で
き
る
だ
け
詳
細
か
つ
具
体
的
に
記
す
。

(C)
新
規
項
目
名
の
選
定

「あ」

「
い
」「
う
」
な
ど

一
文
字
毎
の
検
討
終

f
後
、
各
担
当

に
応
じ
て
新
規
項
目
候
補
を
で
き
る
だ
け
提
出
し
、
そ
の

一
々
に
つ

い
て
全
ス
タ

ッ
フ
が
自
由
に
討
議
を
行
い
、
採
用
・不
採
用

・保
留・

項
目
名
の
み
な
ど
と
い
っ
た
検
討
結
果
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
の
項

4
生っ白

目

一
覧
に
記
載
す
る
。

お
わ
り
に

i
お
願
い
に
か
え
て
j

以
七
、
私
た
ち

「
『浄
土
宗
大
所
典
」
点
検
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
研

究
ス
タ
y

フ
は
、
か
つ
て

「大
辞
典
」
刊
行
に
か
か
わ
ら
れ
た
編
纂

委
員
の
先
生
方
や
ご
執
筆
さ
れ
た
先
生
方
を
は
じ
め
と
す
る
実
に
膨

大
な
先
学
諸
賢
の
ご
尽
力
に
常
に
敬
意
を
は
ら
い
、
い
ず
れ

一
宗
の

組
織
を
巾
心
に
目
指
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

『新
大
辞
典
』
の
編
集
作
業

と
そ
の
刊
行
と
が
、
少
し
で
も
円
滑
に
進
む
よ
う
、
微
力
な
が
ら
も



地
道
に

「大
辞
典
』

の
点
検
作
業
を
積
み
重
ね
て
い
く
所
存
で
あ

る
今
後
、
各
ス
タ
ッ
フ
が
、
項
目
に
記
載
さ
れ
る
内
容
を
確
認
す
る

た
め
に
、
直
接
・
間
接
に
、
書
面
や
電
話
を
通
じ
て
各
寺
院
宛
に
連

絡
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
多
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。本
報
告

を
ご

一
読
い
た
だ
い
た
大
方
の
諸
賢
に
は
、
木
研
究
へ
の
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
広
く
ご
協
力
を
賜
れ
る
よ
う
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
当
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
ご
指
導
・ご
鞭

槌
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
報
告
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
合

E1

p
h
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浄
土
宗
義
と
現
代
・

②
浄
土
宗
基
本
典
籍
の
現
代
語
化
・

A
浄
土
三
部
経

は
じ
め
に
j
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
成
の
経
緯
i

浄
土
三
部
経
現
代
語
訳
班
は
、
四
十
八
巻
伝
現
代
語
訳
班
と
と
も

に
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「浄
土
宗
義
と
現
代
」
の
う
ち

「浄
土
宗
基

本
典
籍
の
現
代
語
訳
」
に
属
し
、
法
然
上
人
八
百
年
御
遠
忌
事
業
の

一
環
と
し
て
現
代
語
訳
の
出
版
を
目
的
と
し
て
い
る
。

研
究
代
表
の
石
上
善
謄
研
究
所
長
監
修
の
も
と
、
袖
山
栄
輝
、
林

田
康
順
、
柴
田
泰
山
の
各
研
究
員
が
共
同
し
て
研
究
活
動
に
あ
た

り
、
編
集
担
当
者
と
し
て
浄
土
宗
出
版
室
よ
り
小
村
正
孝
師
に
協
力

を
仰
い
で
い
る
。

平
成
十
四
年
度
、
当
研
究
会
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
は
、
文
字
通
り

浄
土
宗
所
依
の
経
典
で
あ
る
浄
土
三
部
経
の
現
代
語
訳
で
あ
る
。底

本
は

「浄
土
宗
聖
典
』
巻

一
所
収
の
「
三
部
経
書
き
下
し
文
」
で

袖

山

条

輝

十
四
年
度
は
計
四
十
五
回
の
研
究
会
(
原
則
、
午
前
十
時
l
午
後
六

時
)
を
開
催
し

『阿
弥
陀
経
」
お
よ
び

「無
量
寿
経
」
巻
上
の
現
代

語
訳
化
を
進
め
て
き
た
。
内
訳
は

『阿
弥
陀
経
』
が
八
回
、

『無
量

寿
経
』
が
三
十
六
回
、
そ
の
他
研
究
方
法
の
打
ち
合
わ
せ
が

一
回
で

po 
内

4

あ
っ
た
。

作
業
大
綱

現
代
語
訳
化
に
あ
た
っ
て
の
具
体
的
な
作
業
と
し
て
は

①
各
経
典
、
担
当
者
を
定
め
て
試
訳
を
施
す
。

(『阿
弥
陀
経
』

/
柴
田

・
「無
量
寿
経
』
巻
上
/
林
田

②
各
種
註
釈
書
、
そ
の
他
既
に
出
版
さ
れ
た
現
代
語
訳
な
ど

と
対
照
し
つ
つ
、
宗
義
と
の
整
合
性
を
検
討
す
る
。

③
漢
訳
の
原
文
お
よ
び
異
訳
本
、
党
本
に
お
け
る
文
法
解
釈



を
通
じ
、
逐
語
的
な
表
現
か
ら
日
本
語
と
し
て
の
自
然
な

表
現
に
整
え
る
。

④
用
語
解
説
を
加
え
、
さ
ら
に
研
究
代
表
に
よ
る
監
修
を
受

け
る
。

の
以
上
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で

「阿
弥
陀
経
」
に
つ
い
て
は
各
項
ご
と
に
見
直
し

・再

検
討
を
重
ね

一
応
①
②
③
④
の
作
業
を
終
了
し
た
。
「無
量
寿
経
」

巻
上
に
つ
い
て
は
①
②
③
の
作
業
を

一
通
り
済
ま
せ
た
も
の
の
、
さ

ら
な
る
見
直
し
・
再
検
討
を
加
え
て
い
く
段
階
に
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
①
②
③
④
の
作
業
を
以

っ
て
最
終
的
な
訳
文
を
確
定

さ
せ
る
わ
け
で
は
な
い
。さ
ら
に
広
く
ご
指
導
を
仰
ぐ
た
め
別
途
本

誌
に
掲
載
し
、
ご
意
見
を
参
与
に
し
な
が
ら
完
成
度
の
高
い
も
の
を

目
指
す
も
の
で
あ
る
。
な
お
今
号
で
は
監
修
の
終
了
し
た

『阿
弥
陀

経
」
(
五
十
六
頁
に
掲
載
)

の
み
を
掲
載
す
る
。

現
代
語
訳
に
関
す
る
ご
怠
見
や
ご
批
判
な
ど
は

E
メ
l
ル
お
よ
び

フ
ァ
ッ

ク
ス
に
て
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ

の
一
々
に
つ
い
て
は
ご
返
答
し
か
ね
る
の
で
ご
了
解
願
い
た
い
。

平
成
十
五
年
度
は
、

『無
量
寿
経
」
巻
上
・
巻
下
(
試
訳
担
当
袖

量
寿
経
」

山
)
の
現
代
語
訳
化

・
用
語
解
説
お
よ
び
監
修
を
終
了
し
、

「観
無

の
現
代
語
訳
化
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

四
月

一
日

最
後
に
十
四
年
度
の
研
究
会
開
催
日
を
記
し
て
お
く
。

(
打
ち
合
わ
せ
)

四
月
八
日

四
月
・

一十
二
日

五
月
十
三
日

五
月
二
十

一
日

五
月
.
一十
七
日

」ハ月
一二
日

六
月
十
日

六
月
十
七
日

月

八
n 

六
月
二
十
四
日

六
月
二
十
五
日

七
月

一
円

(
無
量
寿
経
)

無
量
寿
経
)

以
上
、

四
月
計
3
回

(
無
量
寿
経
)
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(
無
量
寿
経
)

無
量
寿
経
)

以
上
、
五
月
計
3
回

(
無
量
寿
経
)

(
無
量
寿
経
)

無
量
寿
経
)

無
量
寿
経
)

(
無
量
寿
経
)

(
阿
弥
陀
経
)

(
阿
弥
陀
経
)

以
上
、

ぷ
月
計
6
回

以
上
、
七
月
計
l
回



九
月
卜
八
日
(
無
冠
寿
経
)

九
月
二
十
六
日
(
阿
弥
陀
経
)

十
月
卜
八
日

(阿
弥
陀
経
)

卜
月
二
卜

日

(阿
弥
陀
経
)

十
月
二
十
二
日
(
阿
弥
陀
経
)

十
円
一一
十
八
日
(
阿
弥
陀
経
)

十

一
月
五
日
(
無
量
寿
経
)

ト

一
月
六
日
(
無
量
寿
経
)

十

月
卜

一
日

(
無
比
寿
経
)

卜

一
月
卜
二
H

(無
量
痔
経
)

卜
二
川
-
H

(無
量
寿
経
)

十
二
月
九

H

(無
比
寿
経
)

卜
二
月
卜
日
(
無
量
寿
経
)

十，

H
卜
六
日
(
無
量
痔
経
)

卜
二
月
十
七
日
(
阿
弥
陀
経
見
直
し
)

I!見

年

1
1
-

、11

1
'」
ノ
|

(
伽
…
阿
川
嘉
経
)

一
月
ヒ
H

(無
量
寿
経
)

以
上
、
九
月
計
2
回

以
上
、
十
月
計
4
回

以
上
、
卜
4

川
社
4
回

以
上
、
卜
-
-川
市

5
回

一
月
二
卜
日
(
無
量
寿
経
)

月

日

一
月
二
十
七
日
(
無
量
舟
経
)

(
無
量
痔
経
)

て
月
四
日

二
月
十
日

(
無
批
痔
経
)

ニ
月
卜
七
日
(
無
量
寿
経
)

(
無
量
寿
経
)

二
月
二
十
四
日
(
無
量
寿
経
)

二
月
六
日

二
月
二
十
五
日
(
無
量
寿
経
)

川県
白
寿
経
)

三
月
十
円

無
量
寿
経
)

三
月
卜

一
日

(無日唯
一痔
経
)

相
燃
は
寿
経
)

一一一
日川
L
1
レ
し
H
H

三
月
一一
十
六
日
(
無
量
寿
経
)

四
月

一
円

三
月
三
卜

一
日
(
無
量
寿
経
)

川県
門
川
日
寿
経
)

以
t 

一
月
計
4
回

以
上
、

二
月
計

6
回
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以
上
、

三
月
計
6
回

ー人
s-

ib--

阿
川
計
l
凶

な
お
、

『阿
弥
陀
経
」
の
用
語
解
説
お
よ
び
院
修
作
業
は
、
千
成
ト

五
年
間
月

・
万
一円
ま
で
行
わ
れ
た
。



浄
土
宗
義
と
現
代
・
②
浄
土
宗
基
本
典
籍
の
現
代
語
化
・

は
じ
め
に
j
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
成
の
経
緯
i

「法
然
上
人
行
状
絵
図
」
(『凹
卜
八
巻
伝
」
)
は
、
あ
ら
た
め
て
い

う
ま
で
も
な
く
浄
土
宗
に
お
い
て
占
来
か
ら
法
然
伝
の
際
準
と
し
て

広
く
読
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
研
究
班
は
平
成
卜
四
年
度

か
ら
は
じ
ま
り
、

「凶
卜
八
巻
伝
』
全
部
の
別
代
前
訳
を
め
ざ
す
も

の
で
あ
る
。
伊
藤
唯
真
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、
兵
柄
和

人
先
生
、
千
古
利
恵
子
先
生
、
善
裕
昭
の
四
名
で
作
業
を
進
め
て
い

る
平
成
十
四
年
度
は
、
第

一
年
目
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
誰
か
が
た

た
き
れ
と
な
る
下
訳
を
作
成
し
、
そ
れ
を
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
検
討
し

て
い
く
と
い
う
大
枠
を
決
め
、
と
も
か
く
も
作
業
に
は
い
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
作
業
日
程
は
次
の
通
り
。
場
所
は
凹
人
が
集
ま
り
ゃ

す
く
、
資
料
が
揃

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
知
思
院
浄

t
京
学
研

B
四
十
八
巻
伝

益口

究
所
を
お
借
り
し
て
い
る
。

十
四
年
度
の
研
究
会
開
催
日

!点;

凹

五
月
二
ヒ
円

(円
)

ハ
月
十
日

(
月
)

-、z
l
-
川
『

1
1

」
ノ

』

f
n
t
rl

(バ
)

ト
」
同
月
一
一一一

口
u

(月)

七
月
ご
九

(
月
)

九
川
一色
日

(
木
)

九
月
二
八
日

土

十
月
十

EI 

t 

fl 

日

土

裕
昭
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火
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-
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二
月
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四
日

(
金
)

)1 

11 

)1 

作
業
大
綱

今
の
と
こ
ろ
、
ド
ぷ
を
点
柄
先
午
が
作
成
し
、
そ
れ
を
A
L
U
で
検

討
し
て
い
る
。
た
だ
、
日
程
の
都
A
H
で
問
人
全
員
が
集
合
す
る
の
は

な
か
な
か
む
ず
か
し
く
、
実
際
に
は
少
し
線
維
な
。プ
ロ
セ
ス
で
作
業

が
進
ん
で
い
る
が
、
最
終
的
に
伊
絞
先
生
に
日
を
通
し
て
い
た
だ
く

と
い
う
こ
と
で
完
成
訳
に
仕
上
げ
て
い
る
。

「凹
卜
八
巻
伝
』
に
は
こ
れ
ま
で
、
次
の
三
つ
の
現
代
語
訳
が
あ

る①
早
田
哲
雄

「昭
和
更
制
校
注
勅
修
法
然
上
人
御
伝
全
講
」
全
十

巻
(
丙
念
寺
昭
和
三
九
i
四
七
年
)

②
村
瀬
秀
雄

「全
訳

法
然
上
人
勅
修
御
伝
」
(
常
念
寺
、
昭
和
五

七
年
)

③
大
橋
俊
雄

『法
然
上
人
伝
」
法
然
全
集
別
巻
全
一
会
巻
(
春
秋
社

平
成
六
年
)

Au 
n〈
d

い
ず
れ
も
膨
大
な
内
容
の

「問
イ
八
巻
伝
」
の
現
代
語
訳
を
独
力

で
達
成
し
た
も
の
だ
が
、
こ
の
な
か
、
本
邦
初
に
し
て
、
か
つ
評
価

が
高
い
も
の
は
①
で
あ
ろ
う
。
本
文
と
現
代
語
訳
、
お
よ
び
注
釈
で

地
柄
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
訳
丈
の
正
確
さ
に
は
定
評
が
あ
る
。
ま
だ

仏
教
典
籍
の
引
例
代
河
川
訳
が
そ
れ
ほ
ど

一
般
化
し
て
い
な
い
時
代
に

地
方
に
同
住
し
て
資
料
も
満
足
に
子
に
人
ら
な
い
中
、
た

っ
た

-
人

で
こ
れ
だ
け
の
こ
と
を
よ
く
成
し
遂
げ
ら
れ
た
も
の
と
思
う
(
本
庄

艮
文

「法
然
J
人
辿
EJ
λ

・
伝
記
現
代
前
択
に
よ
せ
て
」
参
照
、

『法

然
上
人
研
究
」
三
号
、
平
成
六
年
)
。
本
班
で
も
①
に
多
大
な
恩
恵



を
蒙
っ
て
お
り
、
読
み
返
す
ご
と
に
な
る
ほ
ど
と
思
わ
せ
る
も
の
が

あ
る
。

た
だ
し
、
①
も
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
現
代
語
訳
と
し
て

は
冗
長
で
あ
っ
た
り
、
文
体
が
古
く
多
少
の
癖
も
あ
る
。
そ
こ
で
本

班
で
は
、
よ
り
す

っ
き
り
し
た
文
体
で
、
わ
か
り
や
す
い
訳
文
に
す

る
よ
う
心
が
け
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
本
班
の
訳
文
が
完
成
し
て
も
、

①
が
必
要
性
を
失
う
こ
と
は
な
い
。
少
し
冗
長
で
は
あ

っ
て
も
、士口

文
を
正
維
に
埋
解
し
た
上
で
の
丹
念
な
訳
文
は
、
内
容
即
日
解
に
大
い

に
役
立
つ
。

『問
卜
八
巻
伝
』
は
最
初
の
序
文
が
凝
っ
て
い
る
。

夫
以
我
ト
小
川
釈
迦
如
米
は
、
あ
ま
ね
く
流
浪
士
一
界
の
迷
徒
を
す

く
は
ん
が
た
め
に
、
ふ
か
く
・
↑
等

f
の
悲
願
を
お
こ
し
ま
し

ま
す
に
よ
り
て
、
忽
に
無
勝
荘
厳
の
化
を
か
く
し
て
、
か
た
じ

け
な
く
裟
婆
濁
悪
の
固
に
人
給
し
よ
り
こ
の
か
た
、
非
生
に
生

を
別
じ
て
無
延
樹
の
花
ゑ
み
を
ふ
く
み
、
非
減
に
減
を
と
な
へ

て
、
明
凶
林
の
胤
心
を
い
た
ま
し
む
。

こ
こ
を
ど
う
現
代
訴
訳
す
る
か
で
、
ス
タ
ッ
フ
は
そ
う
と
う
頭
を
悩

ま
せ
た
も
の
だ
っ
た
。

と
も
か
く
も
、
平
成
十
四
年
度
の
成
果
と
し
て
、
本
誌
に
は
第

二
巻
の
訳
文
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
(
六
八
頁
に
掲
載
)
こ

の
よ
う
な
形
で

「教
化
研
究
」
に
順
次
掲
載
し
て
ゆ
き
、
い
ず
れ
は

一
怖
の
本
に
ま
と
め
て
い
く
計
画
と
の
こ
と
で
あ
る
。
読
者
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
、
今
後
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

こ
れ
か
ら
の
問
題
は
な
お
も
多
い
。
何
年
に
も
わ
た
る
作
業
の
中

で
訳
文
の
統

一
を
ど
の
よ
う
に
と
っ
て
い
く
の
か
。
今
回
は
注
を
つ

け
で
な
い
が
、
今
後
、
ど
う
し
て
も
注
が
必
要
な
ケ
!
ス
も
で
て
く

る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
ぺ

1
ス
で
ゆ
く
と
、
完
成
に
例
年
か
か

-31一

る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
適
宜
ク
リ
ア

l
し
な
が
ら
、
ね

ば
り
強
く
や
っ
て
ゆ
き
た
い
。



浄
土
宗
典
籍
・
版
木
の
研
究
|
浄
土
宗
寺
院
所
蔵
文
献
類
調
査
整
理
研
究
|

目
的浄

土
宗
寺
院
に
お
い
て
、
そ
の
存
の
住
職
さ
え
自
坊
に
川
が
所
蔵

さ
れ
て
い
る
の
か
知
ら
な
い
ま
ま
、
ま
た
、
什
物
帳
で
所
蔵
し
て
い

る
こ
と
は
知
っ
て
い
て
も
蔵
の
中
に
あ
っ
て

一
度
も
見
た
こ
と
が
な

い
ま
ま
、
徽
や
虫
食
い
に
よ

っ
て
州
制
限
し
て
い
く
文
献
矧
が
あ
る
。

ま
た
中
に
は
、
本
堂
や
庫
裏
の
新
築
・
改
築
な
ど
で
、
そ
の
寺
院
所

蔵
の
文
献
類
が
廃
品
と
し
て
処
分
さ
れ
た
り
す
る
例
も
あ
る
。
し
か

し
こ
れ
ら
の
小
に
は
此
屯
な
文
献
煩
が
存
在
す
る
こ
と
も
あ
り
、
ま

た
、
そ
の
寺
院
に
と
っ
て
は
そ
の
寺
の
歴
史
を
物
語
る
貴
重
な
文
献

4
b
φ

め
'hv
。

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
文
献
類
を
調
査
整
理
し
、
各
所
蔵
か
院
に
そ

?ケ

内

宣
(

の
作
作
価
値
を
認
識
し
て
も
ら
い
、
保
存
し
後
開
に
伝
え
て
い
く
こ

と
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
目
的
で
あ
る

こ
れ
ま
で
の
経
過

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
帥
教
大
学
に
研
究
宅
を
市
川
し
て
い
る
浄

t

宗
総
合
研
究
所
分
室
の
研
究
員
が
中
心
と
な
り
、
平
成
五
年
十
月
よ

り
計
画
さ
れ
、
平
成
六
年
四
月
よ
り
調
査
研
究
活
動
に
入
っ
た
。

ま
ず
、
既
存
の
情
報
を
調
査
後
埋
す
る
た
め
、
浄
上
京
宗
務
庁
の

花
川
J

円
を
得
、

「浄
上
宗
寺
院
名
鍛
」
掲
載
の
全
浄
七
宗
五
院
の
デ
!

タ
及
び
昭
和
四
十
三
年
の
浄
土
宗
宗
勢
調
査
記
載
の
寺
院
什
物
(
掛

け
軸
・
古
文
書
・
記
録
等
)
を
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
分
宅
の
パ
ソ 道
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コ
ン
に
全
て
入
力
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
ど
の
寺
院
に
ど
の
よ
う
な
文

献
が
あ
る
か
が
前
も
っ
て
把
握
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
(デ

l
タ

漏
れ
を
防
ぐ
た
め
こ
れ
ら
は
厳
重
に
分
室
で
保
管
し
て
い
る
。)

次
に
平
成
六
年
九
月
と
平
成
八
年
六
月
に

「宗
報
」
に
ア
ン
ケ
l

卜

〔
「
浄
土
宗
典
籍

・
版
木
の
研
究
」

へ
の
ご
協
力
の
お
願
い
お

存
の
古
文

HA--3籍
の
保
存
状
況
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
|〕

を
載

せ
、
回
答
の
あ
っ
た
寺
院
及
び
そ
の
後
研
究
所
へ
の
依
頼
の
あ
っ
た

h
J
院
よ
り
卜
凹
箇
寺
を
調
査
し
、
こ
の
う
ち
」
ハ
筒
岸
は
調
作
終

f
H

録
も
完
成
ま
た
は
ほ
ぼ
完
成
、
三
箇
寺
は
目
録
作
成
が
校
正
の
段
階

で
あ
り

計
九
箇
寺
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
。
(
滋
賀
教
区
の

一
筒
寺
は

紙
北
川
表
紙
文
書
-
点
だ
け
の
内
容
調
告
で
あ
る
の
で
、
調
作
対
象
卜

四
箇
寺
中
、
調
貸
中
な
の
は
実
際
残
り
四
箇
寺
で
あ
る
。)
ま
た

れ
と
平
行
し
て
、
市
文
乃
・
掛
け
州
市
ザ
の
解
説
を
現
在
も
統
行
中
で

あ
る
。

調
査
方
法

調
査
依
頼
の
あ
っ
た
寺
院
で
の
調
査
は
以
下
の
子
順
を
と
る
。

保
管
別
状
の
に
対
(
写
真
な
ど
で
記
録
す
る

全
文
献
類
の
大
ま
か
な
分
類
・
並
べ
か
え
。

上
記
分
類
に
基
づ
き
、
通
醤
(
仮
番
号
)
を
付
し
た
什
塞
を
全

文
献
類
に
挟
む
。

-
番
号
順
に
パ
ソ
コ
ン
に
人
力

(デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
)
。
但
し
場

合
に
よ
っ
て
は
カ

l
ド
で
と
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
時
、
書
名

山
者
省
・
編
者
・
奥
付
金
寸
を
記
針
。
必
要
あ
れ
ば
順
書
の
並
べ
か

え
も
行
う
。
※
十
四
年
度
か
ら
は
直
接
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
題

名
品
守
を
顕
彰
、
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
し
、
研
究
所
で
整
則
す
る
ト
刀

法
も
取
り
入
れ
た
。
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再
度
の
長
べ
か
え
。

通
番
(
正
式
な
も
の
・
目
録
書
け
)
を
パ
ソ
コ
ン
入
力
。

所
級
者
の
許
可
が
得
ら
れ
れ
ば
、
通
事
命
ラ
ベ
ル
を
添
付
。

保
管
川
場
所
に
目
録
寄
り
順
に
収
蔵
。

(
防
虫
剤
を
置
く
こ
と
も
あ
り

O
所
山
城
主
院
の
許
可
を
得
て
、
屯
要
文
献
は
写
点
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
に
帰
り
、
調
貨
研
究
す
る
。

O
調
査
対
象
寺
院
の
文
献
煩
は
丞
符
調
代
を
似
川
と
し
、
簡
易
口
封

を
作
成
し
所
蔵
寺
院
に
渡
す
こ
と
で
そ
の
寺
院
の
調
査
を
-
応
の
終



了
と
す
る
。

平
成
十
五
年
三
月
現
在
ま
で
の
調
査
状
況

現
在
ま
で
に
調
査
し
た
寺
院
、
ま
た
現
在
調
査
中
の
寺
院
の
調
査

状
況
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
(
寺
院
名
な
ど
は
所
蔵
者
の
管
理
上

京
都
教
区

の
こ
と
も
あ
り
こ
こ
で
は
伏
せ
て
お
く
)

調
査
終
了

新
潟
教
区

鳥
取
教
区

富
山
教
区

静
岡
教
区

崎
玉
教
区

岐
阜
教
区

古
書
籍
五
六
七
冊

簡
易
目
録
作
成
完
了

古
書
籍
六
六
八
冊

大
蔵
経

古
文
書

調
査
終
了

簡
易
目
録
作
成
完
了

古
書
籍

一
O
七
九
冊

調
査
終
了

簡
易
目
録
ほ
ぽ
完
成

古
書
籍
二
O
O
三
冊

調
査
終
了

簡
易
目
録
ほ
ぽ
完
成

古
書
籍
約
五

O
O附

大
蔵
経

一
部

調
査
終
了

簡
易
目
録
ほ
ぼ
完
成

版
木
約
三

O
点

調
査
ほ
ぼ
終
了

占
文
書

調
査
ほ
ぽ
終
了

古
書
籍
約
二
四
五
附

調
査
ほ
ぽ
終
了

古
文
占

簡
易
目
録
ぽ
ぽ
完
成

京
都
教
区

大
阪
教
区

京
都
教
区

尾
張
教
区

長
野
教
区

滋
賀
教
区

和
歌
山
教
区

今
後
の
実
施
計
画

古
書
籍
約
四
二

O
冊

簡
易
目
録
作
成
中

古
書
籍

一
八

一
五
部

古
文
書

調
査
終
了

古
軸
類
十
点

調
査
終
了

古
書
籍
約

一
O
八
二
附

古
書
籍
約
七
九
五
附

古
書
籍
約
六

O
O冊

鎌
倉
期
紙
背
文
書

一
点

古
書
籍
約
三

O
O冊

大
蔵
経

古
軸
類

巻
子
本

簡
易
目
録
作
成
中

調
査
中

古
文
書

調
査
中

調
査
中

調
査
中

調
査
中
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長
期
に
わ
た
っ
て
続
け
て
き
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
も

一
応

平
成
十
六
年
三
月
で
終
了
す
る
こ
と
が
研
究
所
会
議
で
決
め
ら
れ
、

運
営
委
員
会
で
了
承
さ
れ
た
。
こ
れ
以
上
調
査
対
象
寺
院
は
ふ
や
さ

ず
、
十
五
年
度
で
、
ま
だ
調
査
の
完

f
し
て
い
な
い
寺
院
を
終
了
さ

必
要
が
あ
る
。

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
さ
ら
に
効
率
よ
く
調
査
を
す
す
め
る

す
べ
て
の
調
査
が
終
了
後
、
そ
の
結
果
報
告
及
び
研
究
成
果
を
所



蔵
寺
院
の
許
可
を
得
て
、
何
ら
か
の
形
で
発
表
す
る
。
こ
の
最
終
報

告
は
十
五
年
度
中
に
は
時
間
的
に
困
難
で
、
平
成
十
六
年
度
に
な
ら

ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
後
の
調
査
資
料
の
保
管
等
に
つ
い
て
は
平
成

十
五
年
度
に
検
討
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
役
立
つ
形
で
残
し
て
い
き

一こ

3
0

7
L
 

こ
の
調
査
は
、

一
寺
院
文
献
類
全
調
査
を
基
本
と
し
て
お
り
、
対

象
寺
院
に
調
査
し
た
文
献
の
簡
易
目
録
を
渡
し
て
、
喜
ば
れ
る
結
果

と
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。
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伝
道

(
布
教
教
化
)

の
研
究
・

現
代
布
教
の
検
討

目

的
布
教
教
化
な
く
し
て
、
教
団
の
未
来
は
な
い
。
現
在
、
「
結
縁
五

重
相
伝
」
を
受
け
、
真
に
「
念
仏
者
」
と
言
え
る
人
は
、
ど
れ
ほ
ど

存
在
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
こ
の
三
年
間
で
、

「宗
報
」
記

載
の
五
重
相
伝
厳
修
寺
院
は
、
全
国
で

2
7
1
寺
院
に
の
ぼ
る
。
そ

し
て
、
念
仏
に
喜
び
を
見
出
し
て
、
お
念
仏
の
中
に
生
活
を
さ
れ
て

い
る
人
は
少
な
く
な
い
。
ま
こ
と
に
、

「人
中
の
疹
陀
利
華
」
が
、

年
々
誕
生
し
て
い
る
。

が
、
し
か
し
、
全
体
か
ら
み
る
と
、

「五
重
相
伝
」
厳
修
与
院
は

地
域
に
お
い
て
は
西
高
東
低
で
あ
り

数
に
お
い
て
は

「
五
重
相

伝
」
厳
修
寺
院
の
占
め
る
割
合
は
全
浄
土
宗
寺
院
の

4
1
5
パ
l
セ

ン
ト
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

「五
重
相
伝
」
だ
け
が
、
布
教
教
化
で

は
な
い
。
人
間
の
生
涯
に
お
け
る
人
生
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
の
教
化

正

ま英

日
刀
r
F
 

ネナ

が
必
要
で
あ
る
。
釈
尊
は
も
と
よ
り
、
善
導
大
師
、
法
然

t
人
の
対

機
説
法
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
現
在
の
宗
門
の
現
実
現

状
を
踏
ま
え
て
、
念
仏
信
者
養
成
の
最
終
ス
テ
ー
ジ
を

「正
伝
法
を

36一

綬
け
る
と
こ
ろ
の
五
重
相
伝
」
と
し
て
、
そ
こ
へ
至
る
、
念
仏
信
者

養
成
の
方
法
論
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
教
化
集
団
の
未
来
を
切
り
開

く
土
台
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
土
台
を
恨
底
と
し
て
こ
そ
、
社

会
教
化
が
、
真
に
力
を
持
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
浄
上
京
門
の
念
仏
信
者
養
成
の
現
状
と
方
策
を
踏
ま

ぇ
、
範
を
組
師
方
に
と
り
な
が
ら
、
多
面
的
に
研
究
し
て
行
く
。

方

法

浄
土
宗
の
布
教
教
化
の
現
状
調
査
、
研
究



範
を
祖
師
方
に
と
り
な
が
ら
、
念
仏
信
者
養
成
の
方
法
論
の
研
究
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
他
教
団
に
も
学
び
な
が
ら
研
究
を
進
め
て
行
き

ら

』

、

S

0

7
L
 

研
究
報
告

① 

浄
土
宗
の
布
教
教
化
の
現
状
調
査
、
研
究

各
教
化
セ
ン
タ
ー
長
宛

各
セ
ン
タ
ー

2
名
の
研
究
ス
タ

ッ
フ

の
推
薦
を
依
頼
。

研
究
ス
タ
y

フ
同
名
の
決
定
。

第
l
回

ス
タ
ッ
フ
合
同
会
議
の
開
催

(
6
月
口
円
)
明
照
会

館
会
議
室
に
て
。

② 

合
同
会
議

-
会
議
の
結
果
、

『結
縁
五
重
相
伝
会
」
に
絞
っ
た
調
査
研
究

を
行
う
事
に
決
定
し
た
。

③ 

研
究
所
研
究
員
業
務

五
重
相
伝
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
JMm-
・
・
五
重
相
伝

会
を
閉
経
す
る
た
め
に
。

2 

五
重
相
伝
会
ア
ン
ケ
ー
ト

(
全
寺
院
)
集
計

3 

総
、
大
本
山
布
教
師
会
へ
の
問
い
合
わ
せ
・

・
・
勧
誠

師

養

成

策

等

総
、
大
本
山
式
師
会
へ
の
問
い
合
わ
せ
・

・
・
教
授
師

回
向
師
養
成
策

等

④ 

研
究
ス
タ

ッ
フ
共
同
業
務

年
目

各
教
化
セ
ン
タ
ー
内
に
お
け
る
布
教
教
化
の
現
状
調

査

・
布
教
資
料
の
収
集
。

2
年
目

現
状
分
析
を
元
に
し
て
、
問
題
点
、
今
後
の
課
題
を
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採
る
。

-
幕
本
的
に
は
研
究
所
所
員
と
電
話

F
A
X
等
で
連
絡
を
取

り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
寺
院
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
、
調
査
方
法
な
ど
の

ご
協
力
を
い
た
だ
く
。

-2年間
で

3
回
(
本
日
を
含
み
)
の
合
同
会
議
を
聞
き
、
怠

見
交
換
を
行
う
。

-
具
体
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト

(
記
入
式
)

調
査
を
す
る
際
の

フ
ォ
ー
ム
作
成
す
る
。



-
最
終
的
に
、
各
教
区
に
お
け
る
現
状
把
握
、
課
題
の
ま
と
め

を
し
て
い
た
だ
く
。

⑤ 

送
依
頼
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
の
作
成
(
別
紙
)
お
よ
び
ス
タ

ッ
フ
へ
発

⑥ 研
究
会 ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
表
の
集
計
作
業
中

1

4

月
日
日

2

4

月
刊
日

3

4

月
辺
日

4

5

月
刊
日

5

5

月
M
日

6

5

月
お
日

7

6
月
3
日

8

6
月
刊
日

9

6
月
口
日

月火(火
)
金金火月(月

)
月

日、

6
月
お
日

日、

7
月
2
日

ロ、

7
月
辺
日

日、

8
月
5
日

日、

9
月
2
日

日、

9
月
9
日

日、

9
月
幻
日

η
、
叩
月
刊
日

日
、
日
月
詑
日

問
、
ロ
月
6
日

初
、
ロ
月
初
日

目、

l
月
6
日

辺、

l
月
初
日

お、

2
月
3
日

弘、

2
月
刊
日

お、

2
月
日
日

初、

3
月
7
日

(金(火
)
1
3
日

(
月
)
(
月
)
(
月
)

(
水
)

「第

一
回
合
同
会
議
」

月
)
l
m
日
(
火
)
「
学
術
大
会
報
告
」

(
金
)

木(金(金
)
(金(月
)
(
月
)
(
月
)
月月金

)
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現
代
布
教
研
究
班

-
研
究
代
表

-
研
究
主
務

-
研
究
員

-
研
究
ス
タ

ッ
フ

ス
タ
ッ
フ

八
木
季
生
客
員
教
授

正
村
瑛
明
専
任
研
究
員

佐
藤
晴
輝
斉
藤
隆
尚
後
藤
真
法
研
究
員

中
野
隆
英
嘱
託
研
究
員
・
池
田
常
臣
研
究
ス
タ
y

フ

(
全
国
8
ブ
ロ

y

ク
よ
り
選
出
)

*
北

一
教
区

A-北海
道
(
教
化
セ
ン
タ
ー
)

長
昌
寺

*
北
二
教
区

4砂
東

*
青
森
教
区

*
宮
城
教
区

4・関*神
奈
川
教
区

*
千
葉

小
樽
組

西

北
(
教
化
セ
ン
タ
ー
)

東
青
組

第

組

東
(
教
化
セ
ン
タ
ー

三
浦
組

教
区

安
房
組

組

浄
道
寺

浄
満
寺

雲
上
寺

光
雲
寺

量
書
院

麻
上
昌
幸

佐
伯
教
道

長
尾
拓
応

東
海
林
良
昌

鹿
野
匡
文

郡
嶋
泰
威

師師師
高
叩
h
ロH師

γ

巾
叩

'白

h

4・東*三
河
教
区

*
岐
阜
教
区

• 1ヒ*新
潟
教
区

*
福
井
教
区

• 近*京
都
教
区

*
京
都
教
区

海
(
教
化
セ
ン
タ
ー
)

豊
橋
組

高
須
組

陸
(
教
化
セ
ン
タ
ー

相
崎
組

敦
賀
東

畿
(
教
化
セ
ン
タ
ー
)

南
城
組

嵯
峨
組

普
仙
寺

固
満
寺

西
光
寺

松
岸
院

善
法
寺

直
指
庵

。
中
四
国
(
教
化
セ
ン
タ
ー正

覚
寺

*
広
島
教
区

*
愛
媛
教
区

4・九*長
崎
教
区

*
佐
賀
教
区

南
部
組

松
山
組

州
(
教
化
セ
ン
タ
ー

平
戸
組

西
部
組

栄
養
寺

長
徳
寺

専
称
寺

加
藤
良
光

石
川

一
宣

後
藤
慎
也

花
木
信
徹

成
田
勝
美

小
田
芳
隆

h
u
M
邦
下

ιーし

l
L
旧
時
一・i
ψ月
ι

高
橋
宏
文

日
下
部
匡
信

川
副
春
海

高
叩
'n民
H
H

師師師自m師
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自fIi百
叩
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h
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市
叩
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γ
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叩
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ホ
ー
ム
ペ

i
ジ
に
よ
る
教
化
情
報
提
供
運
営
①

「
日
本
語
に
よ
る
ホ
!
ム
ペ

i
ジ
運
営
」

研
究
目
的

「
日
本
語
に
よ
る
ホ

l
ム
ペ

1
ジ
運
営
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
被
数

の
研
究
目
的
を
含
ん
で
い
る
。
平
成
十
四
年
度
の
研
究
目
的
は
、

①

既
設
ホ
!
ム
ペ

1
ジ
の
運
用
、

②
所
内
イ
ン
ト
ラ
ネ

ソ
ト
構
築
運

用、

③
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
の
あ
り
方
の
研
究
、

④
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
で
あ
る
。
各
研
究
目
的
に
対
す
る
研
究
経
過
を
報
告
す
る
。

「日
本
語
に
よ
る
ホ

l
ム
ペ
ー
ジ
運
営
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究

メ
ン
バ
ー
は
専
任
研
究
員
今
岡
達
雄
、
研
究
員
斉
藤
隆
尚
、
嘱
託
研

究
員
佐
藤
良
文
、
研
究
ス
タ

ッ
フ
小
沢
憲
雄
の
凹
名
で
あ
る
a

一
、
既
設
ホ
ー
ム
ペ

l
ジ
の
運
用

平
成
十
四
年
度
に
お
け
る
ホ

l
ム
ペ
ー
ジ
運
問

t
の
大
き
な
変
化

は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
ド
メ
イ
ン
の
取
得
と
、
サ
ー
バ
ー
の
レ
ン
タ

」合、
プ

達

雄

岡

ル
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
浄
土
宗
総
合
研

究

所

の

ホ

l
ム
ペ

l
ジ

は

浄

土

宗

の

保

有

す

る

ド

メ

イ

ン

(
」
。
号

-R-E
)内
に
構
築
さ
れ
て
い
た
が
、
運
用
の
利
便
性
か
ら
独

立
し
た
ド
メ
イ
ン

(」凹ユ

-Z)
を
取
得
し
た
。
ま
た

nu 
Aaτ 

w
w
wサ
l

パ、

P
O
P
サ
l
パ
の
運
用
は
フ

ァ
ー
ス
ト
サ
!
パ
株
式
会
社
の
運

営
す
る
レ
ン
タ
ル
サ

l
パ
サ
ー
ビ
ス

(
P
O
P
制
限
数
無
制
限
、
日

D
D容
量

5
0
0
M
B
)
を
利
用
し
て
い
る
。
新
規
ド
メ
イ
ン
の
取

得
運
用
は
平
成
十
四
年
七
月

一
日
に
開
始
し
、
現
在

P
O
P
ア
カ
ウ

ン
ト
数
却
を
発
行
し

H
D
D
日・

η
M
B
を
使
用
中
で
あ
る
。

レ
ン
タ
ル
サ

l
パ
サ
ー
ビ
ス
会
社
の
選
定
に
当
た

っ
て
は
、
経
符

母
体
が
し

っ
か
り
と
し
た
企
業
で
あ
る
こ
と
、

C
G
I
等
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
実
行
が
行
え
る
こ
と
、
グ
ル
ー
プ
ウ

ェ
ア
等
の
運
問
が
可
能
で

あ
る
こ
と
を
基
準
と
し
て
選
定
作
業
を
行
っ
た
。



二
、
所
内
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
構
築
運
用

浄
土
宗
総
合
研
究
所
の
多
く
の
研
究
員
は
常
勤
で
は
な
く
適
時
研

究
会
を
開
催
し
て
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
組
織
で

は
イ
ン
タ
ー
ネ
y

卜
の
情
報
伝
達
手
法
を
組
織
内
に
適
用
す
る
イ
ン

卜
ラ
ネ
y
卜
の
構
築
、
共
同
作
業
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
悩
報
交

換
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
グ
ル
ー
プ
ウ

ェ
ア
の
適
用
が
効
果
的
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。

先
端
的
な
研
究
コ
ラ
ボ
レ
|
シ

ョ
ン
を
図
る
た
め
に
、
所
内
研
究

員
・事
務
職
員
の
み
が
ア
ク
セ
ス
可
能
な
所
内
ホ

l
ム
ペ

1
ジ
を
作

成
し
た
。
ま
た
、
所
内
研
究
員
・
事
務
職
員
全
員
に
メ

l
ル
ア
ド
レ

ス
を
配
布
し
間
報
連
絡
が
可
能
な
体
制
の
構
築
、
グ
ル
ー
プ
ウ

ェ
ア

で
あ
る
サ
イ
ボ
ウ
ズ

A
G
を
導
入
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
共
布
市
ザ
を
行

う
体
制
を
構
築
し
運
用
し
て
い
る
。

一、
ホ
l
ム
ペ
ー
ジ
の
あ
り
方
の
研
究

寺
院
に
お
け
る
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
の
利
川
に
閲
し
て
は
、
教
団
ホ
!

ム
ペ

l
ジ
の
あ
り
方
、
教
団
内
部
組
織
(
研
究
所
等
)
の
ホ
ー
ム
ぺ

l

ジ
の
あ
り
方
、

一
般
忌
院
ホ
!
ム

ペ
1
ジ
の
あ
り
五
に
関
し
て
研
究

作
業
を
行
っ
た
。
特
に

一
般
寺
院
ホ

l
ム
ペ
ー
ジ
の
あ
り
方
に
関
し

て
は
、
実
際
に
運
用
さ
れ
て
い
る
ホ

l
ム
ペ
l
ジ
が
ど
の
よ
う
な
状

況
に
あ
る
か
の
現
状
調
査
を
行

っ
た
。
手
始
め
と
し
て
既
成
仏
教
教

団
各
宗
派
に
つ
い
て
、

①
ホ
l
ム
ペ
l
ジ
開
設
寺
院
数
、

②
ホ
l
ム

ペ
ー
ジ
の
稼
働
状
況

(
U
R
L
の
み
で
な
く
現
時
点
で
も
ホ

l
ム

ペ
ー
ジ
が
あ
る
か
否
か
)
、

③
ホ
1
ム
ペ
l
ジ
の
内
容
(
寺
院
概
要
、

年
中
行
事
、
広
報
、
教
義
、
法
話
、
活
動
報
告
、
事
業
広
告
、
エ

ッ

セ
イ
、
レ
ス
ポ
ン
ス
、
そ
の
他
、
個
人

H
P
等
の
記
載
が
あ
る
か
否

か)、

④
ア
ク
セ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
数
、

⑤

ア
ク
セ
ス
数
と

H
P
内
容

-41一

の
関
連
性
に
つ
い
て
、

⑥
メ
l
ル
ア
ド
レ
ス
の
表
示
の
有
無
、

⑦
オ

リ
ジ
ナ
ル

・
ド
メ
イ
ン
を
取
得
し
て
い
る
か
否
か
等
に
つ
い
て
、
各

ホ
ー
ム

ペ
l
ジ
毎
に
現
状
調
伐
を
行

っ
た
。

平
成
十
四
年
度
に
浄
土
宗
、
浄
土
真
宗
ト
派
、
円
超
京
お
よ
び
日

差
系
、
曹
洞
宗

・
臨
済
宗
お
よ
び
禅
系
、

天
台
宗
お
よ
び
天
台
系
、

真
言
系
諸
宗
の
現
状
調
査
に
諸
手
し
、
大
ト
刀
の
調
資
を
終

f
し
て
い

る
。
こ
の
内
、
浄
上
京
お
よ
び
浄
土
真
宗
卜
派
に
関
し
て
は
附
究
論

文
と
し
て
発
表
し
て
い
る
。



四
、
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

寺
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
を
基
礎
に
し
て
、

「イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
と
寺
院
|
評
価
と
実
践
」
と
題
す
る
公
開
シ

ン
。ホ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
今
後
の

一

般
寺
院
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

(ホ
l
ム
ペ

l
ジ
)
の
利
川
十
刀
法
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
、
は
じ
め
に
浄
土
宗
総
合
研
究
所
日
本
語
ホ
l

ム
ペ
ー
ジ
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
報
告

し
、
次
い
で
各
宗
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
の
情
報
担
当
省
に
パ
ネ

ラ
ー
と
し
て
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
y

卜
利
聞
の
現
状

と
そ
の
問
題
点
、有
効
性
の
評
価
等
に
つ

い
て
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
形
式
で
討
呉
川
を
行
っ
た
。
な
お
、
こ
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
先
立
っ
て
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
似
れ
仏
教
寺
院
へ
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

ア
ン
ケ
ー
ト
調
資
を
行
い
、
浄
仁
宗
総
合
研
究
所
ホ
l
ム
ペ
l
ジ
上

で
調
査
結
果
を
報
告
し
て
い
る

開
催
要
領
は
以
ド
の
通
り
で
あ

ヲ匂
。

11 

平
成
卜
五
年
二
月
十
四
日
(
金
)
十
三
時
1
十
七
時

会
場

浄
土
宗
大
本
山
僧
上
寺
地

F
二
段
ホ
ー
ル

内..，.τ， 
f予

基
調
講
演

「寺
院
ホ
l
ム
ペ
ー
ジ
の
現
状
」

浄
土
宗
総
合
研
究
所

導
任
研
究
員
今
岡
達
雄

パ、
不
ル
』ア
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
寺
院
ホ
l
ム
ペ
l
ジ
の
将
来
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
浄
土
宗
総
合
研
究
所
専
任
研
究
員
今
岡
達
雄

コ
メ
ン
テ

i
タ
国
学
院
大
学
教
授
井
上
順
孝

パ
ネ
ラ

lw洞
宗
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
菅
原
寿
消

円

4
a
aτ 

天
台
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
谷

晃
昭

浄
土
点
宗
宗
務
情
報
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー
筑
後
誠
隆

な
お
、
こ
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
概
要
は
ス
カ
イ
パ
!
フ
ェ
ク

ト
T
V
「精
神
文
化
の
時
間
」
に
て
、
平
成
卜
五
年
三
月
三
十

一
日

午
前
九
時
か
ら
お
よ
び
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
三
十
分
間

全
国
放
送
さ
れ
た
。



葬
祭
仏
教
研
究
|
葬
儀
の
実
態
的
研
究

研
究
目
的

葬
祭
仏
教
研
究
班
で
は
時
代
的
変
遷
が
激
し
く
地
域
的
差
異
の
大

き
い

「持
儀
」
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
現
地
調
査
を
通
し

て
、
持
送
山
内
俗
お
よ
び
葬
送
儀
礼
の
両
而
か
ら
実
態
的
研
究
を
行

つ

て
い
る
。
こ
う
し
た
調
貨
は
、

一
宗
の
研
究
機
関
と
し
て
は
過
去
に

あ
ま
り
行
わ
れ
た
例
が
な
く
、
本
京
に
お
け
る
葬
儀
の
実
態
に
つ
い

て
の
此
市
いな
法
礎
資
料
に
な
る
と
忠
わ
れ
る
。本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
作
儀
に
お
け
る
問
俗
と
儀
礼
に
つ
い
て
被
介
的
な
調
査

・
研
究

を
進
め
る
こ
と
に
な
り
、
今
回
の
研
究
は
都
市
部
、
農
村
部
、
漁
村

部
と
い
く
つ
か
の
サ
ン
プ
ル
が
集
約
さ
れ
て
い
る
静
同
教
区
を
取
り

上
げ
そ
の
実
態
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
同

一
以
内
で
も
そ
の
版
業

形
態
や
文
化
が
異
な
る
地
域
で
の
葬
送
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
も

の
で
あ
る
。

大

蔵

健

司

作
業
大
綱

平
成
十
四
年
度
は
前
年
度
の
基
礎
研
究
と
し
て
の
、
静
岡
教
区
を

対
象
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
調
査
・
分
析
を
う
け
、
第

一
回
目

の
別
地
調
脊
と
し
て
、
山
間
農
村
部
の

一
例
と
し
て
は
附
問
教
区
東
駿

43-

組
大
乗
寺
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
古
く
か
ら
の
地
域
習
慣
や
儀
礼
が

残

っ
て
い
る
川
寺
植
信
徒
の
居
住
地
域
で
あ
る
板
妻
地
域
の
葬
祭
儀

礼
に
対
す
る
凋
資
を
行
っ
た

同
地
域
脳
住
の
栂
信
徒
に
大
乗
寺
に
御
参
集
い
た
だ
き
、
過
去
お

よ
び
現
在
の
持
送
の
実
体
、
お
よ
び
習
俗
習
慣
等
に
つ
い
て
の
質
問

を
行
い
聞
き
取
り
調
査
を
行

っ
た
。
同
時
に
大
釆
居
住
職
神
谷
高
義

上
人
お
よ
び
持
龍
寺
住
職
向
山
端
成
上
人
よ
り
葬
送
の
儀
礼
、
習
俗

習
慣
等
の
説
明
を
受
け
た
。



そ
の
後
研
究
所
で
聞
き
取
り
調
室
内
容
を
時
系
列
に
整
理
し
そ
の

内
容
の
分
析
研
究
を
行

っ
た
。
同
教
区
の
他
地
域
と
の
比
較
を
す
る

た
め
平
成
十
五
年
度
も
同
同
僚
の
調
査
を
同
教
区
別
地
械
で
行
う
事
を

決
定
し
た
。

研
究
会

平
成
十
四
年

-
四
月
十
七
日
研
究
会

「
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
内
容
に
つ
い
て
」

-
凹
月
二
卜
三
日
研
究
会

「
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容

本
年
度
の
研
究
計
画
」

」ハ
川
一二
日
研
究
会

「現
地
調
査
の
質
問
項
目
作
成
」

六
月
十
日
研
究
会

「現
地
調
貨
の
質
問
項
目
作
成
」

六
月
ト
一一
日
研
究
会

「現
地
聞
き
取
り
調
査
」
於

・
大
乗
ト
ヴ

ハ月
二
十
四
日
研
究
会

「現
地
調
査
の
ま
と
め
」

十
月
二
十
四
日
研
究
会
「
今
後
の
研
究
に
つ
い
て
」

手
成
十
五
年

-
一
.川
φ

-

十しハ

H
「現
地
調
奇
報
告
・
次
回
調
官
に
つ
い
て
」

三
月
十

一
日

「現
地
調
査
報
告

・
次
回
調
査
に
つ
い
て
」

研
究
班
メ
ン
バ
ー

-
:
一月
」
一ト
八
日

「現
地
調
査
報
告

・
研
究
臨
認
」
於

・
宗
務
庁

研
究
代
表

研
究
副
代
表

研
究
主
務

研
究
ス
タ

ッ
フ

伊
藤
峨
真
(
客
員
教
授
)

福
西
賢
兆
(
主
任
研
究
員
)

大
蔵
健
司
(
専
任
研
究
員
)

西
城
宗
降
(
研
究
員
)

武
田
道
生
(
専
任
研
究
員
)

坂
上
典
翁
(
研
究
員
)

4
4
 

4
n
y
 

佐
藤
・
艮
文
(
嘱
託
研
究
員
)

熊
井
康
雄
(
同
)

細
田
芳
光
(
同
)

鷲
見
定
信
(
同
)



日
常
勤
行
式
の
現
代
語
化
に
関
す
る
基
礎
研
究

は
じ
め
に

本
稿
は
、
教
化
研
究
第

1
3
与
に
掲
載
さ
れ
た

「
日
常
勤
行
式
の
現

代
語
化
に
関
す
る
基
礎
研
究
」
(
福
西
賢
兆
主
任
研
究
員
持
)
に
法

ず
き
試
作
さ
れ
た
現
代
品
化
経
典
を
発
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
は
、
研
究
代
表
に
行
ト
L

善
腔
所

長
、
主
務
に
福
西
賢
兆
主
任
研
究
員
、
研
究
ス
タ
ッ
フ
に
佐
山
析
郎
、

山
田
隆
昭
の
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ま
た
、
現
代
語
訳
の
試
作
を

伝
ホ
儀
礼
の
研
究
員
が
そ
れ
ぞ
れ
役
配
を
担
当
し
、
ビ
デ
オ
収
録
を

行
っ
た
。

現
代
語
訳
勤
行
式
の
収
録
(
役
配

導
白Ili

阿
城
京
院
内

維
JJlI 

臨
明
本
栄
康

坂

上

翁

典

式
衆

坂
上
典
翁

閥l
本

佐
山
哲
郎

進
行

福
凶
賢
兆

音
楽
、

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
照
明
等
は
専
門
家
に
依
頼
し
た
。

F
D
 A-

収
録
は
噌
上
芽
慈
雲
閣
で
行
っ
た
。
尚
、
こ
の
収
録
に
関
し
て
は
、

佐
山
研
究
ス
タ
ッ
フ
の
作
成
し
た
経
典
を
使
用
し
た
。

現
代
語
訳
の
日
常
勤
行
式
(
山
田
隆
昭
作
)

日
常
勤
行
式
の
現
代
語
化
に
あ
た

っ
て
、

山
田
研
究
ス
タ

ッ
フ

は
、
以
下
の
間
怠
事
項
を
あ
げ
て
い
る
。

一
、
勤
行
と
し
て
声
に
出
す
こ
と
に
耐
え
う
る
こ
と
。

二
、
口
語
体
で
ぷ
射
し
、
文
前
体
は
使
則
し
な
い
こ
と
。
(
そ
れ
が
現

代
語
化
の
絶
対
条
件
で
あ
る



三
、
仏
教
用
語
を
で
き
る
限
り
避
け
、
平
易
な
言
葉
遣
い
を
心
が
け

る
こ
と
。

香
{島

私
は
こ
の
よ
う
に
あ
り
た
い

体
は
清
ら
か
な
香
炉
の
よ
う
に

こ
こ
ろ
は
迷
い
を
断
つ
炎
の
よ
う
に

戒
め
を
守
り
平
穏
を
保
つ
た
め
に
こ
こ
ろ
を
込
め
て
香
を
焚
き

宇
宙
に
満
ち
る
み
仏
に
す
べ
て
を
委
ね
ま
す

宝
干し

す
べ
て
の
み
仏
を
こ
こ
ろ
か
ら
敬
い
礼
拝
い
た
し
ま
す

み
仏
の
す
べ
て
の
み
教
え
を
こ
こ
ろ
か
ら
敬
い
礼
拝
い
た
し
ま
す

み
仏
の
み
教
え
に
従
う
す
べ
て
の
僧
を
こ
こ
ろ
か
ら
敬
い
礼
拝
い
た

し
ま
す

凹
奉
請

宇
宙
に
満
ち
る
す
べ
て
の
み
仏
に
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う
か
こ
の
道

場
に
入
ら
れ
ま
す
よ
う
華
を
撤
い
て
お
迎
え
し
ま
す

釈
迦
如
来
に
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う
か
こ
の
道
場
に
入
ら
れ
ま
す
よ

う
華
を
撒
い
て
お
迎
え
し
ま
す

阿
弥
陀
如
来
に
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う
か
こ
の
道
場
に
入
ら
れ
ま
す

ょ
う
華
を
撒
い
て
お
迎
え
し
ま
す

観
音
勢
至
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
に
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う
か
こ
の
道
場

に
入
ら
れ
ま
す
よ
う
華
を
撒
い
て
お
迎
え
し
ま
す

倣
悔
偶
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わ
た
し
は
速
い
過
去
か
ら
も
ろ
も
ろ
の
悪
い
行
い
を
し
て
き
ま
し
た

と
れ
ら
は
わ
た
し
と
い
う
人
間
に
あ
ら
か
じ
め
具
わ

っ
て
い
た
貧

り
い
か
り
、
愚
か
さ
に
よ
る
も
の
で
す

す
べ
て
の
悪
い
行
い
は
体
と
言
葉
と
こ
こ
ろ
の
あ
り
か
た
か
ら
生
ま

れ
ま
し
た

わ
た
し
は
今
こ
れ
ら
の
事
実
を
受
け
止
め
す
べ
て
を
俄
悔
し
ま
す

問
問
末
広
口
旬

f
4
f
 

こ
の
う
え
な
く
深
く
す
ぐ
れ
た
み
教
え
は



ど
れ
ほ
ど
永
い
時
を
経
て
も
出
会
う
こ
と
は
困
難
で
す

わ
た
し
は
今
そ
の
み
教
え
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た

ど
う
か
み
仏
の
み
教
え
が
わ
た
し
の
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
に

本
誓
傷

阿
弥
陀
如
来
が
誓
わ
れ
た
救
い
の
願
い
は

極
楽
に
生
ま
れ
る
た
め
の
も
っ
と
も
大
切
な
も
の
で
す

定
ま
っ
た
こ
こ
ろ
で
勤
め
る
修
行
と
乱
れ
た
こ
こ
ろ
で
あ
っ
て
も
で

き
得
る
修
行
を
極
楽
に
生
ま
れ
る
た
め
に
ふ
り
む
け
、
永
遠
の
い
の

ち
を
速
や
か
に
い
た
だ
き
ま
す

摂
益
文

阿
弥
陀
如
来
が
放
つ
救
い
の
光
は

あ
ら
ゆ
る
世
界
を
へ
だ
て
な
く
照
ら
し

お
念
仏
を
唱
え
る
人
々
に
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ

決
し
て
見
捨
て
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

総
回
向
偽

こ
れ
ま
で
修
め
て
き
た
お
念
仏
の
力
を

人
々
に
分
け
へ
だ
て
な
く
及
ぼ
し

共
に
極
楽
往
生
の
志
を
起
て

阿
弥
陀
知
来
の
浄
土
に
生
ま
れ
ま
す
よ
う
に

総
願
偶

」
の
世
に
生
き
る
人
は
数
限
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
す
べ
て
の
人
を
悟

り
へ
導
く
こ
と
を
誓
い
ま
す

ウ

i
Aιτ 

苦
し
み
の
源
で
あ
る
煩
悩
は
尽
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
必

ず
断
ち
切
る
こ
と
を
誓
い
ま
す

み
仏
の
み
教
え
は
数
限
り
な
く
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
学
ぶ
こ
と

に
よ
っ
て
わ
た
し
の
も
の
と
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す

覚
り
へ
の
道
は
は
る
か
に
速
い
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
必
ず
そ
の
道

を
極
め
る
こ
と
を
誓
い
ま
す

わ
た
し
と
す
べ
て
の
人
は
お
念
仏
の
力
に
よ
っ
て
共
に
極
楽
に
往
く

ょ
う
勤
め
ま
す



身
礼

西
方
極
楽
浄
土
に
ま
し
ま
す
、
仏
の
道
を
成
し
遂
げ
ら
れ
た
阿
弥
陀

仏
に
す
べ
て
従
い
ま
す

西
方
極
楽
浄
土
に
ま
し
ま
す

お
念
仏
の
力
に
よ
っ
て
す
べ
て
の

人
々
を
救
い
照
っ
て
く
だ
さ
る
阿
弥
陀
仏
に
従
い
ま
す

西
方
極
楽
浄
土
に
ま
し
ま
す
、
自
ら
迎
え
導
い
て
く
だ
さ
る
阿
弥
陀

仏
に
す
べ
て
従
い
ま
す

送
仏
侮

」
の
道
場
に
お
こ
し
く
だ
さ
っ
た
も
ろ
も
ろ
の
仏
・
菩
薩
よ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
仏
の
国
に
お
還
り
く
だ
さ
い

」
の
道
場
す
べ
て
に
香
を
突
き
華
を
撒
い
て
お
送
り
し
ま
す

ど
う
か
仏
よ
、
仏
の
国
に
還
ら
れ
で
も
遥
か
彼
方
か
ら
あ
わ
れ
み
の

心
で
わ
た
し
た
ち
を
お
諮
り
く
だ
さ
い

わ
た
し
た
ち
は
互
い
に
お
念
仏
に
励
み
極
楽
へ
の
道
を
す
す
み
ま
す

現
代
語
訳
の
日
常
勤
行
式

(佐
山
哲
郎
作

実
際
の
ビ
デ
オ
収
録
に
あ
た

っ
て
は
、
佐
山
研
究
ス
タ
y

フ
の
試
作

を
使
用
し
た
が
、
句
読
に
は
そ
れ
ぞ
れ
(
維
那
)

(
導
師
)
を
同
音

部
分
に
は
(
同
)
を
つ
け
、
こ
の
印
以
前
は
句
頭
、
以
後
は
同
音
で

構
え
た
。

稚
物
は
、
原
則
と
し
て
用
い
ず
、
念
仏

一
会
の
み
鉦
を

用
い
た
。
尚

は
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
台
調
で
あ
る
。

香
{局

0
6
 

4aτ 

(
身
も
心
も
清
ら
か
に
な
る
こ
と
を
願
い

お
香
を
焚
き
み
仏
を
供

養
い
た
し
ま
す
)

(
維
那
)
願
わ
く
は
こ
の
身
が
香
炉
の
よ
う
に
清
ら
か
で
あ
り
ま
す

よ
・
つ
に
。

(
同
)
願
わ
く
は
こ
の
心
が
、
煩
悩
を
焼
き
尽
く
す
知
口
誌
の
光
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
。

つ
ね
に
戒
律
を
守
り
、
禅
定
の
境
地
に
人
る
思
い
を
、
日
災
き
あ
が
る

香
煙
に
-託
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
ま
し
ま
す
み
仏
を
、
供
養
い
た

し
ま
す
。



三
宝
礼

(
仏
さ
ま
と
、
そ
の
教
え
、
そ
の
教
え
を
信
仰
す
る
人
々
へ
の
心
か

ら
の
信
奉
を
表
明
い
た
し
ま
す
)

(
維
那
)

あ
ら
ゆ
る
世
界
に
、
時
を
越
え
て
ま
し
ま
す
み
仏
を

(
同
)
心
か
ら
敬
っ
て
礼
拝
い
た
し
ま
す
。

(
維
那
)
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
変
わ
る
こ
と
な
く
ま
し
ま
す
み
仏
を

(
同
)
心
か
ら
敬
っ
て
礼
拝
い
た
し
ま
す
。

(
維
那
)

あ
ら
ゆ
る
世
界
に
変
わ
る
こ
と
な
く
ま
し
ま
す

(
同
)
み
仏
の
教
え
を
信
仰
す
る
方
々
を
、
心
か
ら
敬
っ
て
礼
村
い

た
し
ま
す
。

凹
奉
請

(
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
仏
さ
ま
を
お
迎
え
い
た
し
ま
す
)

(
維
那
)

あ
ら
ゆ
る
世
界
に
ま
し
ま
す
み
仏
よ

(
同
)
ど
う
ぞ
こ
の
道
場
に
お
趨
し
く
だ
さ
い
。
華
を
撒
い
て
お
迎

え
い
た
し
ま
す
。

(
維
那
)
釈
迦
牟
尼
世
尊
よ

(
同
)
ど
う
ぞ
こ
の
道
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
禁
を
撒
い
て
お
迎

え
い
た
し
ま
す
。

(
維
那
)
阿
弥
陀
如
来
よ

(
同
)
ど
う
ぞ
こ
の
道
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
撃
を
撒
い
て
お
迎

え
い
た
し
ま
す
。

(
維
那
)
観
音
菩
薩
、
勢
至
菩
薩
そ
し
て
、
も
ろ
も
ろ
の
大
菩
薩
よ

(
同
)
ど
う
ぞ
こ
の
道
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
華
を
撒
い
て
お
迎

え
い
た
し
ま
す
。

機
悔
偶
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(
こ
れ
ま
で
に
犯
し
て
き
た
も
ろ
も
ろ
の
穿
を
、

み
仏
の
前
で
心
か

ら
反
省
い
た
し
ま
す
。

(
維
郎
)

は
る
か
背
の
過
去
世
か
ら
、
現
世
ま
で
重
ね
続
け
て
き
た

も
ろ
も
ろ
の
悪
し
き
所
業
は

(
同
)
す
べ
て
、
始
め
な
き
始
め
か
ら
、
こ
の
身
に
具
わ
っ
て
き
た

貧
り
、
順
(
い
か
)
り

思
か
さ
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
す
べ
て
の
所
業
は
、
身
と
口

と
心
の
働
き
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
す
。
い
ま
、
そ
の
す
べ
て
を

俄
悔
い
た
し
ま
す
。



十
念

閉
経
偶

(
仏
さ
ま
の
み
教
え
に
出
会
え
た
こ
と
を
喜
び
、
そ
の
み
お
し
え
を

体
得
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
)

(
導
師
)
無
限
に
も
深
く
そ
し
て
至
妙
な
み
教
え
に
出
会
う
こ
と
は
、

(
同
)
ど
れ
ほ
ど
の
永
い
時
を
経
る
と
も
困
難
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
い
ま
、
そ
の
み
教
え
と
出
会
い
、
こ
の
身
に
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
願
わ
く
は
、
仏
の
、
み
教
え
、
お
さ
と
り
が
こ
の

身
に
そ
な
わ
り
ま
す
よ
う
に
。

諦
経

*
導
師
、
維
那
、
式
衆
が
そ
れ
ぞ
れ
の
パ

l
ト
(
①

i
③
)
を
独
唱

し
た
。

四
誓
偶

① 私
、
法
蔵
菩
薩
は
、
悟
り
を
ひ
ら
き
、
あ
ら
ゆ
る
生
き
と
し
生
け
る

も
の
を
救
済
す
る
た
め
に
世
に
比
類
な
く
勝
れ
た
四
十
八
の
願
い
を

た
て
ま
し
た
。
必
ず
こ
の
上
な
い
悟
り
の
境
地
に
達
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
願
い
が
成
就
し
な
け
れ
ば
、
誓
っ
て
悟
り
を
ひ
ら
く
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
こ
の
先
い
つ
ま
で
も
、
大
い
に
恵
み
を
施
す
主
と
な
っ
て

貧
苦
に
苛
(
さ
い
な
)
ま
れ
て
い
る

多
く
の
者
た
ち
を
す
べ
て
救
え
な
け
れ
ば
、
誓
っ
て
悟
り
を
ひ
ら
く

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

悟
り
の
道
を
成
し
遂
げ
た
な
ら
ば
、
私
の
名
前
が
十
方
の
世
界
に

ハV
F
h
d
 

ま
で
響
き
わ
た
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

す
み
ず
み
ま
で
響
き
わ
た
ら
な
け
れ
ば
、
誓
っ
て
悟
り
を
ひ
ら
く

」
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

② 
欲
望
を
離
れ
る
こ
と
、
正
し
く
精
神
統

一
す
る
こ
と
、
清
ら
か
な

智
慧
を
き
わ
め
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
修
行
に
励
む
こ
と
で
、
心
か
ら

こ
の
上
な
い
悟
り
を
求
め
て
、
多
く
の
天
界
の
神
々
や
人
々
の
導
師

と
な
り
ま
し
ょ
う
。



は
か
り
し
れ
な
い
力
で
大
い
な
る
光
を
放
ち
、
果
て
し
な
い
国
土

を
す
み
ず
み
ま
で
照
ら
し
、

三
つ
の
垢
、
貧
り
、
怒
り
、
剛
明
掛
か
さ
の

閣
を
取
り
除
き
、
多
く
の
厄
難
に
苦
し
む
者
を
救
い
、
彼
ら
の
智
慧

の
眼

(
ま
な
こ
)
を
開
い
て
そ
の
暗
聞
を
な
く
し
、
多
く
の
悪
い

世
界
を
閉
じ
て
、
善
い
世
界
へ
と
導
き
、
功
徳
を
完
全
に
満
た
し
て

威
厳
に
満
ち
た
輝
き
を
十
方
ま
で
い
き
わ
た
ら
せ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
太
陽
と
月
は
輝
き
を
失
い
、
天
界
の
光
さ
え
も
隠
れ

て
消
え
失
せ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

③ 
あ
ら
ゆ
る
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
た
め
に
仏
法
の
蔵
を
開
い

て
、
広
く
功
徳
の
宝
を
施
し
、
い
つ
も
多
く
の
人
々
の
中
で
、
獅
子

が
肌
え
て
い
る
よ
う
に
堂
々
と
法
を
説
き
ま
し
ょ
う
。

す
べ
て
の
仏
を
供
養
し
、
多
く
の
功
徳
を
具
え
、
誓
願
と
智
慧
を

す
べ
て
満
た
し
、
全
世
界
で
最
も
す
ぐ
れ
た
存
在
に
な
ら
れ
ま
し

た
。何

も
の
に
も
さ
え
ぎ
る
こ
と
の
な
い
仏
の
智
慧
と
い
う
も
の
は
、

ど
こ
ま
で
も
い
き
わ
た
り
照
ら
さ
な
い
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
う
か
私
の
功
徳
の
力
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
最
も
す
ぐ
れ
た

尊
者
と
等
し
く
な
れ
ま
す
よ
う
に
。

(
全
員
同
唱
)

も
し
こ
の
誓
い
が
達
成
さ
れ
た
な
ら
ば
、
全
宇
宙
が
揺
れ
動
い
て

感
じ
入
る
は
ず
で
す
。

虚
空
に
い
る
天
界
の
神
々
は
、
美
し
く
み
ご
と
な
華
華
を
雨
の
よ

う
に
降
ら
せ
る
で
し
ょ
う
。

本
誓
備

F
D
 

(
極
楽
に
往
生
し
て
無
上
の
さ
と
り
を
得
た
い
と
思
い
ま
す
)

(
導
師
)
阿
弥
陀
仏
が
発
せ
ら
れ
た
、
衆
生
済
度
の
た
め
の
誓
願
は

(
同
)
往
生
極
楽
の
た
め
の
も
っ
と
も
肝
要
な
み
教
え
で
す
。
こ
れ

ま
で
に
積
ん
で
き
た
、
心
を
安
定
さ
せ
て
勤
め
る
べ
き
行
と
、
乱
心

の
中
に
も
出
来
う
る
行
の
功
徳
を
、
共
に
、
往
生
極
楽
の
た
め
に
ふ

り
む
け
す
み
や
か
に
、
生
死
(
し
よ
う
じ
)
を
こ
え
た
永
遠
の
命
を

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。



十
念

摂
益
文

(
阿
弥
陀
仏
の
光
明
は
、
念
仏
を
称
え
る
も
の
を
照
ら
し
出
し
、
必

ず
救
い
と
ら
れ
ま
す
。

(
導
師
)
阿
弥
陀
如
来
の
お
放
ち
に
な
ら
れ
る
救
い
の
み
光
は

(
同
)
あ
ら
ゆ
る
世
界
を
く
ま
な
く
照
ら
し
出
し
、
念
仏
を
称
え
る

も
の
を
、
救
い
導
い
て
、
決
し
て

お
見
捨
て
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

念
仏

一
会

総
回
向
傷

(
お
念
仏
と
お
経
に
よ
る
功
徳
で
、
す
べ
て
の
人
々
と
、
と
も
ど
も

に
極
楽
往
生
す
る
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
)

(
導
師
)
願
わ
く
は
、
こ
れ
ま
で
修
め
て
き
た
お
念
仏
の
功
徳
に
よ
っ

て(同
)
す
べ
て
の
人
々
が
平
等
に
、
そ
の
無
上
の
利
益
(
り
や
く
)
を

一享受
し
、
共
々
に
極
楽
往
生
の
ぷ
を
お
こ
し
て
、
阿
弥
陀
如
来
の
極

楽
浄
土
に
往
生
い
た
し
ま
す
よ
う
に
。

十総
願
侮

(
煩
悩
を
断
ち
、
教
え
を
学
び
、
多
く
の
人
々
と
共
に
極
楽
往
生
を

遂
げ
た
い
と
、
願
い
を
お
こ
し
ま
す
。

(
維
那
)
こ
の
世
界
に
生
き
と
し
生
け
る
人
々
の
数
は
際
限
が
あ
り

ま
せ
ん
が

?“ にd

(
同
)
ひ
と
た
び
浄
土
に
往
生
し
た
な
ら
ば
、
必
ず
や
、
そ
の
皆
を

さ
と
り
の
世
界
へ
導
く
こ
と
を
普
い
ま
す
。

昔
し
み
の
線
源
と
も
い
う
べ
き
煩
悩
は
、
尽
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
必
ず
や
断
ち
切
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

仏
の
み
教
え
は
、
数
知
れ
ぬ
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
ひ
と
た
び
浄
土
に

往
生
し
た
な
ら
ば
、
必
ず
や
そ
れ
ら
を
体
得
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

す無
上
の
さ
と
り
を
、
ひ
と
た
び
往
生
し
た
な
ら
ば
、
必
ず
や
体
得
し

た
い
と
願
う
も
の
で
す
。



自
他
を
へ
だ
て
ず
、
こ
の
世
に
生
き
る
も
の
は
等
し
く
念
仏
の
利
益

を
享
け
て
、
皆
と
も
に
極
楽
に
往
生
し
、
仏
道
を
成
就
し
た
い
と
願

う
も
の
で
す
。

身
干し

(
阿
弥
陀
仏
を
礼
拝
し
て
帰
依
の
ま
こ
と
を
あ
ら
わ
し
ま
す
)

(
維
那
)
西
方
極
楽
浄
土
に
ま
し
ま
す

(
同
)
本
願
を
成
就
さ
れ
た
阿
弥
陀
仏
に
帰
依
い
た
し
ま
す
。

(
維
那
)
西
方
極
楽
浄
土
に
ま
し
ま
す

(
同
)
み
光
の
な
か
に
人
々
を
救
い
棋
っ
て
く
だ
さ
る
阿
弥
陀
仏
に

帰
依
い
た
し
ま
す
。

(維
郎
)
西
方
極
楽
浄
上
に
ま
し
ま
す

(
同
)
自
ら
来
迎
さ
れ
て
人
々
を
導
い
て
く
だ
さ
る
阿
弥
陀
仏
に
帰

依
い
た
し
ま
す
。

送
仏
伺

(法
裂
の
終
わ
り
に
際
し
、
仏
さ
ま
を
極
楽
に
お
送
り
し
、
変
わ
ら

ぬ
大
き
な
慈
悲
で
お
ま
も
り
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま

す(
維
那
)
こ
の
道
場
に
お
越
し
く
だ
さ

っ
た
も
ろ
も
ろ
の
仏
、
も
ろ

も
ろ
の
菩
降
よ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
国
に
、
ど
う
ぞ
、
お
還
り
く
だ
さ

(
同
)
隅
々
ま
で
至
る
よ
う
に
香
を
献
じ
、
華
を
撒
い
て
、
心
か
ら

お
見
送
り
申
し
上
げ
ま
す
。
願
わ
く
は
仏
よ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
国
に

還
ら
れ
た
後
も
、
は
る
か
遠
く
私
た
ち
を
お
譲
り
く
だ
さ
い
。
さ
ら

に
ま
た
、
同
じ
く
念
仏
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
既
に
極
楽
浄
七
に
往
生

さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
々
よ
、
互
い
に
勧
め
あ

っ
て
こ
の
間
界
に
還
り

今

J
F
「
υ

き
た
り
、
私
ど
も
を
お
議
り
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ど
う
か
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
わ
り
に

AF
Mの
U
前
勤
行
の
別
代
語
訳
は
、
ひ
と
つ
の
試
み
と
し
て
発
表

す
る
も
の
で
あ
る
。
呪
布
、
総
合
研
究
所
で
は
、
名
ト
刀
而
か
ら
怠
比

を
頂
戴
し
検
討
を
進
め
て
い
る
。
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浄
土
宗
基
本
典
籍
の
現
代
語
化
・
浄
土
三
部
経

仏
説
阿
弥
陀
経

浄
土
宗
基
本
典
籍
の
現
代
語
化
A
浄
土
三
部
経
班

仏
説
阿
弥
陀
経

銚
奈
の
三
減
法
師

鳩
摩
羅
什
奉
詔
訳

私
、
阿
難
は
釈
尊
か
ら
次
の
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。
あ
る
時
、
釈

尊
が
舎
衛
国
の
祇
樹
給
孤
独
園
(
祇
園
精
舎
)
に
お
ら
れ
た
。
そ
こ

に
は
総
勢
千
-
一一h
五
ト
人
に
も
お
よ
ぶ
、
き
わ
め
て
似
限
れ
た
憎
た
ち

が
会
し
て
い
た
。彼
ら
は
み
な
煩
悩
を
滅
し
た
偉
大
な
修
行
者
と
し

て
阿
羅
漢
と
称
え
ら
れ
、
そ
の
名
は
人
々
の
間
に
あ
ま
ね
く
知
れ

渡

っ
て
い
た
。
な
か
で
も
長
老
の
舎
利
弗
(
シ
ャ

l
リ
プ
ト
ラ
)
を

は
じ
め
、
摩
J

剖
口
機
連
(
マ
ハ
1
マ
ウ
ド
ゥ
リ
ヤ
l
ヤ
ナ
)
・
摩
詞

迦
葉
(
マ
ハ

l
カ
|
シ
ュ
パ
ヤ
)
・摩
詞
迦
腕
延
(
マ
ハ

l
カ
l
ト
ゥ

ヤ
l
ヤ
ナ
)
・
時
制
倶
縦
(
マ
ハ

l
カ
ウ
シ

ユ
テ
ィ
ラ
)
・
離
婆
多

(レ
l
ヴ
ァ
タ
)
・
周
利
繋
陀
伽

(
シ
ユ
ッ
デ
ィ
パ
ン
タ
カ
)
・
難
陀

(
ナ
ン
ダ
)
・

阿
難
陀
(
ア

l
ナ
ン
ダ
)
・
羅
喉
羅
(
ラ

l
フ
ラ
)
・
橋

党
波
提
(
ガ
ヴ

ァ
l
ン
パ
テ
ィ
)
・賓
頭
慮
頗
羅
堕
(
ピ
ン
ド
l
ラ
・

パ
ラ
ド
ゥ
ヴ

ァ
l
ジ
ヤ
)
・
迦
留
陀
夷
(
カ
l
ロ
l
ダ
イ
ン
)
・
摩
詞

目

劫
賓
那
(
マ
ハ

l
カ
y
ピ
ナ
)
・
簿
拘
羅
(
ヴ
ア
ッ
ク
ラ
)
・
阿
売
機

nh
u
 

p
hd
 

駄
(
ア
ニ
ル

ッ
ダ
)
た
ち
は
、
と
く
に
優
れ
た
弟
子
で
あ

っ
た
。
あ

わ
せ
て
大
勢
の
古
雌
た
ち
が
い
た
が
、
な
か
で
も
文
殊
師
利
法
王

お

鍋

刀

f
・
阿
逸
多
菩
隣
・
乾
陀
詞
提
菩
薩
・
常
精
進
笹
口
凝
ら
は
、
こ
と
に

刻

優
れ
た
菩
薩
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
は
帝
釈
天
を
は
じ
め
と
す
る
無
数

の
天
人
た
ち
が
集
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
釈
尊
は
長
主
で
あ
る
舎
利
仰
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
た
。

拘

私
た
ち
が
住
む
煩
悩
に
満
ち
た
こ
の
裟
婆
世
界
か
ら
は
る
か
州
十刀

仰

の
か
な
た
、

卜
刀
偲
に
も
お
よ
ぶ
仏
の
世
界
を
過
ぎ
た
向
こ
う
に
、

つ
の
世
界
が
あ
る
。
そ
の
名
を

「極
楽
」
と
い
う
。
そ
こ
に
ひ
と



り
の
仏
が
お
ら
れ
る
、
そ
の
名
を

「阿
弥
陀
」
と
い
う
。
阿
弥
陀
仏

は
今
現
在
も
そ
こ
に
ま
し
ま
し
て
、
法
を
説
き
つ
づ
け
て
い
る
。
舎

利
弗
よ
。
そ
の
仏
の
世
界
を
ど
う
し
て

「極
楽
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
ろ

う
か
。
そ
れ
は
、
そ
の
世
界
の
人
々
に
は
、
そ
の
世
界
で
は
人
々
が

心
身
に
苦
し
み
を
党
え
る
こ
と
が
ま

っ
た
く
な
く
、
た
だ
さ
ま
ざ
ま

な
幸
福
に
の
み
包
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故

「極
楽
」
と

呼
ぶ
の
で
あ
る
。

れ
ま
天れ
空盗
は平IJ
包帯
つ 。
ぃ極
た梁
紗 IIt
の升
附 l円

Z長
男前
視さ

見詰
さ f
れい
取
あり
た囲
りま

に
は
樹
々
が
ヒ
重
に
列
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
す
べ
て
に
は
四
種
の

宝
石
が
散
り
ば
め
ら
れ
、
極
楽
世
界
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
隅
々
ま

で
飾
り
た
て
て
い
る
。
そ
れ
政
こ
の
世
界
を

「栃
楽
」
と
呼
ぶ
の
で

あ
る
。

ま
た
舎
利
弗
よ
。極
楽
世
界
に
は
岸
辺
を
七
種
の
宝
石
で
飾
り
た

て
た
越
の
池
が
あ
る
。
八
柿
の
功
徳
が
具
わ
る
水
を
満
々
と
湛
え
、

池
の
底
に
は

A

而
が
金
の
砂
で
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
池
は

同
方
を
階
段
で
凶
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
階
段
は
金

・
銀

・
瑠
璃
・
破

塙
を
組
み
人
H

わ
せ
て
で
き
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
見
上
げ
る
と
機
聞
が

あ
り
、
金
・
銀

・
瑠
璃
・
水
晶

・
成
泊
・
赤
真
珠
・
幡
随
の
七
種
の

宝
石
に
よ

っ
て
飾
ら
れ
荘
厳
を
き
わ
め
て
い
る
。池
の
中
に
は
蓮
華

が
咲
き
誇
り
、
そ
の
花
は
荷
車
の
車
輪
ほ
ど
大
き
い
。
青
色
の
蓮
華

は
青
い
光
を
放
ち
、
黄
色
の
遜
華
は
黄
色
い
光
を
放
ち
、
赤
色
の
蓮

華
は
赤
い
光
を
放
ち
、
白
色
の
必
龍
平
は
白
い
光
を
放
っ
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
漣
躍
が
締
き
あ

っ
て
絶
妙
な
光
長
を
織
り
成
し
、
同
時
に

芳
し
い
香
り
を
醸
し
だ
し
て
い
る
。
舎
利
弗
よ
。
こ
の
よ
う
に
極
楽

世
界
で
は
、
目
に
す
る
も
の
す
べ
て
が
覚
り
を
聞
く
た
め
の
理
惣
的

な
環
境
が
縫

っ
て
い
る
。
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ま
た
、
合
利
邦
よ
。
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
世
界
で
は
、
常
に
心
地
よ

い
調
べ
が
突
で
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
面
は
黄
金
で
で
き
て
お

u

m

 

り、

一
円
に
じ
ハ
一返
、
天
空
か
ら
妓
陀
羅
華
の
花
び
ら
が
、
ひ
ら
ひ
ら

と
舞
い
器
ち
て
く
る
。
極
楽
の
衆
生
は
毎
朝
早
く
、
花
能
に
た
く
さ

ん
の
花
び
ら
を
躍
り
、
十
万
憶
に
も
及
ぶ
さ
ま
ざ
ま
な
仏
の
世
界
に

赴
い
て
は
、
そ
れ
を
体
げ
て
各
々
の
仏
を
供
養
す
る
。
そ
う
し
て
い

る
う
ち
に
ち
ょ
う
ど
食
事
の
時
刻
と
な
り
、
瞬
時
に
極
楽
に
一炭
り、

食
事
を
限

っ
て
、
そ
れ
か
ら
ゆ

っ
た
り
と
し
た
足
取
り
で
静
か
に
歩

み
身
心
を
調
え
る
行
を
修
め
て
い
る
。
会
口
利
弗
よ
。
こ
の
よ
う
に
極



楽
世
界
は
、
仏
道
を
歩
み
、
党
り
を
聞
く
た
め
の
理
想
的
な
環
境
が

整
っ
て
い
る
。

ま
た
さ
ら
に
舎
利
弗
よ
。
極
楽
世
界
に
は
常
に
、
た
と
え
よ
う
も

"
 

な
い
ほ
ど
色
鮮
や
か
な
さ
ま
ざ
ま
な
鳥
が
い
る
。
白
鵠

・
孔
雀
・

鶴

お

謝

野

鵡

・
舎
利
・
迦
陵
頻
伽
・
共
命
な
ど
の
鳥
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
鳥
は

一
日
に
六
返
、
優
雅
な
声
で
噌
り
あ
っ
て
い
る
。
そ
の
鳴
き
声
そ
の

制

凋

柏

抑

柑

“

も
の
が
五
根
・
五
力

・
七
菩
提
分
・
八
聖
道
分
等
の
仏
の
教
え
を
奏

で
て
い
る
。
極
楽
世
界
の
人
々
は
そ
の
声
を
耳
に
す
る
と
、
み
な
こ

と
ご
と
く
仏
・法
・僧
を
慕
う
気
持
ち
が
募

っ
て
く
る
。
舎
利
弗
よ
。

そ
な
た
は
、
こ
れ
ら
の
鳥
に
つ
い
て
「
生
前
の
罪
の
報
い
と
し
て
鳥

に
生
ま
れ
た
の
だ
」
な
ど
と
思

つ
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
れ
ば
極

楽
世
界
に
は
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
と
い
う
三
つ
の
悪
し
き
娩
涯
は
存

在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
舎
利
弗
よ
。
極
楽
世
界
に
は
そ
も
そ
も
そ

う
し
た
境
涯
の
名
称
す
ら
耳
に
す
る
こ
と
も
な
い
。ど
う
し
て
悪
し

き
境
涯
に
堕
ち
入
っ
て
い
る
も
の
が
い
ょ
う
か
。
否
、
い
る
は
ず
も

な
い
。
こ
れ
ら
の
鳥
は
、
こ
と
ご
と
く
阿
弥
陀
仏
が
そ
の
教
え
を
鳥

た
ち
の
鳴
き
声
に
託
し
て
伝
え
よ
う
と
望
み
、
阿
弥
陀
仏
が
み
ず
か

ら
出
現
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
舎
利
弗
よ
。
極
楽
世
界
で
は
心
地
よ
い

風
が
そ
よ
ぎ
、
さ
ま
ざ
ま
な
宝
石
で
彩
ら
れ
た
並
木
や
、
宝
石
が
散

り
ば
め
ら
れ
鈴
の
つ
い
た
紗
の
惟
(
天
空
に
浮
か
ぶ
網
目
の
べ

l

ル
)
を
揺
れ
動
か
し
、
妙
な
る
調
べ
を
奏
で
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
る

で
、
十
万
種
も
の
楽
器
を
同
時
に
奏
で
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

」
の
調
べ
を
聞
く
者
は
、
み
な
お
の
ず
と
仏
・
法

・
僧
に
帰
依
す
る

心
が
深
ま
っ
て
く
る
。
舎
利
弗
よ
。
こ
の
よ
う
に
極
楽
世
界
は
、
耳

に
す
る
も
の
す
べ
て
が
覚
り
を
聞
く
た
め
の
理
想
的
な
環
境
が
整
つ

て
い
る
。

舎
利
弗
よ
。
そ
な
た
は
ど
う
思
う
か
。
な
ぜ
こ
の
仏
を

「阿
弥
陀
」

Q
O
 

F
吋

υ

と
お
呼
び
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
舎
利
弗
よ
。
こ
の
仏
は
無
量
の
光

明
を
放
た
れ
、
い
か
な
る
障
害
物
を
も
の
と
も
せ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
位

界
を
明
る
く
照
ら
し
出
す
。
そ
れ
故
こ
の
仏
を

「阿
弥
陀
」
(
無
量

光
)
と
お
呼
び
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
舎
利
弗
よ
。
こ
の
仏
の
寿
命

と
極
楽
世
界
の
衆
生
の
寿
命
は
永
遠
に
尽
き
る
こ
と
な
く
無
量
で
あ

る
。
そ
れ
故
こ
の
仏
を
「
阿
弥
陀
」
(
無
量
寿
)
と
お
呼
び
す
る
の

で
あ
る
。
舎
利
弗
よ
。
阿
弥
陀
仏
が
覚
り
を
聞
き
仏
と
成
ら
れ
て
か

ら
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
す
で
に
十
劫
と
い
う
途
方
も
な
く
永
い
時

聞
を
経
て
い
る
。
ま
た
舎
利
弗
よ
。
こ
の
仏
に
は
無
数
の
弟
子
が
お



り
、
そ
の
誰
も
が
煩
悩
を
滅
し
尽
く
し
た
、
阿
羅
漢
と
い
わ
れ
る
修

行
者
で
あ
る
。
そ
の
数
も
ま

っ
た
く
も

っ
て
計
り
知
る
こ
と
は
で
き

な
い
。大
勢
の
菩
薩
た
ち
も
同
様
に
そ
の
数
は
計
り
知
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
舎
利
弗
よ
。
こ
の
よ
う
に
極
楽
世
界
は
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生

に
と
っ
て
覚
り
を
聞
く
た
め
の
理
想
的
な
環
境
が
整

っ
て
い
る
。

ま
た
舎
利
弗
よ
。
極
楽
世
界
に
往
生
し
た
人
々
は
み
な
、
覚
り
の

境
地
に
い
た
る
ま
で
決
し
て
仏
道
か
ら
退
く
こ
と
が
な
い
。
そ
の
中

の
多
く
は
、
今

一
度
生
ま
れ
変
わ

っ
た
時
に
は
必
ず
仏
に
な
る
ま
で

の
功
徳
を
積
ん
で
い
る

一
生
補
処
の
菩
薩
な
の
で
あ
る
。
そ
の
数
は

き
わ
め
て
膨
大
な
た
め
、
ま

っ
た
く
も
っ
て
計
り
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
唯

一
方
法
を
示
す
な
ら
ば
、
永
遠
に
尽
き
る
こ
と
な
く
無
量

の
時
間
を
か
け
て
数
え
る
よ
り
他
は
な
い
。
会
口
利
弗
よ
。
こ
の
よ
う

な
浄
土
の
あ
り
さ
ま
を
聞
い
た
衆
生
は
、
必
ず
や
極
楽
世
界
に
往
生
し

た
い
と
願
う
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
れ
ほ
ど
に
優
れ
た
聖
者

た
ち
と
、
そ
こ
で
と
も
に
会
い
集
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
し
、
舎
利
弗
よ
。
往
生
を
願
っ
て
ど
れ
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
修

行
を
積
も
う
と
も
、
そ
れ
ら
で
は
極
楽
に
往
生
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い

功
徳
と
し
て
は
お
よ
そ
及
ば
な
い
の
で
あ
る
。
(
そ
れ
で
は
ど
う
す

れ
ば
往
生
が
適
う
の
で
あ
ろ
う
か
。)

舎
利
弗
よ
。
男
性
で
あ
れ
女
性
で
あ
れ
善
良
な
人
々
が
、
も
し
も

阿
弥
陀
仏
に
つ
い
て
の
教
え
を
聴
い
て
往
生
を
願
い
、
「
南
無
阿
弥

陀
仏
」
と
念
仏
を
称
え
つ
づ
け
る
こ
と
、
も
し
く
は

一
目
、
も
し
く

は
二
日
、
も
し
く
は
三
日
、
も
し
く
は
四
日
、
も
し
く
は
五
日
、
も

し
く
は
六
日
、
も
し
く
は
七
日

途
に

一
心
不
乱
で
あ
れ
ば

そ
の
人
が
臨
終
を
迎
え
る
時
、
阿
弥
陀
仏
は
極
楽
世
界
の
菩
薩
を
は

じ
め
と
す
る
型
な
る
弟
子
た
ち
と
と
も
に
来
迎
さ
れ
、
そ
の
姿
を
現

し
眼
の
前
に
お
立
ち
に
な
る
。
そ
れ
故
命
尽
き
る
時
で
あ

っ
て
も
、

Q
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そ
の
心
は
乱
れ
る
こ
と
な
く
、
阿
弥
陀
仏
の
お
導
き
に
よ
り
、
こ
の

ま
ま
速
や
か
に
そ
の
極
楽
世
界
へ
と
往
生
が
叶
う
の
で
あ
る
。舎
利

弗
よ
。
私
に
は
、
こ
の
よ
う
な
阿
弥
陀
仏
の
救
い
が
余
す
と
こ
ろ
な

く
手
に
と
る
よ
う
に
見
え
る
か
ら
こ
そ
、
念
仏
往
生
の
教
え
を
説
く

の
で
あ
る
。
こ
の
教
え
を
聴
く
者
は
、
「
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
往
生

し
た
い
」
と
願
い
を
た
て
る
に
ち
が
い
な
く
、
そ
し
て
必
ず
や
往
生

す
る
で
あ
ろ
う
。

舎
利
弗
よ
。
今
こ
う
し
て
、
念
仏
往
生
を
は
じ
め
と
す
る
人
知
を

は
る
か
に
超
え
た
阿
弥
陀
仏
の
功
徳
を
仰
ぎ
た
た
え
る
の
は
、
私
ぱ



か
り
で
な
い
。
ま
た
さ
ら
に
東
方
に
広
が
る
諸
々
の
世
界
に
阿
閥
鞠

仏

・
須
弥
相
仏

・
大
須
弥
仏

・
須
弥
光
仏

・
妙
音
仏
等
を
は
じ
め
と

す
る
、
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
の
数
ほ
ど
の
無
数
の
仏
が
ま
し
ま
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
償
界
に
お
い
て
、
仏
の
証
と
し
て
あ
ら
ゆ

る
世
界
に
真
実
を
告
げ
る
広
く
て
長
い
大
き
な
舌
を
口
か
ら
出
し
、

そ
の
舌
で
あ
ま
ね
く
三
千
大
千
世
界
を
躍
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
次

の
よ
う
な
畷
偽
り
の
な
い
真
実
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
る
。
「
汝
ら

諸
人
よ
。
こ
の

「あ
ら
ゆ
る
仏
が
念
仏
往
生
を
は
じ
め
と
す
る
人
知

を
は
る
か
に
超
え
た
阿
弥
陀
仏
の
功
徳
を
称
讃
し
、
そ
し
て
常
に
念

仏
者
に
心
を
寄
せ
、
救
い
護
る
こ
と
を
説
く
経
」
を
信
ぜ
よ
」
と
。

ま
た
さ
ら
に
南
方
に
広
が
る
諸
々
の
世
界
に
日
月
灯
仏
・名
聞
光

仏

・
大
焔
一肘
仏
・
須
弥
幻
仏

・
無川川
』精
進
仏
等
を
は
じ
め
と
す
る
、

ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
の
数
ほ
ど
の
無
数
の
仏
が
ま
し
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
に
お
い
て
、
仏
の
証
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
世
界

に
真
実
を
告
げ
る
広
く
て
長
い
大
き
な
舌
を
円
か
ら
出
し
、
そ
の
丙

で
あ
ま
ね
く
三
千
大
千
世
界
を
覆
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
次
の
よ
う

な
峻
偽
り
の
な
い
真
実
の
昌
集
を
述
べ
ら
れ
る
。
「汝
ら
、
諸
人
よ
。

」の

「あ
ら
ゆ
る
仏
が
念
仏
往
生
を
は
じ
め
と
す
る
人
知
を
は
る
か

に
超
え
た
阿
弥
陀
仏
の
幼
徳
を
祢
讃
し
、
そ
し
て
常
に
念
仏
者
に
心

を
寄
せ
、
救
い
諮
る
こ
と
を
説
く
経
」
を
信
ぜ
よ
」
と
。

ま
た
さ
ら
に
西
方
に
広
が
る
諸
々
の
世
界
に
無
蛍
寿
仏
・無
量
相

仏
・
無
量
艦
仏
・
大
光
仏
・
大
明
仏

・
宝
相
仏

・
浄
光
仏
等
を
は
じ

め
と
す
る
、
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
の
数
ほ
ど
の
無
数
の
仏
が
ま
し
ま
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
に
お
い
て
、
仏
の
証
と
し
て
あ

ら
ゆ
る
世
界
に
真
実
を
告
げ
る
広
く
て
長
い
大
き
な
舌
を
口
か
ら
出

し
、
そ
の
舌
で
あ
ま
ね
く
三
千
大
千
世
界
を
調
う
の
で
あ
る
。
そ
し

て
次
の
よ
う
な
嘘
偽
り
の
な
い
真
実
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
る
。
「汝
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ら
、
諸
人
よ
。
こ
の

「あ
ら
ゆ
る
仏
が
念
仏
往
生
を
は
じ
め
と
す
る

人
知
を
は
る
か
に
超
え
た
阿
弥
陀
仏
の
功
徳
を
称
讃
し
、
そ
し
て
常

に
念
仏
者
に
心
を
寄
せ
、
教
い
護
る
こ
と
を
説
く
経
」
を
信
ぜ
よ
」

と
ま
た
さ
ら
に
北
方
に
広
が
る
諸
々
の
出
界
に
焔
一屑
仏
・
円
収
勝
立日

仏
・
難
泊
仏
・
日
生
仏
・
網
明
仏
等
を
は
じ
め
と
す
る
、
ガ
ン
ジ
ス

河
の
砂
の
数
ほ
ど
の
無
数
の
仏
が
ま
し
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ

ぞ
れ
の
世
界
に
お
い
て
、
仏
の
証
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
真
実
を

告
げ
る
広
く
て
長
い
大
き
な
舌
を
口
か
ら
出
し
、
そ
の
舌
で
あ
ま
ね



く
三
千
大
千
世
界
を
覆
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
次
の
よ
う
な
嘘
偽
り

の
な
い
真
実
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
る
。
「
汝
ら
、
諸
人
よ
。
こ
の

『あ

ら
ゆ
る
仏
が
念
仏
往
生
を
は
じ
め
と
す
る
人
知
を
は
る
か
に
超
え
た

阿
弥
陀
仏
の
功
徳
を
紘
讃
し
、
そ
し
て
常
に
念
仏
書
に
心
を
寄
せ

救
い
諮
る
こ
と
を
説
く
経
」
を
信
ぜ
よ
」

と

ま
た
さ
ら
に

F
方
に
広
が
る
諸
々
の
世
界
に
師
子
仏
・
名
問
仏
・

名
光
仏

・
達
摩
仏
・
法
陣
仏
・
持
法
仏
等
を
は
じ
め
と
す
る
、
ガ
ン

ジ
ス
河
の
砂
の
数
ほ
ど
の
無
数
の
仏
が
ま
し
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が

そ
れ
ぞ
れ
の
山
界
に
お
い
て
、
仏
の
証
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
問
料
に
点

実
を
告
げ
る
広
く
て
長
い
大
き
な
舌
を
口
か
ら
出
し
、
そ
の
舌
で
あ

ま
ね
く
士一
千
大
千
世
界
を
綴
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
次
の
よ
う
な
嘘

偽
り
の
な
い
真
実
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
る
。
「汝
ら
、
請
人
よ
。
こ

の
『あ
ら
ゆ
る
仏
が
念
仏
往
生
を
は
じ
め
と
す
る
人
知
を
は
る
か
に

超
え
た
阿
弥
陀
仏
の
功
徳
を
紘
讃
し
、
そ
し
て
常
に
念
仏
者
に
心
を

寄
せ
、
救
い
護
る
こ
と
を
説
く
経
」
を
信
ぜ
よ
」
と
。

ま
た
さ
ら
に
上
方
に
広
が
る
諸
々
の
世
界
に
先
行
仏

・宿

E
仏
・

香
上
仏
・
末
円
光
仏
・
大
焔
肩
仏
・
雑
色
宝
華
厳
身
仏
・
裟
羅
樹
・

t
仏・

宝
華
徳
仏

・
見

一
切
義
仏

・
如
須
弥
山
仏
等
を
は
じ
め
と
す
る
、
ガ

ン
ジ
ス
河
の
砂
の
数
ほ
ど
の
無
数
の
仏
が
ま
し
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

が
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
に
お
い
て
、
仏
の
証
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
出
界
に

真
実
を
告
げ
る
広
く
て
長
い
大
き
な
舌
を
口
か
ら
出
し
、
そ
の
舌
で

あ
ま
ね
く
二
-
千
大
千
世
界
を
担
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
次
の
よ
う
な

雌
偽
り
の
な
い
真
実
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
る
。「
汝
ら
、
清
人
よ
。
こ

の
「あ
ら
ゆ
る
仏
が
念
仏
往
生
を
は
じ
め
と
す
る
人
知
を
は
る
か
に

超
え
た
阿
弥
陀
仏
の
功
徳
を
称
讃
し
、
そ
し
て
常
に
念
仏
者
に
心
を

寄
せ
、
救
い
護
る
こ
と
を
説
く
経
」
を
信
ぜ
よ
」
と
。

合
利
弗
よ
。
そ
な
た
は
ど
う
思
う
か
。
な
ぜ
こ
の
経
が

「あ
ら
ゆ
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る
仏
が
念
仏
住
生
を
は
じ
め
と
す
る
人
知
を
は
る
か
に
組
え
た
阿
弥

陀
仏
の
功
徳
を
林
讃
し
、
そ
し
て
常
に
念
仏
者
に
心
を
寄
せ
、
救
い

諮
る
こ
と
を
説
く
経
』
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
を
。
合
利
弗

ょ
。
男
性
で
あ
れ
女
性
で
あ
れ
善
良
な
人
々
が
、
も
し
こ
れ
ら
諸
仏

が
林
賛
し
て
い
る
阿
弥
陀
仏
の
名
と
こ
の
経
典
の
名
を
聞
く
も
の

は
、
み
な
と
も
ど
も
に
あ
ら
ゆ
る
仏
か
ら
心
を
寄
せ
ら
れ
、
救
い
護

ら
れ
な
が
ら
、
党
り
に
至
る
仏
道
の
歩
み
を
退
転
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
住
生
の
後
に
は
こ
の
上
な
い
完
全
な
る
党
り
の
成
地
を
究
め
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
般
に
舎
利
弗
よ
。
そ
な
た
た
ち
は

一
人
残
ら
ず



私
の
・4JH
葉
、
そ
し
て
指
仏
の
言
集
を
信
じ
心
に
問
め
な
さ
い
。
合
利

弗
よ
。
誰
で
あ
れ
、
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
世
界
に
怨
い
を
募
ら
せ
、
か

っ
て
そ
こ
に
往
生
し
た
い
と
願
い
つ
つ
念
仏
を
称
え
て
命
尽
き
た

人
、
あ
る
い
は
今
そ
う
願
い
つ
つ
念
仏
を
品
称
え
て
命
尽
き
る
人
、
あ

る
い
は
こ
の
先
そ
う
願
い
つ
つ
念
仏
を
称
え
て
命
尽
き
る
人
、
彼
ら

は
そ
れ
ぞ
れ
、
既
に
極
楽
世
界
に
住
生
を
遂
げ
、
あ
る
い
は
今
こ
こ

で
往
生
を
遂
げ
、
あ
る
い
は
こ
の
先
往
生
を
遂
げ
る
。
往
生
の
後

こ
れ
ら
の
人
々
は
こ
の
上
な
い
完
全
な
る
党
り
へ
至
る
仏
道
の
歩
み

か
ら
退
転
す
る
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
故
に
舎
利
弗
よ
。
男
で
あ
れ
火

で
あ
れ
善
良
な
る
人
々
の
中
で
、
私
の
言
葉
、
そ
し
て
諸
仏
の
言
葉

を
素
直
に
信
じ
る
行
は
、
極
楽
町
凶
什
に
住
生
し
た
い
と
の
願
を
お
こ

す
に
ち
が
い
な
く
、
必
ず
や
念
仏
を
紘
え
て
往
生
す
る
で
あ
ろ
う
。

作
利
州
よ
。
今
、
こ
う
し
て
私
が
訪
仏
に
よ
る
念
仏
行
へ
の
心
を

寄
せ
、
救
い
諮
る

「識
念
」
と
い
う
人
知
を
必
え
る
.小
吋
思
議
な
功

徳
を
称
讃
し
た
よ
う
に
、
消
仏
も
ま
た
次
の
よ
う
な
こ
と
ば
を
も

っ

て
、
私
の
不
吋
思
議
な
功
徳
を
林
讃
し
て
い
る
。
「釈
迦
キ
出
仏
よ
。

あ
な
た
は
よ
く
ぞ
、
こ
の
甚
だ
な
し
難
く
か
っ
希
布
な
A

大
幅
を
な

さ
れ
た
。
と
い
う
の
も
、
川
代
が
動
乱
す
る

「劫
制
」
・
正
し
い
信

仰
が
乱
れ
る
「
見
濁
」
・
社
会
の
道
徳
が
乱
れ
る

「煩
怖
制
」

・
人
心

が
乱
れ
る

「衆
生
濁
」

・
寿
命
が
短
く
な
る

「命
濁
」
と
い
う
五
濁

に
満
ち
た
悲
し
き
こ
の
裟
婆
位
界
に
身
を
お
き
な
が
ら
も
、
こ
の
上

な
い
完
全
な
る
党
り
の
境
地
を
究
め
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
現
実

世
界
の
あ
ら
ゆ
る
常
識
を
超
え
て
に
わ
か
に
信
じ
難
い
極
楽
世
界
と

念
仏
往
生
に
つ
い
て
の
教
え
を
説
か
れ
た
か
ら
で
す
」
と
。
令
口
利
弗

ょ
。
よ
く
覚
え
て
お
く
が
よ
い
。
私
は
五
濁
に
満
ち
た
悪
し
き
こ
の

裟
婆
附
し
界
に
身
を
お
き
な
が
ら
も
、
誠
に
な
し
難
い

一
大
事
を
な
し

遂
げ
、
こ
の
上
な
い
完
全
な
る
党
り
の
境
地
を
究
め
た
。
そ
れ
ば
か

ヮ“nhu
 

り
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
人
々
の
た
め
に
、
現
実
幽
界
の
あ
ら

ゆ
る
常
識
を
起
え
て
、
に
わ
か
に
信
じ
難
い
極
楽
世
界
と
念
仏
往
生

の
教
え
を
説
い
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
諸
仏
は

「甚
だ
な
し

維
い
」
と
称
え
た
の
で
あ
る
。

釈
尊
が
こ
の
経
を
説
き
終
え
ら
れ
る
と
、
そ
れ
を
持
聴
し
た
舎
利

仰
は
じ
め
も
ろ
も
ろ
の
憎
た
ち
ゃ
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
天
人
や

人
々
、
仲
修
羅
ら
は
、
飲
び
に
満
た
さ
れ
、

吾

首

正
し
く
受

け
取
っ
て
心
に
刻
む
と
、
釈
尊
に
対
し
て
深
々
と
礼
符
し
、
そ
の
場

か
ら
立
ち
去

っ
た
。



仏
説
阿
弥
陀
経

+
土
「
巳

=
=
闘
-
吉
岡

-
古
代
中
国
、
普
代
五
胡
十
六
国
の

一
つ
。
後
秦
(
三
八
凹

l
四

一

七

の
こ
と
。
桃
喪
が
辿
て
た
同
な
の
で
桃
秦
と
い
う
。

2
仏
教
の
教
え
全
て
に
精
通
し
て
い
る
僧
侶
の
こ
と
。一二
政
と
は
経

(
釈
尊
の
説
法
)
・律
(
僧
団
に
回
し
、
仏
道
修
行
を
す
る
者
に
対

し
て
釈
尊
が
定
め
た
諸
々
の
決
ま
り
ご
と
)
・
論
(
釈
尊
の
教
え

に
つ
い
て
解
釈
し
た
も
の
)
の
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
仏
教
の
教
え

が
全
て
納
ま
る
と
い
う
。

3 

E 

ー
問
。
九
0

・中
国
南
北
朝
時
代
の
憎
。
西
城
の
亀
蕊
国
出

身
。
亀
法
国
が
前
奈
の
攻
略
を
受
け
た
折
、
以
後
、
捕
虜
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
後
秦
に
よ

っ
て
解
放
さ
れ
長
安
に
迎
え

ら
れ
る
。
以
後
、
仏
典
の
翻
訳
に
従
事
し
た

「般
若
経
」
・
『法

催
経
」
・
『州相府中経
」
な
ど
を
浅
訳
し
、
多
く
の
門
治
を
育
成
し
た
。

そ
の
業
組
は
仏
教
史
上
大
き
な
一昨
側
を
受
け
て
い
る

4
・k
の
却
を
受
け
た
翻
訳
の
こ
と
。同
家
的
事
業
と
し
て
の
翻
訳
と

い
・
え
ヲ
令
。

5
釈
尊
の
弟
子
で
従
弟
と
い
わ
れ
て
い
る
。釈
尊
の
身
の
周
り
の
世

話
を
し
、
多
く
の
説
法
の
場
に
居
合
わ
せ
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り

釈
尊
の
弟
子
中
で
多
聞
第

一
と
称
え
ら
れ
て
い
る
。
仏
教
経
典

は
原
則
と
し
て
阿
難
が
釈
尊
の
説
法
を
思
い
出
し
て、

み
な
に

伝
え
る
と
い
う
形
式
を
取
っ
て
い
る
。

6
林
凡
話
で
シ
ユ
ラ
l
ヴ
ァ
ス
テ
ィ
ー
と
い
い
、
古
代
イ
ン
ド
の
コ

l

サ
ラ
国
の
首
都
。
釈
尊
の
活
動
拠
点
の

一
つ
。

7
合
術
国
の
ス
ダ

ッ
タ
長
者
が
釈
尊
に
寄
進
し
た
林
の
固
で
、
そ
こ

に
建
て
ら
れ
た
僧
院
が
祇
凶
精
舎
。
ス
ダ
y

タ
と
は
「
よ
く
施
し
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を
し
た
人
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、

「孤
独
な
人
に
食
を
給
す

る
人
」
で
も
あ
る
か
ら
給
孤
独
長
者
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
コ
ー

サ
ラ
国
の
ジ
ェ

l
タ
(
祇
陀
)
太
子
が
所
有
し
て
い
た
林
の
園
の

七
地
を
長
省
が
買
い
取

っ
て
僧
団
に
寄
進
し
、
ジ
ェ

l
タ
が
林

の
木
々
を
寄
進
し
た
と
い
う
伝
承
に
基
づ
き
祇
樹
給
孤
独
固
と

称
さ
れ
て
い
る
。

8
原
意
は

「供
養
を
受
け
る
に
相
応
し
い
人
」
で
あ
り
、

「応
供
」
と

も
訳
さ
れ
る
。
修
行
者
と
し
て
最
高
の
党
り
を
得
た
者
の
こ
と
。

9
仏
弟
子
中
、
智
慧
第

-
と
林
せ
ら
れ
、
釈
尊
か
ら
次
代
の
指
導
者



と
期
待
さ
れ
て
い
た
が
、
釈
尊
よ
り
も
前
に
没
し
た
。

叩
仏
弟
子
中
、
神
通
第

一
と
称
せ
ら
れ
、
舎
利
弗
と
並
び
優
れ
た
弟

，
ず
で
あ
っ
た
が
、
会
口
利
弗
と
時
を
同
じ
く
し
て
没
し
た
。

日
仏
弟
子
中
、
頭
陀
第
-
と
林
さ
れ
、
欲
望
を
廃
す
る
た
め
の
厳
し

い
修
行
に
勤
め
た
。
も
と
も
と
は
多
く
の
弟

f
を
有
す
る
修
行

者
で
あ

っ
た
が
、
後
に
釈
旅
に
帰
依
し
た
。
釈
持
よ
り
も
年
長
で

あ
り
、
釈
尊
の
没
後
に
は
教
団
を
指
導
し
た
。

ロ
仏
弟
了
中
、
論
議
第

一
と
除
さ
れ
、
釈
尊
の
説
法
を
修
行
者
た
ち

に
分
か
り
ゃ
す
く
解
説
し
た
。

日
仏
弟
子
中
、
問
答
第
と
称
さ
れ
、
舎
利
弗
な
ど
と
仏
法
に
つ
い

て
問
符
を
繰
り
返
し
た
。
3

説
に
よ
る
と
全
日
利
弗
の
叔
父
で
、
和

福
な
バ
ラ
モ
ン
の
家
に
生
ま
れ
、
山
中
1
時
の
教
廷
を
余
す
と
こ
ろ

な
く

μえ
て
い
た
。

日
仏
弟
子
中
、
や
禅
第
.
と
林
さ
れ
、
A
T
H

利
仰
の
実
弟
と
も
伝
え
ら

れ
る

坐
禅
を
好
み
、
そ
の
少
欲
知
足
に
徹
し
た
修
行
態
度
は
釈

尊
か
ら
も
林
さ
れ
た
と
い
う

日
出
家
し
た
兄
に
な
ら
い
仏
郁
子
と
な
っ
た
が
、
物
覚
え
が
悪
く
教

え
の

一
つ
も
記
憶
で
き
な
か

っ
た
。
し
か
し
釈
尊
の
指
導
の
も

と
、
熱
心
に
清
掃
を
繰
り
返
す
う
ち
に
煩
悩
と
い
う
心
の
垢
を

取
り
除
き
、
阿
羅
混
と
な

っ
た
。

日
仏
弟
子
中
、
調
伏
諸
根
第

一
と
称
さ
れ
る
釈
持
の
異
吋
泊
。
シ
ャ

カ
族
浄
飯
王
の
子
。
釈
尊
の
出
家
後
、
シ
ャ
カ
族
の
王
と
な
る
べ

く
期
待
さ
れ
た
が
、
釈
尊
の
怠
向
に
よ
り
出
家
美
m
M
f
で
あ

っ

た
と
い
わ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
愛
欲
に
苦
し
む
が
釈
尊
の
指
導
に
よ

り
そ
れ
を
断
ち
切

っ
た
。

日
仏
弟
乙
J

中
、
密
行
第

一
と
林
さ
れ
る
、
釈
尊
が
シ
ャ
カ
族

E
fの
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時
代
に
も
う
け
ら
れ
た
息
子
で
あ
る
が
、
釈
尊
の
意
向
に
よ
り

出
家
。
釈
絡
を
慕
い
つ
つ
も
、
人
知
れ
ず
修
行
に
励
ん
だ
。

日

一
説

(
「雑
宝
蔵
経
』
巻
第
四
)
に
よ
る
と
、

他
の
三
人
の
兄
弟

と
と
も
に
釈
尊
か
ら
」
節
づ
っ

「諸
行
無
常
」「
是
午
減
法
」「
生

滅
滅
己
」「
a

利
減
為
楽
」
の
教
え
を
授
か
っ
た
の
を
契
機
と
し
て

出
家
し
、
阿
羅
漢
と
な

っ
た
。
ま
た
洪
水
の
際
、
神
通
力
を
持

つ

て
水
u
m
N

を
削
み
仏
弟
子
た
ち
を
・
守
っ
た
と
い
う
。
午
王
と
も
叔

さ
れ
る
。



四
仏
弟
子
中
、
獅
子
肌
第

一
と
紘
せ
ら
れ
説
法
に
す
ぐ
れ
て
い
た

yうi

一
般
民
衆
の
前
で
誇
ら
し
げ
に
神
通
力
を
用
い
た
た
め
釈

尊
の
叱
貨
を
受
け
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
恥
じ
、

一
人
教
団
を
離

れ
て
仏
教
流
布
の
た
め
に
尽
力
し
た
と
い
う
。
日
本
で
は
、
古

来
、
な
で
た
部
分
の
怪
孜
や
病
気
を
癒
す

「お
び
ん
づ
る
さ
ま
」

と
し
て
親
し
ま
れ
、
民
間
の
信
仰
を
集
め
て
い
る
。

加
も
と
も
と
釈
尊
の
朋
友
で
、
シ
ャ
カ
族
が
治
め
る
カ
ピ
ラ
国
の
大

陀
の
乙
』
と
し
て
釈
尊
と
同
日
に
生
ま
れ
た
。
本
名
は
ウ
ダ
!

イ
1
0
生
来
の
色
黒
(
占
代
イ
ン
ド
話
で

「
カ
l
ラ
乙
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
釈
尊
を
ぷ
蛇
か
ら
守
ろ
う
と
し
た
時
、
h
川

液
を
浴
び
て
肌
が
同
点
く
変
色
し
た
こ
と
か
ら

「
カ
i
ル
ダ
!

イ
l
」
(
烈
い
ウ
ダ

l
イ
l
)
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
。
な
お
、
仏

肌
ハ
中
に
は
他
に
川
名
の
人
物
が
見
受
け
ら
れ

仏
弟
了
で
あ
り

な
が
ら
釈
尊
に
行
動
を
た
し
な
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
不
満
を

抱
い
て
い
た
が
、
釈
尊
の
指
導
の
も
と
附
維
部
に
な

っ
た
と
伝

え
る
。

紅
仏
弟
子
中
、
教
誠
第

一
と
い
わ
れ
、
よ
く
出
家
者
を
指
導
し
た
。

あ
る
国
の
F
ぃ
肢
と
し
て

E
位
を
継
い
だ
が
、
釈
尊
の
導
き
に
よ

り
出
家
。
神
通
力
が
あ
り
何
事
に
も
動
ぜ
ず
禅
定
を
修
し
て
い

た
と
い
う
。

辺
仏
弟
子
中
、
無
病
第

一
と
い
わ
れ
、
長
寿
を
ま

っ
と
う
し
た
。
独

り
坐
禅
を
楽
し
み
、
こ
と
さ
ら
説
法
や
弟
子
の
育
成
に
は
関
わ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
臨
終
の
際
に
は
仏
弟
子
た
ち
に
看
取

ら
れ
た
。

お
釈
尊
の
従
荊
。
出
家
後
、
釈
尊
の
説
法
中
に
町
眠
り
を
し
て
叱
責

さ
れ
る
や
、
そ
れ
を
悔
い
て
不
眠
の
折
汀
い
を
た
て
る
。
そ
れ
を
ス

践
し
た
結
果
失
明
す
る
が
、
心
中
に
速
く
や
未
来
を
見
渡
す
神

F
h
d
 

nh
v
 

通
力
を
得
て
、
仏
弟
子
中
、
天
眼
第

-
と
休
さ
れ
る
。
白
ら
の
ぷ

を
繕
お
う
と
し
た
時
、
行

U
の
彼
に
代
わ

っ
て
釈
尊
臼
ら
が
針

に
糸
を
通
し
た
と
い
う
。

M
「
aX妹
川
利
」
と
は
知
的

「
マ
ン
ジ

ユ
シ
ユ
リ
1

」
の
奇
写
必
で

「妙
吉
祥
」
・
「妙
徳
」
な
ど
と
も
羽
仇
さ
れ
、

「法
王
子
」
と
は

「釈

尊
の
党
り
を
受
け
継
ぐ
も
の
」
と
い
う
怠
味
線
々
な
経
典
に
パ
υ

場
す
る
が
、
特
に
般
昔
経
典
に
お
い
て
屯
裂
な
教
え
を
説
い
て

い
4
h
v

。

お
弥
制
汗
雌
の
別
林
と
さ
れ
る

片慾
氏
Hi
H

併
と
も
い
い
、
惑
し
み
に



満
ち
た
菩
薩
。

お

「香
象
」
と
も
訳
さ
れ
、
原
意
は
精
力
に
満
ち
溢
れ
た
オ
ス
象
の

こ
と
。

幻
原
意
は

「衆
生
救
済
の
た
め
に
熱
心
に
努
め
る
者
」
の
こ
と
。

お
仏
教
を
守
護
す
る
神
。も
と
も
と
は
イ
ン
ド
で
信
奉
さ
れ
て
い
る

イ
ン
ド
ラ
神
の
こ
と
で
、
武
勇
神
、
雷
神
と
し
て
の
性
格
を
有
す

る
却
党
語
で

「
サ
ハ

l
」
と
い
い
、
逆
境
に
「
耐
え
忍
ぶ
」
な
ど
と
い

う
意
を
含
む
。
「忍
土
」
な
ど
と
も
漢
訳
さ
れ
る
。

m
l
o
×
1
0
0
0
0
×
1
0
0
0
0
0
0
0
0
で
、
十
兆
の
こ

と
出
①
清
ら
か
に
澄
み
切

っ
て
い
る

「澄
浄
」
、
②
ひ
ん
や
り
と
心
地

よ
い

「消
冷
」
、
③
甘
味
が
あ
る

「甘
美
」、

④
さ
ら
さ
ら
と
し
た

感
触
の

「軽
軟
」
、
⑤
水
量
が
豊
富
で
枯
れ
る
こ
と
が
な
い

「潤

沢」、

⑤
水
面
が
穏
や
か
で
波
立
つ
こ
と
が
な
い

「安
和
」
、

⑦
飲

む
と
飢
え
や
渇
き
が
癒
さ
れ
る
ば
か
り
か
病
が
平
癒
す
る

「除

飢
渇
」
、
⑧
飲
む
と
活
力
が
み
な
ぎ
る

「長
養
」
の
こ
と
。

泣
仏
典
で
は

一
日
を
午
前

・
日
中

・
午
後

・
夜
・
深
疲
・
未
明
に
六

分
し
て
記
す
こ
と
が
多
い
。

お
語
源
に

「見
る
者
の
心
を
喜
ば
せ
る
」
と
い
う
意
が
合
ま
れ
る
と

し
て
、

「悦
意
」

・
「適
意
」
な
ど
と
も
訳
さ
れ
て
い
る
。
花
び
ら

が
ス
イ
カ
ズ
ラ
に
似
て
い
る
と
も
想
像
さ
れ
る
。

M
A

ク
チ
パ
シ
の
長
い
鴫
の
よ
う
な
白
い
鳥
と
想
像
さ
れ
る
。

お
瀧
訳
そ
の
も
の
は

「百
舌
鳥
」
の
こ
と
。
た
だ
し
人
語
を
話
す
と

も
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
九
官
鳥
と
も
解
さ
れ
る
。

お
美
し
い
声
で
嶋
く
と
い
う
小
鳥
。雅
楽
に
朱
の
衣
装
に
色
鮮
や
か

な
羽
を
つ
け
た
稚
児
が
舞
い
踊
る
童
舞

「迦
陵
頻
」
が
あ
る
。
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訂

一
身
に
二
頭
を
具
え
た
鷲

・
鷹
の
類
。
「ジ
i
ヴ
ァ
、
ジ

l
ヴ
ア
」

と
鳴
く
声
が
党
語
で

「命
」
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、

「共
命
鳥
」

と
名
付
け
ら
れ
た
と
も
い
う
。

指
党
り
を
得
る
た
め
の
実
践
項
目
で
信
根
・
精
進
根
・
念
線
・定
線

慧
線
の
こ
と
。
こ
れ
ら
の
実
践
に
よ
り
、
煩
悩
が
減
せ
ら
れ
て
党

り
へ
と
向
か
う
原
動
力
と
な
る
。

却
五
根
が
完
成
し
た
段
階
で
得
ら
れ
る
信
力
・
精
進
力
・
念
力

・
定

力
・
慧
力
の
こ
と
。
悪
業
を
未
然
に
防
ぐ
は
た
ら
き
が
あ
る
。

判
覚
り
を
得
る
た
め
の
心
的
状
態
を
控
え
る
実
践
項
目
で
念
党
支



択
覚
支
・
精
進
覚
支
・
喜
党
支
・
軽
安
党
支

・
定
党
支

・
捨
党
支

の
こ
と
。
最
終
的
に
平
等
で
偏
ら
な
い
心
が
得
ら
れ
る
。

制
覚
り
を
得
る
た
め
の
実
践
方
法
。
「
八
正
道
」
と
も
い
い
、
正
見

正
思
・
正
一諮
・
正
業

・
正
命
・
正
精
進

・
正
念

・
正
定
の
こ
と
。

位
党
語
の

「
カ
ル
パ」

の
こ
と
で
時
間
の
単
位
を
示
す
。一

説
に
よ

れ
ば
四
十
三
億
二
千
万
年
。
比
略
的
に

一
辺
が

二
回
旬
(
約
7
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
)
の
巨
大
な
鉄
の
城
を
芥
子
粒
で

一
杯
に
し
、
百
年

に

一
度

一
粒
づ
っ
そ
れ
を
取
り
除
い
て
空
に
し
て
も
会
劫
に
満

た
な
い
と
説
明
さ
れ
た
り

一
辺
が

一
由
旬
の
巨
大
な
岩
に
百

年
に

一
度
天
交
が
舞
い
降
り
、
着
て
い
る
羽
衣
で
岩
を

一
遍
づ

つ
撫
で
て
行
き

そ
の
岩
が
完
全
に
磨
滅
す
る
期
間
を

一
劫
と

も
吾一
日ノ
。

相
諸
仏
に
つ
い
て
は
名
林
の
み
が
知
ら
れ
る
ば
か
り
で
、
他
に
雌
認

が
で
き
な
い
仏
が
多
い
た
め

一
々
の
解
説
は
施
せ
な
い
。

判
仏
の
身
体
的
特
徴
で
あ
る
ス
十
二
相
の

A

っ
。
占
代
イ
ン
ド
に
お

い
て
は
舌
で
鼻
を
覆
う
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、

そ
の
人
の
言

葉
は
嘘
偽
り
で
な
い
こ
と
の
説
し
と
さ
れ
た
。

日制
て一
千
大
千
と
は
干
の
三
乗
の
こ
と
で
、
十
億
個
の
位
界
の
集
ま
り

を
い
う
。一

世
界
と
は
仏
教
の
世
界
観
に
い
う
三
界
の
う
ち
、
欲

界
と
色
界
の
党
天
界
ま
で
を
含
む
。

柑
古
来
、
阿
弥
陀
仏
と
同

一
の
仏
か
否
か
議
論
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
同

一
と
見
る
場
合
、
自
身
で
自
身
の
功
徳
を
称
賛
す
る
こ
と

に
な

っ
て
し
ま
い
、
文
脈
上
の
整
合
性
に
欠
け
る
。

U
『菩
陵
地
持
経
』
に
よ
れ
ば
飢
飽

・
疫
病
・
争
乱
が
発
生
す
る
川

代
の
悪
化
。

川
町
邪
な
教
え
や
誤
っ
た
考
え
が
ま
か
り
通
る
信
仰
の
乱
れ
。

ω暴
力
や
争
い
ご
と
、
詐
欺
や
虚
言
を
厭
わ
な
い
世
相
の
乱
れ
。
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印
父
母
や
師
や
目
上
の
人
を
敬
わ
ず
、
後
世
の
報
い
を
恐
れ
ず
、
布

施
や
功
徳
を
修
め
ず
、
戒
律
も
守
ら
な
い
と
い
う
人
心
の
乱
れ
。

日
人
間
の
寿
命
が
長
く
と
も
百
年
が
限
度
な
る
と
い
う
生
命
力
の
低

F 
臼
釈
尊
の
説
法
を
聴
聞
し
仏
法
を
守
誰
す
る
鬼
神
な
ど
の

一
つ
。
本

来
は
普
神
で
あ
っ
た
が
次
第
に
想
神
と
珂
解
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
仏
典
の
中
で
は
か
つ
て
神
々
と
争
い
を
繰
り
広
げ
敗
れ
た

と
さ
れ
る
。



浄
土
宗
基
本
典
籍
の
現
代
語
化

四
十
八
巻
伝

浄
土
宗
基
本
典
籍
の
現
代
語
化
B
四
十
八
巻
伝
班

法
然
上
人
行
状
絵
図

第

巻

第

段
さ
て
、
思
い
を
め
ぐ
ら
し
て
み
る
と
、
仏
教
の
線
本
の
削
で
あ
る

釈
迦
如
来
は
、
迷
い
の
世
界
を
あ
て
も
な
く
さ
ま
よ
う
人
び
と
を

人
残
さ
ず
数
う
た
め
に
、
誰
も
が
私
の
ひ
と
り
子
で
あ
る
、
と
い
う

悲
願
を
派
く
お
起
こ
し
に
な

っ
て
、
た
だ
ち
に
釈
迦
の
同
上
で
あ
る

ιし
主
っ
し
ふ
う
ニ
ん
し
ょ
ヴ
ど

加
熱
勝
荘
厳
浄
土
で
の
教
化
を
や
め
て
、
お
そ
れ
お
お
く
も
私
達
の

し
向
ば
し
ょ
〈
あ
く

裟
波
宮
濁
忠
の
国
に
お
入
り
に
な

っ
た
時
よ
り
、
本
米
は
生
ま
れ
る
こ

む

う

し

命

と
が
な
い
の
に
誕
生
の
あ
り
さ
ま
を
一ぶ
さ
れ
て
、
加
熱
憂
樹
の
華
が
咲

き
ほ
こ
り
、
本
来
は
入
滅
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
の
に
入
滅
の
あ
り
さ

け

ん

ご

り

ん

さ

ら

そ

う

じ

ゅ

ま
を
一ポ
さ
れ
て
、
堅
固
林
(
裟
続
双
樹
)
に
吹
く
風
が
集
ま
る
者
た

い
つ
く
し
み

ち
の
心
を
悲
し
ま
せ
た
。
釈
迦
在
世
の
八
卜
年
は
、
慈
の
雲
が
す
べ

て
の
生
き
物
を
分
け
へ
だ
で
な
く
覆
い
、
滅
後
の
二
千
余
年
は
、
仏

法
の
水
が
変
わ
ら
ず
三
国
に
流
れ
て
い
る
。
教
え
の
門
は
、
そ
れ
ぞ

れ
に
利
益
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
聖
道
の

一
門
は
、
内
械
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土
に
お
い
て
自
力
を
励
ま
し
、
濁
世
に
お
い
て
悟
り
を
求
め
る
。
た

だ
し
、
お
そ
ら
く
は
、
時
代
が
末
世
に
主

っ
て、

'n我
も
あ
ら
ゆ
る

存
在
も
実
体
を
持
た
な
い
と
い
う
点
即
日
の
円
が
主
に
へ
だ
て
ら
れ
て

見
え
に
く
く
な
り
、
心
は
煩
悩
を
起
こ
す
対
象
に
駈
け
て
い
き
、
地

獄
・餓
鬼
・
畜
生
の
三
悪
道
の
炎
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

煩
悩
を
そ
な
え
た
凡
犬
が
、
こ
の
次
に
生
ま
れ
か
わ
る
時
に
、
輪
組

の
境
況
か
ら
脱
出
で
き
る
教
え
は
、
た
だ
浄
土
の

一
門
の
み
で
あ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
学
僧
達
の
解
釈
は
、
削
や
鈎
が
夫
を
競
い
介

う
か
の
よ
う
に
す
ぐ
れ
て
い
る
が
、
中
国
情
の
善
導
和
尚
は
、
阿
弥



陀
が
姿
を
か
え
て
こ
の
世
に
現
れ
た
方
で
、
ひ
と
り
本
願
の
深
い
意

図
を
顕
わ
し
、
我
が
国
の
法
然
上
人
は
、
勢
至
菩
薩
が
姿
を
か
え
て

現
れ
た
方
で
、
ひ
た
す
ら
称
名
と
い
う
大
切
な
行
を
お
広
め
に
な
っ

た
。
日
本
、
中
国
と
、
固
は
異
な
る
が
、
人
び
と
へ
の
教
化
は

一
致

し
て
お
り
、
男
性
も
女
性
も
、
貴
い
人
も
そ
う
で
な
い
人
も
、
信
心

を
獲
得
し
や
す
く
、
紫
雲
や
異
香
な
ど
往
生
の
奇
瑞
が
頻
繁
に
現
れ

た
。
念
仏
の
広
ま
り
は
、
こ
こ
に
最
も
盛
ん
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
法
然
上
人
が
お
亡
く
な
り
に
な

っ
て
か
ら
、
歳
月
は

次
第
に
過
ぎ
去

っ
て
い
る
。
上
人
の
教
え
さ
と
さ
れ
た
言
葉
や
、

利

益
の
足
跡
を
、
人
び
と
は
徐
々
に
記
憶
に
と
ど
め
な
く
な
っ
て
い

る
0

・
も
し
、
記
録
し
て
後
の
時
代
に
残
さ
な
け
れ
ば
、
誰
が
賢
人
を

見
て
自
分
も
同
じ
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
、
誰
が
迷
い
の
世
界
を

離
れ
る
要
路
が
あ
る
こ
と
を
知
る
の
だ
ろ
う
か
。
ご
う
し
た
理
由
に

よ
り
、
ひ
ろ
く
皆
の
言
い
伝
え
を
般
し
集
め
、
す
べ
て
に
わ
た
り
旧

い
記
録
を
検
討
し
、
真
実
を
選
び
、
誤
り
を
正
し
て
、
生
涯
の
行
状

し
る

を
お
お
よ
そ
記
す
こ
と
に
し
た
。
お
ろ
か
な
人
が
理
解
し
や
す
く
、

見
る
人
の
信
心
を
す
す
め
る
た
め
に
、
数
仙
の
絵
図
に
表
現
し
、
後

代
の
人
々
の
予
本
と
し
て
備
え
る
こ
と
に
す
る
。
往
生
を
希
う
人
び

と
で
、

だ
れ
が
こ
の
志
し
を
ほ
め
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

み
ま
さ
か
の
ど
に
く
め
な
ん
じ
ょ
う
の
ご
お
り
い
な
お
か
の
し
よ
う

そ
も
そ
も
上
人
は
、
美
作
国
久
米
南
条
郡
の
稲
岡
荘
の
人
で
あ

お
う
り
ょ
う
し
う
る
ま
の
と
き
く

に

は

た

う

じ

る
。
父
は
久
米
郡
の
押
領
使
漆
時
国
、
母
は
秦
氏
で
あ
る
。
子
ど
も

の
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
、
夫
婦
が
心
存
二

つ
に
し
て
仏
神
に
祈
っ
た

と
こ
ろ
、
秦
氏
は
か
み
そ
り
を
呑
む
夢
を
見
て
、
た
ち
ま
ち
懐
妊
し

た
。
時
国
は
「
そ
な
た
が
字
ん
だ
子
は
、
き
っ
と
男
の
子
で
、
朝
廷

の
人
び
と
の
戒
師
と
な
る
に
違
い
な
い
」
と
言
っ
た
。
秦
氏
の
心
は

柔
和
で
あ
り
、
身
重
の
苦
痛
が
な
か
っ
た
。
厳
し
く
酒
・
肉

・
五
辛

を
断
ち
、
仏
教
に
帰
依
す
る
心
が
深
か
っ
た
と
い
う
。
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第

段

t
と
く
い

ん

ち

ょ

う

し

ふ

う

つ
い
に
崇
徳
院
が
御
在
位
で
あ

っ
た
長
承
二
年

(
一

IJq 

月
七
日
の
孟
午
、
秦
氏
は
苦
し
む
こ
と
な
く
男
子
を
出
産
し
た
。
「

度
そ
の
時
、
紫
雲
が
空
に
た
な
び
い
た
。館
の
内
で
家
屋
の
西
に
は
、

線
本
が
二
股
に
分
か
れ
て
い
て
伎
の
先
の
ほ
う
が
よ
く
繁
っ
て
い
る

高
い
綜
の
木
が
あ
っ
た

o
h
幡
が

一流
れ
飛
ん
で
き
て
、
そ
の
こ
ず

あ
や
お
り

え
に
懸
か
っ
た
。
鈴
鐸
の
音
が
空
に
轡
き
、
白
幡
の
綾
織
の
脱
線
が

陽
に
照
ら
さ
れ
て
向
い
た
。
そ
れ
か
ら
七
日
が
経
っ
て
、
天
に
上
り



去
っ
た
。
こ
れ
を
見
聞
き
し
た
人
び
と
で
、
不
思
議
な
思
い
を
も
た

な
い
人
は
い
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
、
そ
の
木
を

ふ
た

U
た

「両
幡
の
椋
の
木
」
と
名
づ
け
た
。
歳
月
が
過
ぎ
て
、
傾
き
倒
れ
て

し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
素
晴
ら
し
い
蒸
が
常
に
漂
い
、
不
思
議
な
出
来

事
が
絶
え
な
か
っ
た
。
人
び
と
は
こ
れ
を
崇
め
て
、
仏
閣
を
建
て
、

み

え

ど

う

誕
生
寺
と
名
づ
け
、
御
影
堂
を
造
り
、
念
仏
を
称
え
さ
せ
た
。

そ
の
昔
、
応
神
天
皇
ご
誕
生
の
時
に
、
八
つ
の
幡
が
舞
い
降
り
た
。

人
々
は
、
天
皇
が
正
し
い
見
解
や
正
し
い
言
葉
使
い
な
ど
の
八
つ
の

正
し
い
道
を
ご
実
践
な
さ
る
し
る
し
だ
と
い
っ
た
。
こ
の
度
の
上
人

誕
生
の
め
で
た
い
し
る
し
は
、
応
神
天
皇
の
時
と
同
じ
で
あ
る
。

き
っ
と
深
い
怠
昧
が
あ
る
の
に
ち
が
い
な
い
。

第

段
生
れ
た
子
ど
も
は
呼
び
名
を
勢
至
と
ニ一一
口
っ
た
。竹
馬
に
鞭
を
当
て

て
遊
ぶ
年
頃
か
ら
、
生
れ
な
が
ら
の
聡
明
で
、
大
人
の
織
で
あ
っ
た
。

ど
う
か
す
る
と
、
西
の
曜
に
向
か

っ
て
座
る
癖
が
あ

っ
た
。
天
台
大

、
ぎ

師
智
顕
の
子
ど
も
の
頃
の
行
い
と
異
な
る
こ
と
が
な
か
っ
た
そ
う

だ

第
四
段

に

ん

み

よ

う

み

こ

に

し

さ

ん

し

ょ

う

時
国
は
、
先
祖
を
た
ど
れ
ば
、
仁
明
天
皇
の
御
子
で
あ
る
西
三
条

う

だ

い

し

ん

み

な

色

と

の

ひ

か

る

こ

う

し

き

ぷ

し

よ

う

右
大
臣
源
光
公
の
子
孫
で
、
式
部
省
に
仕
え
る
源
家
の
長
男
で
あ
る

と

し

く

ろ

う

と

か

ね

た

A

年
が
、

御
所
の
陽
明
門
で
蔵
人
の
兼
高
を
殺
し
た
。
そ
の
罪
に
よ
っ

て
美
作
に
配
流
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
国
の
久
米
郡
の
押
領
使
で

か

ん

べ

た

い

ふ

う

る

ま

の

4
と
く
に

あ
る
神
戸
の
大
夫
、
漆
元
国
の
娘
と
縁
組
み
を
し
て
男
子
を
生
ま
せ

夢
、
シ
』
念
。
」
ご

た
。
元
国
に
は
男
の
子
が
な
か
っ
た
の
で
、
外
孫
を
子
ど
も
と
し
て

う
る
ま
の
る

η
ゆ
き

そ
の
跡
を
継
が
せ
た
時
、
源
の
姓
を
改
め
て
漆
盛
行
と
祢
し
た
。
慌

し

げ

と

し

〈

に

ひ

ろ

行
の
子
が
重
俊
、
重
俊
の
子
が
国
弘
、
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国
弘
の
子
が
時
間
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
わ
け
で
時
国
は
、
少
し
ば
か
り
家
柄
を
自
慢
す
る
気
持

あ
ず
か
り
ど
こ
ろ
あ
か
し
げ
ん
傘
い
乙
し
や
さ
一
え
あ
き
ら
ほ
う
き
の

ち
が
あ
っ
て
、
こ
の
稲
岡
荘
の
預
所
明
石
の
源
内
武
者
定
明

〈伯
老
u

b

み

み

な

る

と

の

な

が

あ

き

ら

た

き

く

ち

守
源
長
明
の
嫡
男
、
堀
川
院
御
在
位
の
時
の
滝
口
で
あ
っ
た
〉
を
見

く
だ
し
て
、
執
務
に
従
わ
ず
、
面
会
の
礼
も
尽
く
さ
な
か
っ
た
の
で

定
明
は
深
く
恨
み
を
い
だ
い
て
、
保
延
七
年
(
一一

四

の
春

時
国
を
夜
討
ち
に
し
た
。
こ
の
子
ど
も
は
こ
の
時
九
歳
で
あ

っ
た
。

逃
げ
隠
れ
て
隙
間
か
ら
あ
た
り
を
御
覧
に
な
る
と
、
定
明
が
庭
に
い

て
、
矢
を
つ
が
え
て
立

っ
て
い
た
の
で
、
小
さ
な
矢
で
射
た
。
定
明



の
眉
聞
に
突
き
刺
さ
っ
た
。
こ
の
傷
跡
が
残
っ
て
、
事
が
露
見
し
て

し
ま
う
に
ち
が
い
な
い
の
で
、
時
国
の
親
族
が
復
讐
す
る
こ
と
を
恐

れ
て
、
定
明
は
逃
亡
し
て
ず
っ
と
稲
岡
の
庄
に
も
ど
ら
な
か

っ
た
。

守
」ゎ、。つ
」ご

そ
れ
以
来
、
こ
の
子
を
「
小
矢
児
」
と
な
"つ
け
た
。
こ
の
事
件
を
見
た

り
聞
い
た
り
し
た
人
々
は
誰
も
が
感
歎
し
な
い
こ
と
は
な
か

っ
た
。

第
五
段

時
国
は
深
い
傷
を
う
け
、
今
ま
さ
に
死
の
う
と
す
る
時
、
九
歳
の

「お
ま
え
は
、
負
け
戦
の
恥
辱
(
中

国わ
のが
会?;子
稽ilに
山i向
でか
越iつ
王fて
勾i言
践fつ
がた
受 。

け
た
恥
辱

を
は
ら
そ
う
と
思
い
、

敵
を
恨
む
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
ま

っ
た
く
前
世
に

お
け
る
行
い
の
む
く
い
な
の
だ
。
も
し
、
お
ま
え
が
恨
心
を
も

っ
た

な
ら
ば
、
そ
の
怨
み
は
、
何
世
代
に
わ
た
っ
て
も
尽
き
難
い
で
あ
ろ

ぅ
。
は
や
く
俗
位
を
逃
れ
、
出
家
し
て
私
の
菩
提
を
と
む
ら
い
、
お

ま
え
自
身
も
、
解
脱
を
求
め
る
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
」
と
言
っ

て、

姿
勢
を
た
だ
し
て
座
り
、
西
に
向
か
い
、
合
掌
し
て
仏
を
念
じ
、
眠

る
よ
う
に
息
絶
え
た
。

第

巻

第

段
定
明
は
逃
亡
し
た
の
ち
、
世
事
を
捨
て
て
心
静
か
な
生
活
を
お
く

り
、
犯
し
て
し
ま

っ
た
罪
を
悔
い
、
来
世
に
受
け
る
苦
し
み
を
か
な

し
ん
で
、
念
仏
を
お
こ
た
ら
ず
、
往
生
の
望
み
を
と
げ
た
。
そ
の
子

孫
は
み
な
上
人
の
残
さ
れ
た
教
え
を
う
け
て
、
浄
土
の

一
行
を
中
心

と
す
る
生
活
を
送

っ
た
。
こ
の
子
ど
も
は
普
通
の
子
で
は
な
い
。
ど

唱
E
ム

弓

i

う
し
て
怨
敵
を
う
ら
む
心
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。定
明
は
傷
を
受
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
行
方
を
く
ら
ま
し
、
や
が
て
往
生
を
と
げ
た
。
子
孫

も
ま
た
浄
土
門
に
帰
入
し
た
。
こ
れ
は
、
勢
至
菩
薩
が
仮
に
姿
を
変

え
て
現
れ
た
上
人
の
た
く
み
な
導
き
に
違
い
な
い
。
世
の
人
び
と
は

少
し
も
疑
い
を
お
こ
し
て
は
い
け
な
い
。

第

段

か
ん
が
〈

美
作
田
に
菩
提
寺
と
い
う
山
寺
が
あ

っ
た
。
そ
の
寺
の
院
主
観
覚

得
業
は
、
も
と
は
延
暦
寺
の
学
徒
で
あ

っ
た
。
竪
者
に
な
る
望
み
を



遂
げ
ら
れ
な
い
の
を
恨
ん
で
、
南
部
奈
良
に
移
り
法
相
宗
を
学
ん
で

ひ
さ
し

希
望
を
叶
え
た
。
そ
こ
で

「久
し
の
得
業
」
と
言
わ
れ
た
。
母
秦
氏

の
弟
で
あ
り
、
子
ど
も
の
叔
父
に
あ
た
る
う
え
、
父
の
遺
言
の
こ
と

も
あ
っ
た
の
で
、
子
ど
も
は
観
覚
の
も
と
に
入
室
し
た
。
学
問
を
学

び
取
る
才
覚
は
、
流
れ
る
水
よ
り
も
速
く

一
を
聞
い
て
十
を
悟
つ

た
。
聞
い
た
事
柄
は
記
憶
し
て
、
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

第

段
観
党
は
子
ど
も
の
才
能
を
見
て
、
と
て
も
普
通
の
子
で
は
な
い
と

感
じ
た
の
で
、
何
す
る
事
も
な
く
旧
舎
の
世
俗
の
生
活
に
埋
も
れ
て

し
ま
う
こ
と
を
惜
し
み
、
早
く
比
叡
山
へ
送
り
だ
そ
う
と
、
そ
の
準

備
を
し
た
。
そ
う
な
る
は
ず
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
子
ど
も
は
そ
の

考
え
を
聞
い
て
、
故
郷
に
制
ま
る
気
持
ち
は
な
く
、
都
に
早
く
行
き

た
い
と
い
う
思
い
で

一
杯
だ
っ
た
。
観
覚
は
喜
ん
で
、
こ
の
子
ど
も

を
連
れ
て
母
親
の
も
と
に
行
き
、
事
の
い
き
さ
つ
を
話
し
た
。
子
ど

も
は
母
親
を
な
だ
め
で
言
っ
た
。

「私
は
め
っ
た
に
生
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
人
間
と
し
て
生
を
受
け
、

め
っ
た
に
会
う
は
ず
の
な
い
仏
教
に
出
会
っ
た
。目
の
前
の
無
常
を

見
て
、
夢
に
す
ぎ
な
い
現
世
で
の
栄
華
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
特
に
、
亡
く
な
っ
た
父
の
遺
言
が
耳
に
残
っ
て
、
忘
れ
ら
れ
な

ぃ
。
早
く
比
叡
山
に
登
り
、

一
時
も
早
く
天
台
の

一
乗
仏
教
を
学
ぶ

つ
も
り
で
あ
る
。
た
だ
、
母
君
が
生
き
て
お
ら
れ
る
う
ち
は
、
朝
夕

お
仕
え
し
、
貧
し
く
と
も
孝
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

『迷
い

の
世
界
を
厭
い
、
悟
り
の
世
界
に
入
る
こ
と
が
本
当
の
報
恩
だ
」
と、

い
わ
れ
て
い
る
。
一
時
の
離
別
を
悲
し
ん
で
、
永
遠
の
嘆
き
を
お
残

し
に
な
ら
な
い
よ
う
に
」
と
、

戸内
三
慰
め
申
し
上
げ
た
。

母
君
は
筋
道
を
立
て
た
説
得
に
折
れ
て
、
聞
き
入
れ
た
の
だ
が

円，

h
司

i

袖
で
は
拭
い
き
れ
な
い
ほ
ど
の
悲
し
み
の
涙
が
、
子
ど
も
の
黒
髪
を

ぬ
ら
し
た
。
迷
い
の
こ
の
世
の
習
い
に
耐
え
忍
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、

は
か
な
い
こ
の
世
の
別
れ
に
心
は
ま
ど
い
が
ち
に
な

っ
て
、
こ
の
よ

う
に
思
っ
て
歌
に
詠
ん
だ
。

「形
見
と
て

は
か
な
き
親
の
留
め
て
し
、
ご
の
別
れ
さ
へ
ま
た

い
か
に
せ
ん
」
(
形
見
と
し
て
、
亡
く
な
っ
た
父
親
が
残
し
た
こ
の

子
と
ま
で
別
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
は
。
こ
の
上
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い

と
い
う
の
か
。

さ
い
と
づ
き
た

た

に

し

は

う

こ
う
し
て
ば
か
り
も
お
れ
な
い
の
で
、
比
叡
山
凶
港
北
谷
の
持
宝



ぽ

う

げ

ん

こ

う

や

房
の
源
光
の
も
と
へ
お
遺
り
に
な

っ
た
。観
覚
の
書
状
に
は
こ
の
よ

た
い
し
よ
う

う
に
述
べ
で
あ
っ
た
。
「大
聖
文
殊
像
を

一
体
、
進
上
申
し
ま
す
」
と
。

こ
れ
は
子
ど
も
が
智
恵
に
勝
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

っ

た
。

第
四
段

き
。

一一
ウ
あ
ん

子
ど
も
が
十
五
才
の
時
、近
衛
天
皇
の
御
在
位
で
あ
っ
た
久
安
三

年

一
四
七
)
の
春
二
月
十
三
日
に
、
は
る
ば
る
速
い
道
の
り
を

旅
し
て
都
に
た
ど
り
着
い
た
。
鳥
羽
の
作
り
道
で
、
法
性
寺
殿

〈忠

み

ち

こ

っ

せ

っ

し

よ

う

通
公
、
時
の
摂
政
〉
の
行
列
に
お
出
会
い
申
し
た
。
子
ど
も
が
馬
よ

り
お
り
て
道
の
傍
ら
に
作
え
て
い
る
と
、
(
忠
通
公
が
)

お
車
を
お

止
め
に
な
っ
て
、

「ど
こ
か
ら
来
た
の
か
」
と
お
尋
ね
が
あ

っ
た
の

で
、
お
供
の
憎
が
事
の
次
第
を
申
し
上
げ
た
。
す
る
と
、
子
ど
も
に

会
釈
を
な
さ

っ
て
通
過
さ
れ
た
。
お
仕
え
す
る
人
び
と
は
意
外
に

思
っ
た
。
後
に
な
っ
て
仰
る
に
は
、

「あ
の
道
で
出
会
っ

た
子
ど
も

は
眼
か
ら
光
を
放
っ
て
い
た
。
ど
う
見
て
も
普
通
の
子
ど
も
で
は
な

い
こ
と
を
知

っ
た
。
だ
か
ら
、
礼
を
し
た
の
だ
」
と
仰

っ
た
。
後
に
、

つ
き
の
わ
ど
の

月
輪
殿
の
御
帰
依
が
浅
く
な
か

っ
た
の
も
、
こ
の
話
を
耳
の
底
に
山
田

め
て
お
か
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か

は
っ
き
り
し
な
い
が
。
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Doyo Zen A LAS PALMAS. Gran Canaria 

Mokusan Dojo: Dojo de Madrid MADRIO 

Grupo Zen de Madrid MADRID 

Octavio Feliciano MADRID 

Zendo / Asociacion Zen de Espa白aMADRlD 

Grupo de Zazen de Malaga MALAGA 

Grupo Zen de Murcia MURCIA 

Dojo Zen Pamplona PAMPLONA 

Doyo Zen de Santa Cruz de Tenerife SANTA CRUZ DE TENERIFE， Tenerife 

Grupo Zen de Santander SANTANDER 

Doyo Zen Sevilla SEVILLA 

La Morejona Templo Zen SEVILLA 

Templo Senk_zan Zennen寸iSEVILLA 

Dojo Zen TarragonalTortosa TARRAGONA， Catalunya 

Comunidad Budisla Solo Zen (A.Z.E.) VALENCIA 

Templo Zen Luz Serena VALENCIA 

Doyo de Valladolid VALLADOLlD 

Dojo Zen Vitoria VITORIA 

Jiko An Comunidad Religiosa YEGEN， Granada 

Grupo Zen de Zaragoza ZARAGOZA 

(21) Sweden， The International Religious Freedom Report for 2001， Bureau of Democracy， 

Human Rights， and Labor， U.S. Department of State 

(22) "His Holiness the Dalai Lama's Address to the Buddhist Society"， The Third Way， The 

lournal of the Buddhist Society， VoL 71， No. 3， November， 1996 

(23)第2次大戦後、特に1950年代のアメリカに現れた一部の青年作家たち (]ackKerouac 

1922-1960、AllenGinsberg 1926-1997など)に触発されてヨーロッノfにも波及し、禅に由

来する語句や概念を附いて、現者の|瞬間のみを頼りに生きながら感覚をとぎすますことに

より、自己の存在を究明していく 。

(24) Bauman， Martin "Global Buddhism: Developmental Periods， Regional Histories， and 

a New Analytical Perspective， 2001 

(25)テオ・ゾンマー 「不死身のヨーロ yノリ (加藤幹雄訳)岩波書庖 2002年

参考文献

Batchelor， Stephen. The Awakening of the West The Encounter of Buddhism and Western 

Culture. Berkeley: Parallax Press， 1994 

Eppsteiner， Fred， ed. The Path of Compassion: Writings on Socially Engaged Buddhism. 

Berkeley: Parallax Press， 1988 
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者がいる。イタリアでの真如苑の活動は 1980年代初期から始まる。1989年時点ではイタ

リアでの信者数が 90人(その 81!FJが日本人)01990年 11月にはミラノに初のイタリア支
部が設立される。2001年1月20日ー2月2日開催の「冬季修行」には参加者数が 750人に

のぼった(うち、 70%がイタリア人)02001年現在の信者数は 500人(うち、 200人がイ

タリア人)。ミラノ支部のほかに、 トリエステ、フィレンツェ、ローマ、ナポリにも活動

拠点がある。イタリア支部はスペインのサンタンデールでの活動も兼務。

真如苑のイタリア入信者ほぽ全員はカトリック教徒でもある。真由[1苑に入信した後でも

自らをu史然としてカトリックであると見なしている。
以下、信指のコメントを一部紹介する。

*自分のキリスト教体験は連続的に自分の仏教的要素とつながっている。クリスチャンで

あると同時に仏教徒である。

*自分はカトリックだが、もっと良く自分自身の信仰について樫解を深めるために真如苑

の教えに帰依する。

*真如苑での活動を通じて聖書やカトリックのミサがどういうものであるかを逆に理解し

た。

彼らの多くは現在のカトリソクの教義に不満で、 「独断的」なその環境から 「オープン」な

状態に向かうため 「真埋への新しいアプローチ」としてこの教団に魅せられている。いわ

ば、信仰が閃lその教団への純一な帰属を必ずしも意味しない新しい宗教生活一重層的信仰

生活ーを希求したものといえよう。多くのイタリアのカトリック教徒にとって、真如苑は

そうした試みの一例としての意義がある。

(19)スペイン人チベット仏教研究者]oaquin.P. Arroyo氏 提供情報

(20) 2002年1月現在作成:Thomas KlRCHNER 

主要センター名とその所在都市 ・

Dojo Zen Algeciras ALGECIRAS 

Doyo de Algeciras ALGECIRAS 

Zen Doyo A.Z.1. ALGECIRAS 

Centro Zen de Alicante ALlCANTE 

Barcelona Zen Center BARCELONA 

Centro Budista Hsu Yun BARCELONA 

Dojo Zen Barcelona BARCELONA 

Doyo de Barcelona BARCELONA 

Dojo Zen Bilbao BILBAO 

Grupo Zen de Bilbao BILBAO 

Zendo Betania BRIHUEGA， Guadalajal 

Grupo Zen d巴 CasteJlonCASTELLON 

Doyo Zen de Cuenca CUENCA 

Euskal Herriko Zen lnstitutoa DONOSTIA 

Doyo de Granada GRANADA 
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* The Drukpa Kargyud Trust 

* The Dzogchen Community 

*η1e Friends of the Western Buddhist Order 

合η1eGolden Buddha Centre 

* Harnham Buddhist Monasterγ 

* The Heritage Buddhist Charitable Trust 

* Karuna Institute 

* The Kalacakra Practice Group 

合 JamyangBuddhist Centre (Foundation for the Preservation of the Mahayana Tradition) 

合LamRim Buddhist Centre (Bristol) 

合LamRim Buddhist Centre (Wales) 

* Leeds Buddhist Council 

* The 1ρndon Buddhist Vihara 

合 TheLondon Shambhala Centre 

* The 1ρngchen Foundation 

* Lumbini Nepalese Buddhist Society 

*η1e Meridian Trust (and Tibet Image Bank) 

合TheNetwork of Engaged Buddhists (U町

* New Kadampa Tradition (NKη 

* The Pure Land Buddhist Fellowship 

*η1e Rigpa Fellowship 

* Rissho Kosei Kai (U町

* Santosa Buddhist Group， 1ρndon 

* Saraswati， Somerset 

* Sri Saddhatissa Buddhist Centre 

* Soka Gakkai International (U悶

* Three Wheels， 1ρndon 

* Thrangu Rinpoche House 

* Throssel Hole Abbey (and The Order of Buddhist Contemplatives) 

* Zen 1ρndon (Kwan Um) 

(16) Italy， The International Religious Freedom Report for 2001， Bureau of Democracy， 

Human Rights， and Labor， U.S. Department of State 

Spain， The lnternational Religious Freedom Report for 2001， Bureau of Democracy， Human 

悶ghts，and Labor， U.S. Department of State 

(17) Bergamo Sangha、DojoZen、AssociazioneZen di Brescia、AssociazioneDojo Ze目、
Scuola di Scaramuccia Cavi di Lavagna、Scuoladi Scaramuccia Chiaravalle、Dojode Pezaro 
"Honbu Dojo"、Amicidi Thay (Thay's Friends)、Scuoladi Scaramuccia Firenze、DojoZen 

Sanri口、 CentroBodhidharma、Sanghaof Genova、SotoZen Dojoなど、少なく とも 60余

り存在する。

(18)真言系の新興教団である点加l苑 (1951年設立)は現在、世界中に約800，000人の信
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やウeエジタ リアン・レストランを1mき、そこでメンバーが奉仕的に働くというプロジェク

トだった。

サンガラクシタは 「三乗統合の仏教jを提唱する。つまり、 上座部系の三宝帰依と、戒-

定・慧の三学を基本としつつ、大采的な菩薩理念および金剛乗的な観想、法をも取り入れた

ものである。この新形態仏教をヨーロ ッパキリスト教文化圏の中でどのように広めるかが

彼の中心命題だった。 また、人 r.~1の自然な感情や情念を肯定した上での仏陀供養と、自己

の意識を向ら高めていって完全な智慧と無恨の慈悲と限りないエネルギーを備えた人間す

なわち仏陀となるための限延!法(u干岐に意識を集中する数息観や生き物すべてに慈愛の心

が持てるようになる慈愛の限怨など)を重視する。加えて、核家族化傾向による西区大社会

の人間疎外的現実に対するアンチテーゼとして、独身主義者だけの粕神共同体の構築をめ

ざす。

現在、イギリス以外にもノルウェ一、ドイツ、スペイン、フィンランド、オランダ、ス

ウェーデン、ニュージーランド、オーストラリア、米国、ネノ{-ル、マレーシア、インド

などにセンターがあり、ダルマチャリ(在俗比I-C)の人数は、イギリスだけでも 500人を

越える。FWBOの活動は各センターを拠点、として行われている。センターのメンバーは、

友(一般信者)、ダルマミトラ(兄留い憎)、ダルマチャリの3段階に分かれる。ダルマミ

トラからダルマチャリになるには通常2年ほどかかる。その問、2人のカルヤーナミ トラ

(善知識)の指導を受ける。受戒の前には、 3カ月の集中合宿を行う。その後、戒と法名を

綬かり、性的繁欲を守って独身主義を貫くが、 ，'1:¥家とは異なり社会的活動には積極的に関

わっていく 。

FWBOの究極の十|標は西臥・社会のドラスティ ックな変革である。ancienregimeの中で

仏教の居場所を探すのではなく、 FWBOの仏教を通じて新社会にっくりかえることであ

る。ヨーロ ッパ人11らがヨーロッノfで仏教の一派を創設したのは、サンガラクシタが陥矢

といえるだろう。しかし、原野;な識の否定に見られる反キリスト教性や、家族 ・恋愛結婚

否定に見られる反西区k的な市民性を特徴とした FWBOの今後の動きが、既存の仏教教団

を巻き込んで新タイプのEurobuddhismの誕生にまで及ぶのか、その展開が注目される。

(15) 2002年1J I現在の主要な加盟団体

* Amida Trust 

合 Bodicharyasuddhist Group 

合Thesritish suddhist Association 

*η1e sritish Shingon suddhist Association 

* suddhapadipa Temple，羽Timbledon

*τne suddhist Co-operative 

* The suddhist Hospice Trust 

会 BuddhistInterhelp (and V.L.C. centre) 

* The suddhist Realists Vihara 

* The Buddhist Society 

* The Community of Interbeing 

* Diamond Way (1ρndon Kargu centre) 

* The Dharma School 
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きれば、求職者個人が就労希望を申請で、きるようになる。

(5) Samuel P. Huntington， The Clash of Civilizations and the Remaking of World Order， 

1996. 

(6)エリアーデ I聖と俗J(風間敏夫訳 法政大学出版局 1969) 

(7) ["ライシテ」は宗教に対する不究管性の原理で、はなく、非宗教性による宗教の共存の

原埋である。差異や多線性を承認しシステム内に回収する試みと軌をーにする新しい傾向ー

一多文化主義も紹介が一巡し、日本的な 「共生」と結びついて語られはじめている。

(8) France， The International Religious Freedom Report for 2001， Bureau of Democracy， 

Human Rights， and Labor， U.S. Department of State 

(9)委員会の 「カルトj定義:過度の重要性を財政に置く、信者と彼らの家族の聞に亀裂

を生じる、信者に対する精神的だけでなく肉体的な暴力を及ぼす、児童を加入させる、「反

*'会的」思想を際傍する、公共の秩序を乱す、「司法的な問題」を有する、国家機関への

治人を試みる。

(10) Amida Retreat Centre、DojoZen d'Aix-en-Provence、ZenDojoA.Z.1.、 DojoZend'Angers、

Centre Bouddhiste Zen Soto、CommunauteBouddhique SOIO du Denshinji du Monl Shoko、Zen

Dojo Bourges A.Z.I、SotoshuZendo Cabrespine、Zendodu Boulay、Association3 Tresors Sanbo 

Kyodan、DojoZen de Marseilleなど 80前後ある。

(11) Germany， The International Religious Freedom Report for 2001， Bureau of Democ-

racy， Human Rights， and Labor， U目S.Department of State 

(12)ドイツの教会税システム:国民は住民登録の際にカトリ yクかフ。ロテスタントを自

己申告することになっており、これに基づいて教会税が徴収される。教会を通じて税務署

に申(与すれば、イ也の税と同様に所得から天引きされる。州によって税率は奥なるが、所得

税のが~8-10%である。

(13) UK， The International Religious Freedom Report for 2001， Bureau of Democracy， 

Human Rights， and Labor， U.S. Department of State 

(14)円νBOは、サンガラクシタ (Sangharakshita:本名 DennisPhilip Edward Lingwood ; 

1925年イギリス生まれ)というイギリス人仏教徒が創設した仏教教団である。同教団は、

仏教的な|演想法に加えて、仏陀供養の精神を特徴とする。また、集団対面セラピ一方式も

導入している。FWBOはまず、イギリス各地にセ ンターを増やしていった。当初FWBO

の活動の経済基盤となったのが、東洋的なアンティーク・ショップや有機農法の食料品庖
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おわりに

ヨーロッパに対する本宗の海外布教のあり方を考えるとき、ドイツのジャーナ

リストであるテオ・ゾンマーが説く 「多様性を内包したままの統介J(山5) をめ

ざすEUとその加盟各国の状況を視野に人れる必要がある。本宗の教えを広めよ

うとするこの舞台は諸宗教の思想が政治と密接に係わって相対立する山界であ

る。米国と同等の経済規模・人口をのするに至り、通貨が統合され(イギリスや

一部加盟rr，1は未加入であるが)、さらに統介拡大が予想されるヨーロッパ大陸の

中で、本宗もその独自性を|剖明すべき段階にきている。近代のあらゆる価値観が

この大限から発午したことを思いあわせれば、個人・社会不安の諸相に対して法

然上人が達した境地をどのような今日的意義をもって訴求していくべきか、その

成百がこの地で試されるといってよい。

j主

(1)新たなヨーロ yパ宅問の拡大

1958年6カ|玉|、 1972年9カ園、 1981年10カ困、 1986年12カ園、 1995年15カ凶、そして

2010 年までに 27カ国体制を計Ilhj

第H'li:ハンガリ一、チェコ、ポーランド、エストニア、スロベニア、キプロス。
第 2~'Ii :ブルガリア、ルーマニア、リトアニア、ラトビア、スロパキア、マルタ。

(2)州川長人・・宮島喬編 「ヨーロ yパ統合と文化・民族問題」人丈占院、 1995

(3) 2000年1}!に発効したドイツの新凶籍法では、誕生の時点で親の一方が8年以上合法

的にドイツに定住していて、既に永住資絡を持っているか、または3年以上無期限滞在許

吋を持っていれば、 ドイツ[玉!bとになれる。また、過去 10年間にドイツで生まれた f供も
ドイツ|孟|絡を取得できる。蒋油、両親の国籍も取得して重国籍になる。成人に透したH寺点、

または23岐になるまでにどちらかのlfi!絡を選ばなければならないが、 Jl二当な理81がある

助介は以後もill:国籍の例外が適用される。

(4)イギリス政府は2001年10月、同|日への経済移民 (economicmigrants)を合法化する

新たな彬LI!;管理制度を導入すると発よーした。id高でイ|三|首，J4万人の経済移民を許liJする見通

しである。現行制度では、外国籍の布のtイギリス固いlで就労できるのは、イギリス人使用

釘からの求人申請がある助合に限られるが、新制度では、求人条件を満たすことを証明で
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[平成8年以降、着実に噌加傾向にある。この5万人制のヨーロッパ人に対する

布教活動もあわせて検討すべき。]

*ヨーロ ッノf人(米国人も合め)は仏教に対して|倶恕・内観や心理療法的など、

実tl 活に役 \'J~つ存イ 1: としての側値を見出す傾向が強い。そうしたニーズにどうこ

たえるか。

*社会行動)~'Jの仏教 (Engaged Buddhism)が最先端の仏教潮流と してヨーロ ッ

パ(特にイギリス、ドイツ、フランス)に認知されている。人権、教育、環境破

段、生命倫!'I!などへの対応をめぐる解決策の手段として 101七生」の理念を訴える

"J能'~I: も視野に人れる 。本宗の立場をどう 明確に説くか(様々な社会問題に対し

て、本宗独自の凡解を相極的に.)'Jち出す)。

IT時代における布教のありかた:

世界的な通信ネットワークの汗及によって、次第に縦型ピラミッド社会は崩壊

し、個人が既成の枠をy也えて述探していく横刀!ネットワーク社会へと推移してい

くrl'で、再応なく実態に対応し得る新たな社会形成が築かれていくに遣いない。

宗教教凶もそうした忌、l床で、組fiiω杉態の大規模な変革を余儀なくされることだろう。

*ブロードバンド時代に対応した、マルチメディアの活用(映像・音声による法

要の紹介と外|王|請で、の解説、Ii!~学的な問題に関する各界識有との対談の映像配信

など)

*海外イ11教の一拠点としてインターネット体制の充実をはかるため、情報発信の

iitを絡段にmやす。そのためには専従の人員が必要。全|玉|に散布:する本宗教師の
'1'から選抜して、翻訳・論文秋窄ネ ットワークをつくりあげ、効率的な情報発信

体制をつくりあげる。
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国名 総数 長期滞在者数 永住者数

*******会***会***切除*会*台*会***合*****************************************************

アイ)1-ランド 752 527 225 

イギリス 53，114 43，646 9，468 

イタリア 7，997 6，549 1，448 

オーストリア 1，826 1，247 579 

オランダ 6，481 5，722 759 

ギリシャ 620 186 434 

スイス 5，694. 2，632 3，062 

スウェーデン 2，142 728 1，414 

スペイン 4，683 3，717 966 

デンマーク 960 339 621 

ドイツ 25，021 21，237 3，784 

ノ)1-ウェー 554 259 295 

フィンランド 745 321 424 

フランス 25，574 20，632 4，942 

ベルギー 4，936 4，936 。
ポルトガル 535 535 。
西殴計 142，202 113，728 28，474 

[西臥だけで15万人弱の日本人が長期滞在 ・永住している。国別トップはイギリ

ス (53，114)で、他を圧倒している。次にフランスとドイツがそれぞれ25，574、

25，021と拾抗。スペインとイタリアは l万人弱。]

資料2:西欧からの外国人登録者数の推移:各年末現在(出典:法務省入国管理局)

H8年 H9年 H10年H11年H12年

35，13638，20039，925 41，659 47，730 
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からではなく、ヨーロッパ人の精神生活においてどのような要素として仏教が貢

献できるかを調査。

会ヨーロッパ人が従来から抱く汎仏教的な認識からスター卜して、本宗教義への

理解に収数させるにあたり、どのようなプロセスをたどるべきか(浄土真宗も

ヨーロッパにおいて禅やチベット仏教とくらべて出遅れている感がある。だが、

ドイツ「恵光ハウス」日本文化センター(デュッセルドルフ)を中心とした仏教

伝道協会 (BDK)の活動は参考になろう)。

施策例:

合革の恨レベルの交流と組織 ・機関レベルの交流を使い分ける

*ニュースレターの発刊を検討する(インターネットによるメールマガジン形式

か、現地の日本人社会への配衛か)

*ヨ ーロッパ人のメンタリテ ィに適した法要 ・法式の研究

女ヨーロッパ人に対するヨーロッパ人自身による法灯伝授の道

*翻訳活動:英語以外に、少なくともフランス語、スペイン語、イタリア語、ド

イツ話による本宗の紹介附子をつくる。ただし、歴史的な事跡に偏るのではな

く、本宗の現代的意義や社会活動状況も詳細に記載する。

*短期交換留学制度の開設(学者はもとより、現地ジャーナリスト、異文化宗教

を'学ぶ宇生など、対象を広け、る。)

*ヨーロッパ各地の在留邦人に対して、本宗を紹介した現地語による小冊子を寄

贈し、彼らの知人・友人などへの配布を要請。他方、日本国内に長期在留してい

るヨーロッパ人登録者への対応も検討すべき。

資料1:平成12年度海外在留邦人数調査統計 (出典外務省)

(唱者注:総数500人以下の国は剖愛): 
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ス (130)とイタリア (30)は総人数に対して比較的少ないといえる。ゲルマン

気質とラテン気質との違いにより、仏教受容の形態や方向性についても一定の特

性が見出せよう。

IV ヨーロッパ開教へのスタンス(私案)

基本的出発点:

*伝統的教義と現代的問題が交わるところに布教の活路が聞かれる。

* Thick Nhat Hanh (lljiにしてもダライ・ラマにしても、殴米で評価の高い仏教者

は、入額普遍のl喫緊な諸テーマを題材にして分かり易く仏教を説いている。

*経済効率俊先の社会的な限界が見えつつある今こそ、精神的オアシスとしての

仏教が求められる。

女ネI~ひとつをとっても、曹洞禅、臨済禅、中国禅、韓国禅、ベトナム禅など百花

練乱の篠相を52し、そのほかにチベット仏教や、最近流行のNewAge宗教や心

理療法までが入り乱れている。そうした宗教 ・仏教環境を、 「統一」と「多様化」

が共存する最近のヨーロッパ風上にあわせてどう整合化させるか。

「ヨーロッパ問教」が担うべき特異性とは何か.

*日系人が比t絞的多いハワイやブラジルなどに対するアプローチとはまったく別

の道を模索しなければならない。その際、個人主義の徹底したヨーロッパ文化の

中で、通仏教的でない真に本宗独自の価値観が発揮できるかどうかが成否を握る。

*ヨーロッパの宗教事情について最新の知識を得たうえで、問題点(キリスト教

への幻滅 ・失望、教会出席率の減退など)の所在を明らかにする。既存の各有力

教会がどのような対策を講じているのかを調査する。また青年層への浸透をどう

はかるか。

脅ヨーロッパにおいてなぜキリスト教が低迷しているのか(神との関係という垂

直軸の喪失がヨーロッパ人の精神的混乱の一因。これはもともと他者との関係と

いう横軸を持たなかったためだろう)ーその原因を探り、対案としての仏教の役

割をアピールする。その|際、反キリスト教・反ユダヤ教・反イスラム教的な立場
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以下に、ヨーロッパ各国の仏教受容に関する1つの基礎データ (注24)を紹介する。

1990年代半ばにおけるヨーロ ッパの仏教普及状況

国 総仏教徒数 自国民仏教徒数 センター数 総人口比率

*貴司kオk********合*食*喰************オ"*食*****オk************食***********食*******食*****************

イギリス 180，000 50，000 300 0.3 

フランス 650，000 150，000 130 1.15 

ドイツ 150，000 40，000 400 0.2 

イタリア 75，000 50，000 30 0.1 

スイス 30，000 10，000 80 0.43 

オラン夕、 20，000 5，000 40 0.1 

デンマーク 8，000 5，000 32 0.16 

ハンガリー 6，500 6，000 12 0.07 

チェコ 2，100 2，00 15 0.02 

ポーランド 4，500 4，000 15 0.01 

[フランス (650，000)が他国を圧倒している。自国民仏教徒数についてもフラン

スが首位を占める (150，000)。これは、人権意識が伝統的に敏感で、論理性を好

むフランス人の国民性と仏教が比較的親和性が高いことを示すものと思われる。

イタリア (50，000)がフランスに次いで多い(スペインの場合もそうであるが、

チベット密教の場薬羅世界観において聴覚的、身体的要素が理性的言語性に優っ

ている点が、いわゆるラテン気質の国民性に馴化しやすいことが考えられる)。

イギリス (50，000)の場合は、自国民仏教徒数はフランスに次ぐが、総数との比

較ではア ジア系移民の仏教徒比率が圧倒的に高い。

仏教関連の団体やセンターについては、イギリス (300) とドイツ (400)が

多い。これは、理念・思想、の体系化、組織化という点で両国の国民性の特質が現

れており、仏教団体の設立による教勢の強化に努める傾向がある。他方、フラン
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ス卜教主義者層による新たな宗教身体論の展開として、仏教の経験主義・実践主

義的な側面を代表するものといえる(ただし、 1960年代から 70年代にかけて、

米国からはじま った経験主義仏教の極端な現象である 「ビート禅J(注23)などの

影響も多少あって、カウンター・カルチャー運動やヒッピーブームが無軌道な退

院主義や道徳的堕落を招いた)。

他方、二度の世界大戦で国土の焦土化を経験したドイツにと っての仏教の位置

づけは、 「平和」への希求と 「苦」の源泉に関する探究が根底にあった。その意

味でも、ドイツの場合はシ ョーペンハウエルやニーチェ以来の伝統として、人間

の存在苦をいかにとらえるかという点に仏教理解の比重がおかれ、イギリス(及

び米国)における一種の経験主義的なアプローチと好対照をなすといえる。

ヨーロ ッパ人が仏教に見出したもうひとつの特性は、その寛容性である。換言

すれば、仏教にも当然ながら教説体系はあるが、キリスト教やイスラム教などの

ようにドグマ的ではない。また、他宗教との共存を否定せず、自由な精神生活を

容認するといった、ある意味でのlaissezfaire的姿勢が教条主義に対する拒否反

応の強い現代ヨーロ ッパ人に興味を惹起していることも考えられる。
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ある点、も否めない(心理 ・肉体療法への傾斜など)。また、ヨーロッパ各国では

それぞれの風土・国民性によって仏教の受容様態が微妙に異なっている点も注目

される(カトリック固とプロテスタント圏では、仏教に対するスタンスも当然違

いがあろう)。ただ、上記のごとく、 信仰専ーの対象としてではなく、ポストキ

リスト教、ポストモダン的な生活スタイルのー要素として仏教をとらえている点

においては、西欧全体での共通性がみられる。

イギリスでは例えば、各種仏教団体による教詩活動、ホスピスプロジェク卜、

動物愛護グループ、平和集会、心理学・ 精神医学グループなどが存在し、その傾

向がヨーロッパ大陸にも波及しつつある。特に従来の仏教団体から発展して、

ヨーロ ッパ人の気質にあわせてカスタマイズされた新しい仏教グループが20世

紀後半に入ってから各地に誕生している。1967年にイギ リスで創設された

F羽TBOはその代表例である。

1970年代以降、日系の創価学会インターナシ ョナルがヨーロ ッパ主要国で活発

な展開を見せている(例:イギリスでは推定約6，000人の入信者)。

仏教は、神への信仰を拒絶する一部の現代ヨーロッパ人にとり精神的なシェル

ターとしてひとつの場を設けつつあるといえる。ダライ ・ラマは、仏教が「一種

の無神論」であり、 「人間主義」 に立脚しているという点に西殴の無神論者が

往々にして強く魅力を感じている面を強調した。(注22)

また、一般ヨーロッパ人の間で広く信じ られている仏教=隈想というきわめて

「ナイーブ」な構図であるが、それはそれとして、現代生活のストレスやプレ ッ

シャーからの脱却と安心立命の境地を模索する彼らのニーズに合致していること

も認めざるをえない。それゆえ西殴では当初、とりわけイギリスで上座部系から

の 「隈想」に人気が集ま った(タイ出身のAjahnChahは、 1978年にウエストサ

セックスにChithurstForest Monasteryという膜想セ ンターを創設し、ヨーロッ

パにおける上座部系サンガの暗矢となり、以降ドイツ、イタリア、ス イスなどに

もセンターがつくられていく)。このことはさらに、禅仏教などを通じた集団隈

想の実践にもつながる。いわばそれは、形而上学的な神学論争に蹄易した反キリ
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して従来の上座部系に加え、新たに日系仏教やチベット仏教が西l款社会に入って

くる。浄土真宗がイギリス (1952年)やドイツ (1956年)に本絡的に紹介され

たほか、鈴木大拙 (1870-1966)やEugenHerrigel (1844-1955)が米国に続いて

ヨーロッパ各地に禅の隈想や芸術を広めた。チベット仏教の場合、 (1933年にイ

ンドでドイツ人僧侶LamaGovindaが創設した)Arya Maitreya Mandalaの支部

を1952年にベルリンで聞いた例が初期の取組みとして挙げられる。

この段階に至って仏教の実践面、特に隈想、に関心の主眼がおかれた。つまり、第

一段階での仏教経典の学問的な解釈、第二段階での仏教思想面への知的関心か

ら、一般市民による「個人的救済ツールとしての仏教」に比重が移った。そして

1960-70年代にブームとなった禅宗、 1980-θ90年代のチべツト仏教[Ta訂rt出ha叩ng

Tu叫llk王u(1935-)やCαhog罰y叩 nTn印ungpa(1凹93却9-1凹987η)などが先駆者]と、さらに多

様な広がりを見せる。

第三段階への移行が行われた背長を考えると、西殴社会においてリベラルな民主

主義が登場してきたこと、キリス卜教会で他宗教に対する寛容性が見られるよう

になったこと、戦後の疲弊した西臥;各国の経済が 「マーシャル・プラン」などに

より復興に向かい、経済的繁栄を実現したこと、一般市民の教育水準が向上して

他の文明圏への関心が高ま ったこと、交通やコミュニケーシ ョンが飛躍的に進歩

してアジア諸国からも多数の旅行者や移民が流入したことなどが起爆剤となった

とL、える。

現代の 「ヨーロッパ仏教 (Eurobuddhismという用語が近年散見される)Jの

特徴でまず挙げられることは、仏教に帰依する大半のヨーロッパ人が仏教の正式

信ー者ではなく、それぞれの教育水準、就労環境に応じて生活習慣の中に仏教の教

えを取り入れているという点である。そこには、自らの意思で仏教の教えを実践

に移そうとしている姿がある。彼らは、自国の文化や宗教的なルーツを見直し、

再評価するために、仏教のさまざまな側面にキリスト教にない新鮮な価値を見出

したと考えられる。その結果、現代ヨーロッパにおけるシンクレテイズム現象の

一要因となっているわけであるが、反面、仏教本来の方向性から議離する傾向が
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たといえる。また、仏教の神秘主義性を強調した異流のあらわれでは、ロシア生

まれのイギリス人MadameHelena P. Blavatsky (1831-1891)と上述のOlco伐に

よる神智学教会TheosophicalSocietyの創設があげられる。

この時}~Jは、仏典の制訳や研究がいっそう進み、イギリス人ThomasW. Rhys 

Davids (1843-1922)による PaliText Societyの設立に結実する。 ドイツ語圏で

も、 HermannOldenberg (1854-1920)がパーリ語聖典に関する研究の集大成と

して rBuddha:His Life， his Doctrine， his OrderJ (1881)を発表した。

20世紀に人ると、 ドイツ人インド学者KarlSeidenstucker (1876-1936)がラ

イプチヒに Societyfor the Buddhist Mission in Germany (1903)を設立したほ

か、イギリスでもAnanadaMeteyya (1872-1923)が1907年、 BuddhistSociety 

of Great Britain and Irelandをロンドンに設立した。

実践仏教の側面が重悦されるようになったのは第一次大戦後になってからであ

る。知的次兄だけでなく、全人的な次元で仏教の教えを適用する試みが特に

1920年代から30年代のイギリスやドイツで見られるようになった。1921年に、

Georg Grimm (1868-1945) とSeidenstuckerはドイツにtheBuddhist Parishを

創設し、仏教徒コミュニティの先駆けとなる組織づくりをめざす。同時期、ドイ

ツ人仏教徒PaulDahlke (1865-1928)が本絡的な上席部系僧院theBuddhist 

Houseを1924年に建設した。イギリスでは、 ChristmasHumphreys (1901-1983) 

の活躍が特宿され、彼は 1924年に theBuddhist Lodge of the Theosophical So-

cietyを設玄ーする。総じて、 20世紀半ばまでは、ヨーロッパの仏教はドイツが肢

も盛んで、次にイギリスが続く 。しかしフランスでも、米|可人GraceConstant 

Lounsbery (1876-1964)がLesamis du Bouddhisme (仏教友の会)を 1929年に

創設し、守q"J誌 rLaPense BouddhiqueJ (仏教思想、)を発FtJしている。

第三段階はおよそ 1950年代から現杭に至る。この段階は一般大衆への仏教の

本格的普及則!といえよう。

ヨーロッパにおける第二次大戦の惨禍は人々の聞にキリスト教の教えに対する疑

念と不信をもたらし、これに代わる人生指針としての仏教に関心が集ま った。そ
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Zen Doリo、NorthernLights Zen Center、TaoZen、ベトナム禅のSourceof Joy Sangha 

(Gladjens Kalla)、曹洞宗/臨済宗の StockholmZen Centerなどがある。

川 ヨーロ ッパ仏教の概観

ヨーロッパの仏教受容史は大雑把に3段階に分けられる。

第一段階は、 19世紀中葉からはじまったヨーロッパ列強の植民地主義全盛期

に重なる。この段階は、仏教の歴史と教義に関する学術的な研究の時代である。

最初に仏典や仏教の概念に関する知識の体系化に貢献した学者は、フランス人東

洋学者EugeneBurnouf (1801-1852)だった。彼の著書 rL'introductiona I'histoire 

du buddhisme indienJ (1844)がその後のヨーロッパにおける仏教文献学の基礎

となった。しかしヨーロッパへの仏典の本格的移入は、キリスト教宣教師たちが

アジア諸国をキリスト教団に変えてL、く取組みの中で、逆に仏教に対する関心が

彼らの間で高まった結果だった。従って、アジアで広範に生活に溶け込んでいた

民衆宗教としての仏教には関心がもたれなかったのである。

第二段階はいわゆる「エリー卜j仏教のH寺代である。つまり、知識人、作家、

芸術家などによる自身の生活信条としての仏教の採用である。その代表がドイツ

のショーぺンハウエル (1788-1869)であろう。彼の哲学は、第一段階での学者

たちの翻訳成果を通じて、仏教思想、からも影響を受けた。そして彼の諸著作が逆

に19世紀後半の西殴知識階級に広範なインパクトを与えるようになる。

英語圏では、仏陀の思索に詩想、を得て苦かれたイギリス人SirEdwin Arnold 

(1832-1904)の詩集 rTheLight of AsiaJ (1879)が仏教の普及に一役買った。続

いて、米国人HenrySteel Olcott (1832-1907)が rBuddhistCatechismJ (1881) 

で、Arnoldと同様に仏陀その人と彼の思想を讃えた。この段階では大乗仏典より

もパーリ語経典が重視されていた。その中で評価・強調された点として、仏教の

理性主義、現実主義、倫理的純粋性、寛容性、近代科学との共存性などが列挙で

きる。従ってこの段階では基本的に、仏教の隈想的側面、共同体意識、礼拝重視

の姿勢は比較的軽視されていた。換言すれば、埋論の方が実践よりも先んじてい
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国家のあり方が流動化するEU時代にあって、各国の教会が国家に依存しない横

のつながりを求めていくのは、ある意味で白然なことといえる。

スウェーデン教会は全体で約26，000人の職員を雇用し、約5，400人の司祭を擁

する。そのうち、 3，300人が各教区での活動に携わっている(しかし、約1，500

人が高齢等のため、事実上、不活動状態)。残りは海外の宣教師や学校の教師で

ある。女性は1958年に聖職位授与の資絡を得て、 19印年に初の女性聖職者が誕生

した。現紅、約1，0∞人の女性司祭が13の司教区で活動している(全体の約29%)。

定期的に教会に行く層は国民の約10%秤.度にとどまる。1996年に行なったス

ウェーデン研究所(TheSwedish Institute)のアンケートによると、 「神の存在

を信じるか」という質問に48%が「是」と答え、 38%が「非j、14%が「不明j

と答えている。

スウェーデンは他の北殴諸国と比べ、自由教会 (FreeChurch)が多い。著名

なMissionCovenant Church of SwedenやSwedenAlliance Missionは19世紀に

おける全国伝道運動の産物で、ある。こうした非協調主義的教会の主な特徴は、信

徒が個人的な信仰自白に基づいているということであり、スウェーデンにおいて

独自の存在感をも っている。スウェーデン自由教会評議会 (TheSwedish Free 

Church Council)はこれら白113教会 (9教会)の統括母体であり、約2，500の教

区で243，000人の信徒を布する。その中で最大勢力は、ぺンテコステ派 (91，000

人)であり、次に MissionCovenant Church of Sweden (69，000人)、 Interact

(28，000人)、救世軍 (19，000人)、パプテイスト教会 (18，600人)、 SwedishAl-

liance Mission (13，000人)、メソジスト教会 (5，000人)と続く 。

ローマ・カトリック教会は約166，000人である。エホバの証人は現在、 23，400

人、モルモン教会は8，800人。なお新宗教に関しては、ハーレクリシュナや統一

教会のほか、エホバの証人、モルモン教会もこの範時の教団と見られている。ス

ウェーデンにおける新宗教運動の信徒数は 55，000-75，000にのぼり、総人口の 1

%弱に相当する。

日系宗教については、禅の場合、曹洞宗系のZengardenをはじめとして、Goeborg
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派が優勢である。しかし Sakya派と Nyingma派もそれぞれ独自の地歩を築きつ

つある。またThickNhat Hanhの人気も高く、彼の著作の大部分がスペイン語

に翻訳されている。

禅に関しては現在、各地に俺禅センターがある。(注20)

スウェーデン (注21)

憲法は信教の自由を保，-l，Eしている。スウェーデン教会(旧l司教会)は1999年に

固から法的に分離された。しかし同教会は国の公的支援を受け続けている。国民

の約84%がスウェーデン教会に所属しているが、離脱は自由となった。脱会を選

択する人の数は年々増える傾向にある (1998年に13，233人が離脱した。1999年に

教会が同から分離した際は33，299人にのぼり、 2∞0年には推定16，∞0人が離脱)。

現在、スウェーデンには約165∞0人のローマ・カトリック信徒がいる。LF.教会

は約10万人を有する(ギリ シャ、セルビア、シリア、ルーマニア系、エストニア

系、フィンランド系などである。フィンランド語系住民のルタ一派も存在する)。

ユダヤ教徒は全国に約17，000人いるといわれる。イスラム系は25万-30万人

であり、近年急述に噌加してモスクも各地に建てられている。仏教徒とヒンズー

教信徒はそれそれ、約3，000-4，000人程度といわれる。公式な統計はないが、成

人国民の 15-20%が無神論者であると推定される。

国家と教会の分離という歴史的改革は、スウェーデンの急速な世俗化を示す象

徴的な事例である。それは確かに教会の社会的地位の低下を如実に物訴ってお

り、EU統合の流れの中で従来の国家観は大きく揺らいでいる。危機感を抱いた

スウェーデン教会は、国家に依存しない教会存続の道を選んだといえるだろう。

プラスの耐を見れば、教会がl_nl家から独立することによって、自主的に国内外の

他数派と結びつきを深めていき、新時代にふさわしい教会を形成できる可能性が

ある。つまり、ヨーロッパには20世紀の初め頃から、教派を超えた教会同上の

連待 (ecumenicalmovementエキュメニカル運動)が徐々にではあるが築かれ

てきた。エキュメニカル運動には、そのような歴史への反省が込められている。
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である。また、スペイン・イスラム連ml(The Federation of Spanish Islamic 
Entities: FEERI)は、不法入国-/5.(およそ 25万人)を計算に人れなくとも、 45

万人以トーのイスラム教徒がいると報告している。ユダヤ教信徒は約25，000人を

数える。仏教徒は、公的には3，000人程度と他宗教に比べて甚だしく少ないが、

実数はその3倍にのぼるとの見方もある。

1978年に忍法でスペインは政教分離を宣言した。しかし現実には、カトリッ

ク教会の社会的存.{f.は非常に強力であり、政附と親密な関係を依然として保って

L、る。とりわけ教会税が最大の特権であり、 2000年度の税収は1，000万ドルに達

した。プロテスタント、イスラム教、ユダヤ教では、カトリック教会と同等の権

利が何られるよう政}(~)に働きかけている 。 その目的は、公的資金の注入、税金免

除の拡大、メディアアクセスの改善、新規礼拝施設に関する制限の緩和などであ

る。所得税法では、カトリック教会に対して納税者が税額の0.5239%を教会税と

して納めることを認めている。

1999年5月、 1EI会は倣成的な 「カル卜」教|到の活動に対する反カル卜法案を

1..科ーし、これらの教団を院規する組織の設立についてJI'-拘束的決議を採択した。

内務省の調査によると、スペインには約200のi波康的なカル卜が存在するとさ

れ、その会員数は 10万から 15万となっている。

1989年に成立した「カルト法」では、瞥祭に対して破j爽的性格のカルトを調

査する権限をうえた。その結果、警察内部に特別組織が編成された。救世軍やサ

イエントロジー教会が 1I出実的カルト」と認定され、政府はこれらの教団の宗教

活動に制限を加えている。フランスの反カルト法とあわせ、スペインでも新興系

あるいは外来系の宗教団体に対する足川、弾川が強まる危険性が内外から指摘さ

れている。

スペインの仏教事情 (注19): 

従来はt1iiの人気が高かったが、近年はチベット仏教の勢いが非常にある。現丘、

多くのチベッ 卜仏教系のセン ターがスペイン作地に設、主され、Ka幻ru派と Gelug
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イタリアおよびスペイン (注16)

イタリア憲法は信教の自由を保証している。従来、カトリ ック教会と国家の|刻

係は1929年教政条約によって不可分だったが、 1984年の改定によりイタリアは

政教分離のlfil家となった。ri;1民の85%がローマ・カトリ ックである。エホバの

目iE人は約40Jj人で、第二の教団勢力となっている (2000年3月20I~I 、イタリア

政附はエホバの証人をカトリ ック教会と同等の政府公認宗教団体に認定した。こ

れにより、 1r，1から教会税の交付が受けられることになる。さらに、独自の結婚式

をや行し、学校を設立することも lザ能)。しかし近年-のはi符な傾向として、非キ

リスト教系諸問一北アフリ力、件lアジア、アルパニア、中東ーからのムスリム

系移民流入(合法・非介法を問わず)が推定100刀人に迷し、別在も明えつつあ

る。仏教徒は約60，000人で、そのうち40，000人が非アジア系、すなわちイタリ

ア人を合むヨーロ ッパ系の人々である。サイエントロ ジ一教会は約10万人、

Waldensiansは約3万人、モルモン教会は約2Jj人である。ユダヤ教は減少傾向

にあり、現在約3万人であるが、イタリアの21都市にシナゴーグを擁している。

仏教に関しては、 1985年に ミラノで設立されたtheItalian Buddhist Union 

(UBI)という組織があり、主としてイタリアの禅系 (itI7)、チベッ ト仏教系、 k

l主部系を代表している。だが、同国最大の仏教団体である創価学会インターナ

ショナル(会員数22，000人)は加入していない。FI系の教団として近年注目さ

れるのは真如宛であり、イタリア人の入信容が噌えている。カトリ ックへの疑念

を抱く者の|英|心をH千ぶだけでなく、入信してむしろカトリックがよく理解できた

とコメン卜する伝おもいる点が今後の開教に何らかの示唆を与えている (注18)

スペイン憲法は信教の白由を保証している。社会学調査センター (ElCentro 

para Investigaciones Sociologicas)による 2000年4月の調査では、国民の83.6

%がカトリ ック教徒、 2%がその他、 7.9%が無信仰者、 4%が無神論者となって

L、る。制約f主義教会団体述盟 (TheFederation of Evangelical Religious Entities) 

は35万人のスぺイン人プロテスタン卜教徒を代表する組織であり、現在約80);

人の外IEI人プロテスタントが同住していると推定され、その大半はヨーロッパ人

-23一



* 1967午、 TheFriends of the Western Buddhist Orderが設立さる。(沌14)

* 1978年、タイ上座部系の ChithurstBuddhist Monasteryがサセックスに設立

さる。

* 1980年代以降、ノーザンパーラ ンドやハートフォード シャーなど各地に僧院

が住てられる。また、東|十jアジアからの移民を対象にした仏教コミュニティも設

立され、ロンドンのSriLankan London Buddhist ViharaやパーミンガムのBur-

mese Buddhist Viharaなどが省:名。

糾iに関して、イギリスで最大のt1ii系団体は、曹洞宗系のイギリス人女性Jiyu

Kennettが1983年に創設した theOrder of Buddhist Contemplatives (OBC)で

あるといわれる。また、社会行動仏教家ThickNhat Hanhの主宰する

I Community of InterbeingJ運動も盛んになりつつあり、これと連携している組

織がTheNetwork of Engaged Buddhistsである。

チベット仏教に対する関心は1960年代末から70年代初期lにかけて、チベット

難民がヨーロッパに流入した時J~l と合わせて高まった。 チベッ卜仏教の4大流派

の'1'で、Kagyupa派と Gelugpa派は Sakyapa派 ・Nyingmapa派よりも教勢が

強いとされる。

ヨーロッパid大の Gelugpa派はTheFoundation for the Preservation of the 

Mahayana Tradition (FPMT)であり、全世界に 90のセンターを有する。

11系宗教団体としては、創価学会インターナショナル(公式人数は明らかでは

ないが、数千人の信有と批定)がイギリスで最大の日系仏教教団となっている。

その他では、神京各派、立正佼成会、阿含宗などがある。浄土系では、真宗の流

れを くむThePure Land Buddhist Fel10wship (オックスフォードシャー)があ

る。

ちなみに、 TheNetwork of Buddhist Organisations (ロンドン)がイギリス内

の大小50ほどに及ぶ仏教団体(什 15) を結ぶ中核的存在となっている。
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宗教団体は政}(:f登録の義務はない。しかし、 1960年に制定され、 1993年に改

正されたチャリティ法 (CharitiesAct)により、公益法人として宗教団体がチャ

リティ委員会にぜ録されると自動的に税の優遇惜置がとられる。現11:チャリティ

として登録されている団体は約19)jで、毎年9000団体が登録をしている。チャ

リテ ィのせ録を希望する|剖体(信託、法人、社団等)は、 申請書類をチャリティ

委員会に提出する。チャリティ委員会は、巾詰のあった団体の公益性を独自に判

定する。ql請。呼の'与しは1"11玉|歳入1;"(Inland Revenue)にも送られ、 登録の適何

が !1~lì~に協議される 。 イギリスの税法では、チャリティの本来事業には法人税を

課さない。また収益事業はチャリティ本休ではなく、別会社を設立させ、そこで

行わせる。その収従をチャリティに寄付ーした湯合は原則非諜税である。

「チャリティ 」の定義について明文規定はないが、 「救貧j、「教育の振興」、「宗

教の賑興」および「その他共同社会に有用な活動Jがこれに該当すると一般に解

されている(なお、サイエントロ ジ一教会の場合、 1999年にチャリティ委員会

は、 !JiJ教会がチャリティ法律のLI的に鑑みて宗教団体とはみなせないと結論し

て、チャリティ資格を付りしなかった)。

仏教受容略史:

イギリスにおける仏教の伝播は、!JiJ国のアジアに対する植民地政策に付随して

発ゴーした。従って、ビルマ、タイ、スリランカの上陸部系が主流だったことはい

うまでもない。19世紀半ばの仏教受容紫明知jにおいては、他のヨーロ ッパ諸凶

同様、 i:Iこ学術的な関心がrl-'心だった。

* 1879作、 SirEdwin Arnold (1832-1904)が rLightof AsiaJを出版し、初めて

仏陀をイギリス1l;IL(に制介。

* 1880 "r、神科主義者のBlavatsky夫人 (1831-1891)とOlcott大佐 (1832・1907)
がヨーロッパ人として受成。

安 1924"1ー、 TheLondon Buddhist Society設玄。

* 1950 年代、 ~ììí京への関心が高まり、 1960 年代に本格的ブームを迎える
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イギリス (注13)

2000年10J Jに施行された 1998年人権法は、改宗の自由を含む信教の自由を

保証する。英迎合T[tJ全体で見ると、いうまでもなくイギリス国教会が圧倒的に

主流であるが、スコットランドには長名派教会(スコットランドの同教会)の信

行が110)j人いる。北アイルランドでは、人口の約半分が自身をプロテスタン卜

とみなし、約40%がローマ・カトリック教徒とみなしており、同を二分したか

たちになっている。ウエールズでは、イギリス国教会制度が1920年に廃止され

たため公認教会はないが、メソジスト派とパプテイスト派が二大教団を構成して

L、る ν

イギリスはまた、凶|枚最大のイスラム社会の1つである。推定10077-150万人

のイスラム教徒がおり、 600以 Lのモスクと礼拝所がある。ロンドンの中央モス

クとその関述のイスラム文化センタ ーは、西臥地域で中心的なイスラム教の拠点

となっている。

シーク教徒は40fj -50万人いる。シーク教徒のグループは主にロンドン、マ

ンチェスターおよびパーミンガムなど都市部に集中している。ヒンズ一教徒も

32万人いる。以初jのヒンズ-;j'院は1962年にロンドンに開設され、現Aでは全

同に150以上あるといわれる。その他の布)1宗教グループとしては、ユダヤ教徒

が約29万人いる。

2001 "f'.4円にuわれた国勢調査によると、 Jul民の約65%がなんらかのキリス
ト教のじ者である(約45%がイギ リス[I;J教会、 10%がローマ・カ トリ ック教会、

4%が長右派教会、 2%がメソジス卜教会、 4%が他のキリスト教会)。だが礼拝

山席率となると、約8.7%にとどまる 他庁、北アイルランドでは礼拝出席者が

30-35%と推定される。

国民の2%がエホバの証人、モルモン教、サイエントロジ一、ユニテリアンな

ど新興キリス ト教系団体の信徒である。伐りの5%に仏教、ヒンズ一教、イスラ

ム教、ユダヤ教、シーク教などが人る また、国民の約28%が無信仰である反

日Ii、 70%似が糾lの子炉紅を信じている。
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ということである。しかし、教会離れの傾向については、基本的には礼拝そのも

のの否定ということより、人々の生活リズムの変化が作用していると分析するこ

とも可能だろう。

さらには、閉庖法の緩和 (1996年、閉届時間は月曜日から金曜日までの午後

611寺半が午後811寺に、土曜日の午後2時が午後411寺まで延長された。日曜営業は

原則的に禁止)をめぐる議論が現在も続けられている。これは直接的には政教分

離の問題ではないが、市民生活と宗教をめぐる社会的なありプiについて、 EU全

体に通底する根本的な聞いを投げかけるものである。

仏教受容略史:

* 1879年、 MaxMuel1er (1823-1900)が rSacredBooks of the BuddhistsJを

英語で出版(彼はロンドンを拠点とする PaliText Society (PTS)の共同創設イ身

のひとり)。

*オーストリア人Karl-FriedrichNeuman (1865-1915)がパーリ語聖典を独訳。

* 1881年、 HermanOldenberg (1854-1920)が仏陀の伝記を出版。

* 1903年、KarlSeidenstucker (1876-1936)がライプチヒで最初の仏教団体The

Buddhist Mission in Germanyを設立。

* 1903 i!，-_ Anton W.F. Gueth (1878-1957)が、ラングーンでドイツ人初の修行

憎となり、数多くの仏典を独訳。その後、スリランカに上座部系僧院Island

Hermitageを設立し、多くのヨーロ ッパ人信徒を集める。

* 1921年、 GeorgGrimm (1868-1945)が、ミュンへンに仏教コミュニティを創

設。

* 1924午、医師PaulDahlke (1865-1928)がベルリンに仏教センターを設立。

す第二次大戦後に日本の禅系仏教が紹介さる。

* 1955年、 GermanBuddhist Union (DBU)が創設さる。
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}I)行政裁判所は、イスラム連日1(the Islamic Federation)を宗教団体として認

め、公立学校で当該宗教に閲する教育的な指導を提供する機会を与えるべきとの

ド級帯の決定を支持した。だがこの決定はイスラム連関に加盟していない大多数

のイスラム系団体から批判を招L、た。同年11月、パバリア州では同州の公立学

校が2003ifニからドイツ訴によるイスラム教に関する教育をスター卜すると発表

した。

ドイツは凶全体が|宜俗化の度合いを深めており、教会への出席率が年々減少し

ている。また、教会税に関しでも変革の時期を迎えている。教会税見直しの議論

は、 l直接的には長期に及んだキリスト教民主 ・社会同盟 (CDU. CSU)政権か

られ会民主党 (SPD)と緑の党による述立政権への移行 (1998年)をきっかけ

に高まった。所得税減税を中心とする税制改革の中で、教会税の大幅な落ち込み

が余儀なくされたからである(すでに前政権のときからも、信者数は年々30万-

50 )j人ずつ減り、教会の Eな収入源である教会税は減少傾向にあった)。特に

1990 年の東西ドイツ統一以来、;設気後退と噌税によって納税負担摘を嫌う多く

の人々を教会から去らせることになったといわれている。従って、教会税の問題

は早晩検討を迫られるべき問題であり、 EUの統合化進展を受けて、近年急速に

lfil民的な課題となってきた。

EKDの統計によれば、 1995年の礼祥平均出席率は4.9%だった (73年には7%

あったが、 80年代半ばには5.5%に低 Fl。教会での礼持出席頻度に関しては、毎

週日 11起必ず、あるいはほとんど欠かさず教会に行くというのが、旧西独で11%、

旧東独が7%である。11"1に数度」の割合は、前者が11%、後者が10%となって

L、る。普通の(特別な祭日ではない)11曜IJに年数回出席するというのが、前者

19%、後者25%。洗礼や堅信礼、葬儀や結婚式など家族の人生行動に直結した

礼Hに限っては、前有30%、後者22%である。

こうした礼持出席に関する統計的数字から、ある程度特徴的な傾向が浮かび上

がる。その1つは、ローマカトリック教会の礼拝出席率と比較した場合、 地域

や11年代の追いを度外視すれば、プロテスタン卜の比率のほうが常に下回っている
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他のキリスト教会が約100万人となっている(主なものと して、パプテイスト教

会:87，000人、モルモン教会:39，000人、エホバの証人:165，000人、メソジス

ト教会:66，000人など)。なお、ユダヤ教会に属する信徒は約82，000人であり、

総人口の 0.1%を占める。旧ソ速からの流入者が大量に入り、ユダヤ教徒の数は

近年急速にfElI5長している。シナゴーグに通うだけのユダヤ教信者をも合めた総数

はさらに明えると推定されるが、データは杷躍されていない。

仏教については、 1955年に設立されたドイツ仏教連合 (DBU:Deutsche 

Buddhistische UnionまたはGermanBuddhist Union)があり、 傘下に50以上の

団体を抱える DBUは季刊誌 iLotusPeta!sJを発行し、部数は5，500部。ドイ

ツ全体の仏教徒数に関する統計はないが、同連合によると、ベトナム、タイ、台

湾、カンボジアなどからの難民や移民の仏教徒が120.000人、ドイツ人仏教信者

(ほとんどは他宗教と派信)が約100.000人と推定されている。

新興教団系を見ると、統 一教会は850人、サイエントロジー教会は8，000人、

/、ーレクリシュナ教徒協会は5，αm人、 Johannish教会は3，日犯人などとなっている。

約2，180万人(全国民の26.6%)が無宗教であると推定される。

宗教団体は登録の必要がないが、登録されると非営利団体として扱われ、課税

免除資絡を併る。各州当川がこれらの111訪を審査して、定期的にこの資格を与え

る。地域税務当局が随時に謀税免除資絡の審査を行う。

ドイツは政教分離の原則を布するが、公任法人格を備え、固からその旨承認さ

れた宗教団体は一定率の教会税 (if'12)を信徒から徴収できる。なお連邦憲法裁判

所は、公係法人絡取得の要件として従来の「国家への忠誠Jを求める条件を政教

分離の原!!IJに!照らして違憲であるという判断を示した。従って現在はこの条件は

除外されている。

州政府は、教会が運常する学校や病院などの公径法人に助成金を支給する。大

半の公立学校がプロテスタン卜やカトリック教会の協力により宗教授業を行って

いる。学生の側で ト分な興味を表明した場合、ユダヤ教の授業も行う。公立学校

でのイスラム教育の問題はいくつかの州で話題になっている。2000年2丹、連

ウ
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同際的な人権擁議運動グループは同法を反民主主義・反宗教的だと非難してい

るが、この法律はEUの他国にも重大な関心を呼び、今後同様の法案を上程する

国も出てくるだろうのまた、ヨーロッパ各国で宗教団体などに対する捜査のあり

hが検討されている。

フランス憲法では、信仰の迷いに基づいて差別することを禁じている。従ってこ

の新法は憲法に定めた信教の自由を制限する可能判:がある。ある意味でフランス

宗教界の最大の問題は、イスラム教ではなく、フランスの非宗教性原則そのもの

であるといえる。

仏教については、第 三共和政による政教分離原則の成立とほぼ重なる 19世紀後

半にフランスにもオリエンタリズムの最初のブームが到来し、その中で原始仏教

に対する関心が生じる。その後は停滞期が続くが、 1960年代になってカウン

ター・カルチャ一文化の隆盛とともに仏教実践者があらわれはじめ、カトリック

に心情的に反発する者や出惣的に不満をおぼえる層を広く魅きつけた。インドシ

ナや中国系の移民流入の激化と合わせ、 1997年には60万人とヨーロッパ最大の

仏教徒人口を擁することとなった。現在の主流はチベット仏教と禅宗(注10)であ

るといわれる。

ドイツ (注11)

ドイツ基本法(憲法)では信教の自由を保証している。現在、宗教に関する公

式な統計はないが、各桶の非公式データを総合すると、次のとおりである:ル

タ一派、 Uniate、改革派プロテスタント教会を含む福音主義教会 (EKD:

Evanglisches Kirchen Gesangbuch)はドイツ人口の33%、すなわち 2，700万人

を有する。同教会によると、 110万人程度(同教派の4%) しか定期的に教会に

来ない。その他では、カトリック教会が2，720万人 (33.4%)、イスラム教は約

280万-320万人 (3.4%-3.9%)となっている。正教会は約110万人(1.3%)を有

し、その111ではギリシヤ IE教会が最大で、約45万人である(ほかには、ルーマニ

アIE教会が30万人、セルビア正教会が20万人、ロシア止統会が5万人)。その
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職者の数は6，000-7，000人程度に激減しているだろうという予測もある。また、

1983年には37，500の小教区があり、 14，200区に常駐司祭がいたが、 1996年には

それぞれ、 30，700教区、 8，800区と減少した。

フランス政府は、「カルト」教団(英・仏・西語などではsectと呼ぶが本稿では

「カルト」を使う)(削)については厳しい姿勢で臨んでいる。1995年に下院は、

カルト調査のための特別委員会を組織した。そして1996年に発表された報告書

で、エホバの証人やサイエントロジ一教会を含む173の団体がカルトと認定され

た。下院は、こうしたカルトを裁判所の決定で禁止できる法案を全会一致で可決

し、いわゆる「反カルト法J(About-Picard Law)が2001年5月に成立した。

この法案に対しては、新興宗教団体を含む多くの宗教関係者が危険性を指摘し

ている。ユダヤ教やイスラム教の指導者たちも非難を繰り返した。「新しい宗教

裁判の始まり」と指摘する声もある。

同法案では、 「人の心理的、物理的依存性を利用して人権または基本的自由を

侵害する法人が最低2回、刑法で有罪判決を受けた場合、解散させることができ

る」としている。手続きについては 「関係する省庁のほか、任意の関係者が裁判

所に要求することができる」と定めている。解散の前提となるのは「個人に対す

る攻撃、財産の侵害、薬物の違法な使用、鹿偽の宣伝jなどである。また、 「警

察はこのような刑罰の対象になった団体が病院、ホスピス、年金生活者住宅、 拘

置所、公共の各種センタ一、医療機関、学校の周囲200メートル以内に施設を設

けることを禁止で、きる」としている。だが当初計画された 「マインド・コント

ロール罪」の導入は見送られた。

フランスでは約30万人がカルト集団の被害に遭っているといわれる。フラン

ス秘密警察は全土で少数派教団の調査に力を入れている。「反カル卜法J第1節

ではいわゆる 「心理操作mentalmanipulationJを犯罪としている。そのため、伝

道が 「厳しい、繰り返された圧力」の下での運動と見なされる場合、当該 「伝

道」自体が違法行為と判断される局[函も出てくる。
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ている。また、エホバの証人は25万人、正教会は8万-10万人といわれる(大半

がギリ シャ正教もしくはロシア正教)。フランス国民の約6%がどの宗教にも属

していない。有力な新興教団としては、サイエントロジー教会 (theChurch of 

Scientololgy )の5，000-2万人、ラエリアン (theRaelians)の約2万人などがあ

げられる。

宗教凶体は政府登録が義務づけられており、課税免除の宗教団体

(Associations cultuelles) と課税免除されない文化系団体 (Associations

culturelles)に分けられ、いずれも会計財務内容を開示することが義務づけられ

ている。宗教団体は地方自治体に認可申請し、その宗教活動に対する諜税免除資

格を受ける。

内務省統計によれば、 1，138のプロテスタント系のうち 109団体、 147のユダ

ヤ系のうち 15団体、 1，050のイスラム系のうち2団体が諜税免除資格を有する。

なおカトリ ック系団体の場合は、約100団体が課税免除となっているが、同省に

よれば、非課税級いの教会はその数が多すぎて実数を把握できていない。宗教団

体は通常、受領した寄付に対して課税されないが、異常に多額の寄付あるいは遺

産を受領した場合、地方自治体は当該団体の謀税免除資格を見直す場合がある。

地方自治体がその資格を変更した喝合、 60%の税率を現在および過去の寄付に

対して諜すことができる。

外同人宣教師は、事前に3カ月間の観光ビザを得ておかなくてはならない。入

同時点で、宣教師は滞在許可書を地Jj自治体に申請し、地方自治体に対して本国

の後提宗教団体からの書簡を提出する。

各相調査によると、 1981年にはおよそ7剖のフランス人がカトリック信者で

あると答えていたが、 1999年にはその率は5l!i1Jとなった。また、毎月教会に参

列する人は1981年には2;早lほどいたが、近年は1割程度である。青年!習で毎週

参列する人は 1-2%に過ぎないといわれるほど、若者の教会離れが進んでいる。

1965年に41，000人いた聖職者は、1975年には35，000人、 2000年には20，000人

と'1'-.減し、そのうち 66歳以ドが占める割合は3分の lである。2020年には、塑
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ffに先鞭をつけたものとして評価できょう。

他の国々はおおよそ、フ ランス型(非宗教的教育)とドイツ型(教会主将の宗

教教育)の'1'間的な立場を係っている状況である。従って、先の移民政策と問

機、独仏両|五|の政策ーが歩み寄ったあたりに、今後のEUにふさわしい宗教教育の

モデルが想定される。

以上、 一般的に市場経済に対するヨーロッパ統合の側面のみが喧伝されがちな

EUのめざす克向性の巾で、丈化 ・宗教 ・民族という要素が「統合」プロセスと

どう係わり、どこに問題点があるのか断片的に考察してきた。ヨーロッパ統介に

おける宗教政策ーの位置づけはまだまだ暗中棋'ぷの状態であり、政治統合の加速を

受けて徐々にその全貌がlりlらかになるだろう。しかし、国境の無意味化が異民族

交流の活発化を必然ならしめる結果、ヨーロッパはキリスト教、イスラム教、ユ

ダヤ教、仏教という各1ft界的宗教および特種新興宗教の牛.き残りをかけた信荷獲

得の場となる可能性が高い。経済・政治機構の統合とは逆に、自由な人的移動が

活発化するにつれて宗教勢力図はますます混沌とし、宗教教団の分布状況にも大

幅な変化が生じることは間違いない。その結果、各宗派・教派の海外布教のあり

Jjにも何らかの変化や影響が加わることが怨定される。

11 E U主要国の宗教事情

EUというマクロ的な視点を踏まえた上で、 EUを構成する主要国(本杭で

は、フランス、ドイツ、イギリス、イタリア、スペイン、スウェーデンの5カ国

を選んだ)の宗教環境を概情的に考察する。

フランス (iI;8) 

フランス芯法は信教の白由を保証するフランスには宗教団体の現況に関する

公式統計がないが、国民の大多数は名目 L、ローマ ・カトリックである。しかし

凶民のわずか8%しか熱心な礼拝出席者ではない。

イスラム教は第二の勢力として約400万人(総人口の約6-7%)を燦する プ

ロテスタントは2%を占め、ユダヤ教と仏教はともに約1%で60万ー70万人となっ
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例えばフランスとドイツでは異なる。EU時代においては、両国とも、憲法の精

神を従来通り運用するだけでは済まない状況に直面している。

フランスでは近年、ライシテ見直しの議論が盛んである。教育現場での校内暴

力や麻薬の横行ーなどが社会問題となり、人権宣言に基づいた市民倫理の適用だけ

で卜分か、という疑問が出されているからである。また、 青年層へのカルト宗教

の浸透に対する一般市民の不安感も見直しに拍車をかけている。

1989年、ムスリム系友生徒がヒジャーブ(ベール)を着用して登校してきた

ことが、フランス教育界で議論の対象となった。これは、ムスリム系移民たちの

聞に、自らの宗教的アイデンティティと連動した宗教回帰現象が興隆してきたこ

とを示す象徴的な事行二だった。従来、公教育の場へ宗教性を持ち込むことを 「ラ

イシテ原則」から禁11してきたフランス政府は、その原則と 「表現の自由」原則

との問で板挟みになりながら、 1994年、 「極端に目立つものでなく、改宗の呼び

かけを目的にしていなければ、ヒ ジャーブを含む宗教的シンボルの着用を認め

る」という判断を示した。この措置は、政教分離の原則を適用する際に宗教とキ

リスト教を同一視できた時代からの懸隔を痛感させる事例であった。イスラム系

主|会1ltJIから出された、 「ヒジャーブ着用が認められないなら、同様に十字架や

キッノ¥(ユダヤ教男性が頭に乗せる丸い布)の着用も禁止せよ」という批判の前

で、政教分離の原則だけでは有効な反論を提示できなかったからである。つまり

ヨーロッパでは、宗教多元社会が本絡的に到来しつつある中、キリスト教世界で

前提とされてきた原則がその恨拠を問い直されているのである。

ドイツでも、囲内に300万人いるといわれているムスリム系移民の子弟に対す

る宗教教育をどのように行うべきかという問題がある。現時点で、は、まだイスラ

ム教の京教教育は公立学校では行われていないが、ドイツ福音主義教会は1999

if.，レポート 「イスラム教徒児童に対する宗教教育」で、前出ドイツ基本法第7

条第3項の 「宗教凶体」をキリスト教会に限定せず、イスラム教団体にまで拡張

して解釈する方針を打ち出している。従来 「宗教教育=キリスト教教育」とされ

てきた構図に、宗教的寛容の精神を大胆に取り入れた姿勢は、EU時代の宗教教

-12-



ぷlにおいて、信仰を実践に移している古-年が最も多い国はアイルランド (49

%)であり、ギリシャ (42%)、イタリア (41%)がこれに続く 。他方、デンマー

ク、スウェーデン、イギリス、フランス、ベルギーの各国では10%に満たない。

ここでは、 [1]の数値が低いほど世俗化が進展していると言ってよいだろう。ま

た、ドイツ、フランス、オランダで無神論者の割合が高いのも特徴的である。無

宗教者は、オランダで辰も割合が高い。

表2の調査から分かるのは、カトリック、プロテスタント、正教会という主流

派キリスト教において、実践を伴った信仰者が必ずしも多くないということであ

るot#にプロテスタン卜が(民く (16%にそのことからヨーロッノTにおける世俗

化のインパク 卜は、プロテスタン 卜系において最も顕著に現れていると判断しで

もよいだろう。

歴史的に、ヨーロッパ各国で宗教教育が本格的に整備され始めたのは宗教改革

の時代においてである。プロテスタントとカトリックの双方が白派信徒の信仰心

を強化したり、自派への改宗策として宗教教育に力を入れ、義務教育制度も整え

られていった。それ以降、プロテスタン卜かカトリックかという選択肢があると

は言え、宗教教育はキリスト教教育とまったく同義である時代が長く続いてき

た。別の見方をすれは¥ヨーロッパがキリスト教文化圏であるという場合、キリ

スト教をベースにした西|款的均質性は宗教教育によって育まれ、維持されてきた

といえる。ところが今日、そのキリスト教的な均質性が揺らいでおり、宗教教育

そのものの見直しが各国において進められている。

フランス憲法の第2条には[フランスは不可分にして、非宗教的、民主的、社

会的な共和国である」とあり、この理念のもとに公立学校は 「非宗教性原則(ラ

イシテ:laicite) J (沌7) を厳格に守ってきた。他方、ドイツ基本法第7条3項には

「宗教教育は、公立学校においては、宗教に関係のない学校をのぞいて、正規の

教科目である。宗教教育は、国の監督権をさまたげることなく、宗教団体の教義

に従って行われるjと記されており、通常、宗教教育はカトリック教会およびプ

ロテスタン卜教会の監督下にある。このように宗教教育の位置づけについても、
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表2 各種要素別(%)

2 3 4 5 6 7 不明

'~I:別

15.9 41.7 6.0 0.5 1.0 12.3 18.0 4.5 

-y._' 23.1 43.6 5.2 0.7 1.0 10.9 12.0 3.3 

年(愉

15-19 21.9 40.4 6.9 0.6 1.2 11.1 14.4 3.3 

20-24 17.2 44.6 4.5 0.6 0.9 12.0 15.7 4.4 

宗教

カトリック 29.5 56.1 6.6 0.2 0.3 2.9 2.2 2.0 

プロテスタント 16.4 51.5 10.4 0.2 0.5 8.0 8.7 3.9 

l正教会 45.4 50.5 2.1 0.0 0.6 0.8 0.0 0.6 

他 40.5 34.8 4.4 3.3 4.3 6.3 4.4 2.0 

1!l~宗教 0.9 19.0 2.4 1.1 1.8 27.6 40.5 6.5 

不明 1.4 24.9 9.1 1.1 3.7 21.4 15.6 22.2 

状況

就労者 15.5 44.3 5.1 0.6 0.9 12.0 17.3 4.2 

専従学生 24.7 39.5 6.8 0.7 1.3 11.4 12.6 2.8 

無職 16.3 46.3 4.0 0.3 0.7 11.1 15.6 5.6 

E U 15カ怪| 19.4 42.6 5.6 0.6 1.0 11.6 15.1 3.9 

表1・2出典:The Young Europeans， Eurobarometer 47.2， European Commis-

sion，1997 
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表1 EU域内青年の宗教意識 (%)

国名 1 2 3 4 5 6 7 不明

ベルギー 8.9 33.8 23.4 0.5 0.8 11.7 14.3 6.1 

テれンマーク 5.1 43.4 8.7 1.6 1.0 15.3 19.3 5.7 

ドイツ 17.2 32.9 12.2 0.5 0.9 7.5 22.2 6.4 

ギリシャ 41.9 52.8 1.5 0.0 0.7 0.7 1.9 0.5 

スペイン 16.5 56.2 2.6 0.0 0.1 11.5 11.1 2.0 

フランス 8.6 44.2 3.8 1.1 2.1 13.9 23.4 3.0 

アイ)L.-ランド 48.9 32.5 7.2 0.4 0.0 3.4 4.8 2.5 

イタリア 41.0 46.3 2.3 0.4 1.7 4.7 2.9 0.7 

ルクセンブルク 13.9 35.1 15.8 0.0 0.9 9.5 21.1 3.0 

オランダ 15.1 25.5 5.2 2.3 0.8 24.7 22.7 3.7 

オース卜リア 26.1 38.0 18.0 1.0 0.6 2.7 4.9 8.8 

ポルトガル 32.6 48.9 2.0 0.6 1.7 7.9 6.2 0.1 

フィンランド 4.1 47.6 5.2 0.6 1.5 16.1 10.4 4.5 

スウェーデン 7.5 35.3 12.2 0.5 0.7 22.8 16.4 4.5 

イギリス 8.2 42.6 1.8 0.6 0.2 20.2 18.5 7.1 

E U 15カ国 19.4 42.6 5.6 0.6 1.0 11.6 15.1 3.9 
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して大規模に流入してきた。つまり、ユダヤ教やイスラム教の動きは、 20世紀

の政治的・経済的要因によって引き起こされた宗教の地殻変動の途中経過を示し

ているのであり、キ リスト教以外の宗教が広範囲かつ重層的に存在している点

に、今Hのヨーロッパ宗教事情の特質がある。

いまや、キ リスト教世界の世俗化の進行と共に現れてきた宗教多元社会の現状

を直視せずに EUの政治状況、ひいてはその宗教事情を語ることはできない。今

後は、国境の廃絶化によって人々の宗教観にどのような変化が現れるのかが焦点

である。従ってヨーロッパ開教にあたっても、 EUの制点と域内各国の視点とい

う _Jじ的な要素ーを考慮、すべきである。

青年の意識と宗教教育

EU域内での宗教事情を展望するにあたり、1つのメルクマールとなるのはや

はり占年の宗教怠識だろう。これについて、 EUは1997年に加盟15カ国の 15-

24歳の行年約 1h人を対象にして意識調査を行った。

調査は、次の7項目から 1つを選ぶ形で行われた。

1 1 believe and 1 practice信仰を持ち、礼拝山席など実践している。

2 1 believe， but 1 don't practice 信仰を持っているが、実践していない。

3 1 practice religion， but 1 don't really believe宗教的実践をしているが、心から

信仰しているわけではない。

4 1 belong to a spiritual group which is not a recognized religion公認宗教以

外の団体に属している。

5 1 would like to join a religious group， but 1 haven't found a suitable one yet宗教

団体に加わりたいが、まだ適、Jiなものを見つけていない。

6 1 am a agnostic， 1 don't know whether there is a God and 1 do not belong to a 

religious group無宗教者で、あり、神が存在するかどうか知らず、宗教団体にも属

していない。

7 1 am an atheist， 1 do not believe in any God 無神論者であり、いかなる神も信

じない。
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なく、多民族・多文化(宗教)を包摂できる国家の形成がもはや不可避な状況で

あることをはっきりと物語っている。

ヨーロッパの最大宗教勢力であるキリスト教は、カトリック、プロテスタン

卜、ギリシャ正教に大別できる。地理的には、カトリック教圏はヨーロッパのほ

ぼ全域に広がる。一方、プロテスタントはドイツ(特に北部)から、スウェーデ

ン、フィンランド、ノルウェーといった北欧諸国にかけて、カトリックを圧倒す

る勢力を保っている。ギリシャ正教の分布範囲はギリシャ周辺に限定されている

が、ユーラシア大陸の東へ伝播し、ロシア正教を生み出した。なおイギリスだけ

は歴史的経緯 (1534年にへンリ -8世の離婚問題をめぐってカトリック固から

離脱)から、イギリス|玉l教会という独自の組織を持つ。

かつて、科学至上主義・合理主義を基礎とした近代国家の発展によって、宗教

は、その政治的・社会的役割を弱め、個人の内面を救う役割に収赦していくと考

えられていた。しかし、近年、ヨーロッパでこのパラダイム自体が揺らぐ現象が

起こっている。イスラム教原理主義の勃興において象徴的に見出される「宗教復

興」という世俗化への反動と見られる現象であり、さらには米ソ冷戦体制終鴬

後、多くの地域で顕在化した民族 ・宗教紛争である。そうした意味では、皮肉な

ことに、ヨーロ ッパにおける市場経済や情報の統合化は、一方で世俗化を推進す

る機能をもちながら、他方で新しいタイプの宗教を生んだり、宗教復興を加速す

るなど、むしろ宗教の社会的存在感を高める作用も果たしているのかもしれない。

例えばドイツでは、トルコ系移民の二世を中心にムスリムとしての目覚めを経

験し、イスラム復興に参加していく若者が増えている。これは、移民先社会にお

ける麻薬の蔓延や家庭の崩壊など先進国の病I里現象に対する自己防衛と、そうし

た社会からの疎外や差別に対抗するための選択だった。

また、近代化プロセスに伴って生じた政治システムの変革が宗教地図の再編に

もつながる。かつてヨーロッパに広範に分布していたユダヤ教徒は、第二次世界

大戦後、中・東欧の大部分の地域で激減した。これに対し、もともとトルコや中

東に居住していたイスラム教徒が、 1960年代以降、西殴各国に外国人労働者と
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としては、聖俗分離を制度化して世俗化が急速に進むヨーロッパ社会から一定の

距離をおかざるをえない。国家と教会との分離が、近代国家建設と平行して進行

した西殴社会にとって、ムスリム系移民が聖俗不可分を主張することは、「近代

化」の概念それ自体を否定する集団がヨーロッパ内に出現したことを意味する。

共産主義陣常が崩壊した現在、先ごろの米国同時多発テロの例を出すまでもな

く、 21世紀の新たな脅威はイスラムだとするイスラム脅威論は、西欧世界で一

定の支持を得ている。しかしそうした脅威論が増長していけば、ヨーロッパの移

民社会は結果として自身で堅固な壁を築くことになり、対立の構図が深化するこ

とは必定で、ある(そうした状況下では、むしろ仏教がその中間に立って調停役を

果たす局面も生まれてこよう)。

聖俗分離と宗教多元化

かつてエリアーデが商殴近代人を 「近代社会の非宗教的人間」と称した (注6)

こととあわせ、現代のヨーロッパに対しては 「宗教の相対化」すなわち「世俗

化」という視点が浮上してきた。この「世俗化Jプロセスはヨーロ ッパの宗教現

象を理解する上でのキーワードとなっている。歴史的に、西欧の個人主義が何に

立脚しているかというならば、それはキリスト教ということになる。キリスト教

はいうまでもなく 「神と人」という関係を基盤にしているが、 「世俗化Jにより

キリスト教自身も相対化されたために、 「国家と個人Jという新たな関係構造が

表面化した。また近世以降にヨーロッパ大陸各地で頻発した宗教戦争は特定の

「会派・教会Jを国教とするか否かをめぐって引き起こされた争乱であった。西

欧社会はこうした苦い経験を通して、近代国家成立に対する必須条件としての

「政教分離」へと突き進んで、きたのである。

しかし、世俗化や宗教の多元化が進み、国家概念そのものまでが変わりつつあ

るEUにおいて、従来の政教分離の原則だけで問題解決を図れる国家はもはや存

在しないといってよい。EU各国における政教分離をめぐるさまざまな問題は、

ヨーロッパ以外にも見られる今日の多層的な宗教のあり方に一石を投じるだけで
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にイスラムに対しては排除の論理になる危険性がある ー方、国籍法の改正によっ

て血統主義を捨てたドイツは伝統的な隔離主義から脱却し、ムスリム系移民に代

表される外国人労働者の 「ドイツ人化」への是非を検討する段階に入った。近い

将来、 EUレベルで移民統介政策のすり合わせが行われる際、フランスの理念的

共和|王|モデルあるL、はドイツの新型民族国家モデルのいずれを採附するか、その

折点型が模索される可能性がなきにしもあらずである。その場合、移民受け入れ

問題で経験昭市なイギリスの動向(イギリスでは、第2次大戦後の復興期、入手

不足を解消するため、かつて大英子i'ilulに属していた国々から移民を積極的に受け

入れた。1950年代には、アフリカやカリブ海諸lfilから黒人の人々が流入し、 1960-

70年代にはパキスタンやバングラデシュなど|判アジア諸国からの移民が噌えた)

が鍵となろう。(it4)

)ズI(LI、t記EU i-:安凶などでは、移民勢力の台頭とあわせ、国家の分権化、 )!I!

心化が強まり、いわゆる民族主義が再燃する傾向も観祭される。経済社会分野を

中心として均質化が進行するにつれ、それとのバランスの畏失を回避するため

に、 I11EIの文化的な多様竹や文化的差異が強調されてきているからである。

ヨーロッパ統介の議論は、 「文化的多様性」を常に念頭におく必要がある。阿

殴社会においては、移民問題はもはや民族問題ではなく、文明聞の相克をめぐる

問題へと変l'干しつつある。克態として現代のヨーロッパは、西殴とイスラムとい

う てつの文明 1ft界が円常的に交錯する空間ともな っ た。(注 5) しかし EU を ~il" に

統合を進めているにもかかわらず、阿l放諸国は今のところ、外問符の定住者に対

する参政権付与を認めるlfilと認めない国があるなど、個々の加盟国の国家原理を

修正してまで共通の移民政策を確立する段階に雫っていない。だが移民問題への

対処について1111悶l五111¥1の共通原川を雌立できなければ、域内の 「人、物資、資

金」移動の完全白由を達成できず、そこから統合の陥穿が生じる危険性があろ

う。移民政策は、移民の人々と彼らの背後に性える宗教想念・勢力とパッケージ

化して与えねばならないだけに、 一層の注怠を要する。

1m知|のごとく、イス ラムには原型的に聖俗分離の発想はない。従ってムスリム
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ヨーロッパ統合が新たな段階を迎え、 EUが近隣の非キリスト教国をも取り込ん

でさらに進展してゆくならば、これまで経済問題の陰に隠れていた文化・民族問

題が次第に表面化して、 EUの中心的な諜題になってくるだろう。これは教育や

宗教など丈化的な問題としでもあらわれるが、より直接的には民族紛争という形

をとることも考えられる。こうした文化 ・民族に関する諸問題は、最終的には国

民|五|家の円編といった問題にゆきっかざるをえないのである。(2)

しかしながら、多械な民族・宗教・政治体制をかかえた国々の集合体であるE

U域内では、統一通貨流通の成功など経済・市場統合商では順調に進捗している

が、精神文化面での新たな枠組みについては確たる方向性が定まっていないのが

現状である。とりわけ、将来的には問墳を越えて複雑に交錯している宗教への対

処方針が難問となることが考えられる。外国人労働者の比率の高いイギリス、フ

ランス、ドイツなどにおいて、トルコや他のイスラム固諸国などの正式加盟がど

のような変化をもたらすのか予断を許さない。

現在、アムステルダム条約 (AmsterdamTreaty) によってシェンゲン協定

(Schengen Agreement)が 「共同体分野」に組み込まれたことにより、 EUで

は査証政策、移民・雛民政策の域内共通化を進めている。

ドイツは1999年5月に同籍法を改正して血統主義の伝統を修正した。(注3)フ

ランスのように二重国籍は認めるところとはならなかったが、これは歴史的な大

転換といえる。出生地原理の導入により、ドイツの 「国民」概念に画期的な変更

がもたらされたからである。ただ新同籍法の採択は、すべての国民に歓迎されて

いるわけではない。保守派は、新国籍法の下で移民の流入がさらに増え、世界で

多発している民族紛争が内政に持ち込まれかねない、と懸念を表明している。し

かし、外I~ I人流入問題に対する加盟各|五|の政策レベルでの進展は、従来の同一性

原理に基づく政治から、多元'Itの原理を'存認した政治への構造転換を象徴するも

のとして位置付けることができる。多丈化主義という観点からもドイツの事例

は、 EU人権 ・移民政策:にも;;修科をうえるだろう 。

各国の収組みについていえば、フランスのいわゆる将遍主義的な同化原理が逆
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つながっていく 。

翌1992年2月、上記EMU、「共通外交 ・安全保障政策」の樹立を目指す政治

統合、および 「司法・内政分野における政府間協力」の三本柱から成る EUの基

本構想を合意したマーストリヒト条約 (MaastrichtTreaty)の調印に至った。

1995年 l丹、オーストリア、フィンラ ンド、スウェーデンの新規加盟を得て

15ヶ国となったEUは、現在様々な分野においてヨーロ ッパ域内外での緊密な

連携化をめざし、さらに統合拡大の計画を進めている。(注 1)

マーストリヒ卜条約の序文には、「ヨーロッパ大陸の分裂の終結theending of 

the division of the European continentJという統合の根本目的が福われている。

「分裂の終結Jとは何を意味し、分裂が終結したヨーロッパはいかなる秩序を志

向していこうとするのか。ここで分裂とは、独立主権を基本原則とした近代国家

への分裂現象であると考えられる。従ってその終結には、独立主権国家システム

の解体と転換が伴う。EUのこうした挑戦は、グローパル化時代におけるさまざ

まな位相の秩序問題に対する国際的なモデルケースとしての意義を持つだろう。

EUにと っての一大転換点は先述のごとく、 1980年代半ばにドロール委員長

が掲げた 1992年市場統合目標が1989年 11月のベルリンの壁崩壊によって、ド

イツ統一と東欧を含む大ヨーロッパ建設が現実的課題になった時であった。これ

を機に、ヨーロ ッパ統合は経済通貨統合に急逮政治統合を加えるという根本的な

軌道修正を迫られた。その流れは今日に及び、現在も進展中である。人権・移民

問題や教育問題など市民生活の根幹にも統合の波が押し寄せることは必至であ

り、やがて宗教的次元にも波及していくものと思われる。

人権と移民

2000年12月7日、EU首脳会議は「人間の尊厳、自由、平等、連帯の普遍的

価値Jの保護と発展をめざす基本権憲章を全会一致で採択した。これは、 言論の

自由や参政権、死刑や拷問の禁止、内外人の平等や少数民族差別の禁止、高齢者

や児童の権利の保護などをヨーロッパ市民の不可侵の権利としたものである。
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はじめに

ヨーロ ッパはこれまで一般に 「キリスト教文化圏」と呼ばれてきたが、近年は

移民の流入によるイスラム教 ・仏教など他宗教の普及やヨーロッパ連合

(European Union : E U)を契機とした宗教聞の交流活発化などにより、その状

況が劇的に変わりつつある。

そうした動向を考える際、従来のヨーロ ッパ史において主役だったキリスト教

の重要性は変わらないにせよ、 EU加盟各国における宗教多元化や世俗化の進行

が及ぼす汎殴州的な影響を視野に入れておかなければならない。いまやヨーロッ

パ世界は、キリスト教精神の体現的存在としての地位を無条件に享受し、自らを

文明世界のグローパルス タンダードとしていた時代から、「キリスト教がそもそ

も現代において何の役にたつのか」という自聞を含め、他の文化・宗教との関係

を再構築せざるを得ない時代に入ったのである。

本稿では、今後の 「ヨーロ ッパ仏教Jの役割と影響を見ていく上で、国家的枠

組みを越えた新しい社会システムの実験である EUの動向についての考察を出発

点としつつ、 EU域内主要国の宗教事情・教勢ならびにヨーロッパにおける仏教

受容の歴史を探り、本宗の対臥;開教戦略に資することをめざす。

l ヨーロ ッパの統合と多文化社会

ヨーロ ッパ連合の誕生

EUの誕生は、独仏の緊密かつ周到な連携があって実現した。

ヨーロ ッノfでは、 1970年代の経済危機による EC (European Community)の

停滞期を経た後、 1985年、統合の遅れに対する危機感を抱くドロール臥;州委員

会委員長(仏)のリーダーシ ップによって、 1992年までに域内市場統合の完成

を目指すという 「域内統合市場白書jが採択された。その問、 1990年に当時の

ミッテラン仏大統領とコール独首相が、 EMU (経済通貨統合 Economicand 

Monetary Union)を形成して政治統合まで実現するとの共同提案を行い、 1991

年12月のEU創設を期する 「マーストリヒト合意 (MaastrichtAgreement) Jに

-2-



ヨーロッパ開教の課題と展望

開教の基礎的研究国際交流研究スタッフ岩 田 斎 肇
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会
(
研
究
所
)

五
月
二
十
八
日

日
常
勤
行
式
の
現
代
語
化
研
究
会

(
大
本
山
曲
川
上
寺
)

・
分
室
会
議
(
京
都
分
宅
)

五
月
三
十

一
日

・
浄
土
教
比
較
論
研
究
会
(
大
本
山
増
上
寺
)

六
月
三
日

基
本
典
籍
研
究
会
(
東
京
事
務
所
)

・
葬
祭
仏
教
研
究
会

(
研
究
所
)

-
第
卜
同
所
内
連
絡
会

(
研
究
所
)

専
任
研
究

μ会
議
(
研
究
所
)

六
月
五
日

実
践
僧
侶
学
(
大
正
大
学
)

六
月
六
円

・
現
代
宗
教
問
題
研
究
会

「仏
教
N
G
O
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
打
合
せ

(
研
究
所
)

六
月
十
日

・
基
本
興
籍
研
究
会

(
研
究
所
)

A
A宮
内

4
唱
E
ム



-
第
十

一
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

・
葬
祭
仏
教
研
究
会
(
東
a

爪
事
務
所
)

・
教
化
儀
礼
声
明
研
究
会
(
東
京
事
務
所
)

六
月
十
二
日

-
葬
祭
仏
教
現
地
調
査
(
御
殿
場
大
乗
寺
)

・
英
諮
ホ
l
ム
ペ
l
ジ
の
研
究
会
(
研
究
所
)

六
月
十
四
日

-
分
室
会
議
(
分
室
)

六
月
十
七
日

・
第
十
二
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

六
円
十
八
日

・
現
代
布
教
研
究
会

(
研
究
所
)

・
浄

t
・米
大
計
典
研
究
会
(
東
京
事
務
所
)

六
月
J

一十
四
日

・
第
十
三
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

六
月
二
十
五
日

-
国
際
交
流
研
究
会
(
東
京
事
務
所
)

葬
祭
仏
教
研
究
会
(
研
究
所
)

し、s
l
-
ト
l
t

、τ1

・
現
代
布
教
研
究
会
(
研
究
所
)

六
月
二
十
九
日

・
仏
教
福
祉
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ア
ジ
ア
の
仏
教
信
紙
」
(
大
本
山

m上
岸
)

ヒ
月

一
日

法
本
興
裕
研
究
会
(
研
究
所
)

-
匂
任
研
究
員
会
議
(
研
究
所
)

第
|
問
同
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

-
現
代
宗
教
・
社
会
問
題
研
究
会

(
研
究
所
)

仁
丹
二
日

・
現
代
布
教
研
究
合
同
会
議
(
研
究
所
)

七
月
三
日

・
現
代
布
教
研
究
合
開
会
議
(
研
究
所
)

七
月
四
日

-
園
内
問
教
研
究
会

(
研
究
所
)

・
日
本
語
ホ
l
ム
ぺ
l
ジ
の
研
究
会

(
研
究
所
)

仁
月
六
日

-
仏
教
N
G
O
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
(
研
究
所
)

ヒ
月
八
日

・
第
十
五
回
所
内
連
絡
会

(
研
究
所
)

・
日
本
語
ホ
!
ム
ペ
1

ジ
の
研
究
会
(
附
究
所
)

ト
」
白
川

L
t
u
u

-
実
践
例
悩
学
(
大
正
大
学
)

仁
円
て
十
二
日

-
第
十
六
問
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

・
日
本
語
ホ
l
ム
ぺ
l
ジ
の
研
究
会

(
研
究
所
)

・
海
外
開
教
研
究
会

(
研
究
所
)

ヒ
月
二
十
九
日

・
第
十
七
刷
所
内
述
絡
会

(
研
究
所
)

八
月
五
日

・
ド
ヴ
任
研
究
此
会
議
(
研
究
所
)

・
第
卜
八
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

・日
本
語
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
研
究
会
(
研
究
所
)

八
月
六
日

-
現
代
布
教
研
究
会
(
研
究
所
)

八
月
八
日

-
海
外
問
教
研
究
会
(
研
究
所
)

八
月
十
二
日

・
第
卜
九
問
所
内
述
絡
会
(
研
究
所
)

八
月
十
八
日
i
二
十
七
日

・
北
米
関
数
区
宗
教
事
情
調
査
(
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
)

九
月
二
日

-
第
二
十
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

・
現
代
布
教
研
究
会

(
研
究
所
)

九
月
三
円

-
教
尚
子
日
付
等
講
例
会
(
岡
山
教
区
)

九
日
l
十
日

・
総
合
学
術
大
会
(
悌
教
大
学
)

九
月
十
二
日

・
日
本
語
ホ
l
ム
ぺ
ー
ジ
研
究
会
(
附
究
所
)

九
月
十
じ
日

第

一卜

一
凶
所
内
述
絡
(
研
究
所
)

九
月
一一

1
阿
川

-
第
二
卜
二
同
所
内
述
絡
会

(
研
究
所
)

九
H

a1
六
日

-
基
本
山
内
節
研
究
会

(
研
究
所
)

日
本
語
ホ
1

ム
ペ

l
ジ
研
究
会
(
研
究
所
)

九
月
二
十
七
日

・
現
代
布
教
研
究
会

(
研
究
所
)

・
伝
ポ
儀
礼
研
究
会
l
散
権
l
(研
究
所
)

九
月
.一一
l
H

-
浄
仁
教
比
較
論
研
究
会
(
東
京
事
務
所
)

・
第
-
一十
三
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

-
専
任
研
究
員
研
究
会
(
研
究
所
)

十
月
四
円

巳
d
q
L
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-
同
際
交
流
研
究
会
(
東
京
事
務
所
)

ト
1
11
ト
」
司
4
4

・
第
二
卜
問
問
所
内
述
絡
会
(
研
究
所
)

十
月
九
日

・
実
践
的
僧
侶
学
(
大
正
大
学
)

卜
月
十
日

現
代
布
教
研
究
会
(
研
究
所
)

-
教
凶
付
位
研
修
懇
話
会
(
天
台
宗
宗
務
庁
)

卜
月
ト
五
日

-
第
一一
卜
五
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

十
月
十
八
日

・
教
化
団
長
会
議
(
宗
務
庁
)

・
基
本
興
籍
研
究
会
(
東
京
事
務
所
)

卜
月
二
卜

一
日

・
浄
上
教
比
較
論
研
究
会
(
東
京
事
務
所
)

・
第
二
十
六
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

・市
守
任
研
究
員
会
議
(
研
究
所
)

・
け
本
部
ホ
1

ム
へ
1

ジ
側
究
会
(
研
究
所
)

・
浄
土
教
比
較
論
研
究
会
(
点
庶
事
務
所
)

十
月
二
十
三
日

・
実
践
的
僧
俗
学
(
大
正
大
学
)

卜
月
て
十
四
日

・
葬
祭
仏
教
研
究
会
(
研
究
所
)

|
月
二
卜
六
日

・
法
然
セ
ミ
ナ
ー

「
そ
う
、
だ
か
ら
法
然
2
0
0
2」
(
読
売
ホ

1
ル
)

十
月
二
十
八
日

-
基
本
典
籍
研
究
会
(
研
究
所
)

-
第
一一
卜
仁
田
所
内
述
絡
会

(
研
究
所
)

・
専
任
研
究

μ会
議
(
東
京
事
務
所
)

・
分
室
会
議
(
京
都
分
室
)

・
伝
承
儀
礼
研
究
会
l
光
明
伽
陀
i
(研
究
所
)

十

一
円
五
日

・
現
代
布
教
研
究
会
(
研
究
所
)

卜

一
月
六
円

-
現
代
布
教
研
究
会
(
研
究
所
)

・
実
践
的
問
伯
学
(
大
正
大
学
)

十
一
月
十

一
日

-
浄
土
宗
大
辞
典
研
究
会
(
東
京
事
務
所
)

・
基
本
山内
籍
研
究
会
(
研
究
所
)

・
第

|
八
阿
所
内
述
絡
会
(
研
究
所
)

十
.
川
卜

一

u
l卜
五
H

・
バ
チ
カ
ン
諸
宗
教
対
話
評
議
会
訪
問
(
ロ
l
7
)

十

一
丹
十
二
日

・
現
代
布
教
研
究
会
(
研
究
所
)

卜

一
月
十
五
日

-
分
室
会
議
(
」
尽
都
分
室
)

卜

一
一川
卜
八
日

-
浄
土
宗
大
静
典
研
究
会
(
東
京
事
務
所
)

・
専
任
研
究
ぬ
研
究
会
(
研
究
所
)

-
第
一
十
九
問
所
内
述
絡
会
(
研
究
所
)

・
日
本
語
ホ
1
ム
ペ
!
ジ
研
究
会
(
研
究
所
)

十

一
円
二
十
円

・
実
践
的
僧
侶
学
(
大
正
大
学
)

十

一
月
二
十
二
日

-
現
代
術
教
研
究
会
(
研
究
所
)

十

一
月
二
十
五
日

・
浄
土
宗
大
辞
典
研
究
会
(
東
京
事
務
所
)

・
第
三
十
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

卜
二
月
二
日

・
第
三
十

一
回
所
内
連
絡
会

(
研
究
所
)

・
専
任
研
究
員
研
究
会
(
研
究
所
)

十
二
月
四
日

・
国
際
交
流
研
究
会
(
東
京
事
務
所
)

十
二
月
五
日

-
伝
承
儀
礼
研
究
会
i
後
伽
陀
i
(
研
究
所
)

十
二
月
六
日

-
現
代
布
教
印
刷
究
会
(
研
究
所
)

十
二
川
九
日

・
浄
土
宗
大
政
山
内
研
究
会
(
東
京
事
務
所
)

・
基
本
興
籍
研
究
会
(
研
究
所
)

・
第
三
十
二
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

・
海
外
開
教
研
究
会
(
研
究
所
)

卜
一宇
月
十
日

・
基
本
山
内
情
附
研
究
会
(
東
京
事
務
所
)

|
二
月
ト

一
日

-
実
践
的
僧
侶
学
(
大
正
大
学
)

十
二
月
十
六
日

-
浄
土
宗
大
辞
典
研
究
会
(
東
京
事
務
所
)

・
日
本
語
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
研
究
会
(
東
京
事
務
所
)

・
第
三
卜
三
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

・
法
本
興
絡
研
究
会
(
研
究
所
)

十
二
月
十
七
日

・
基
本
興
絡
研
究
会
(
研
究
所
)
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十
二
月
十
九
日

・
分
室
会
議
(
京
都
分
室
)

十
二
月
二
十
日

・
現
代
布
教
研
究
会
(
研
究
所
)

平
成
十
五
年

一
月
六
日

・
基
本
興
籍
研
究
会
(
研
究
所
)

-
第
三
十
四
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

・
専
任
研
究
員
会
議
(
東
京
事
務
所
)

一
月
十
五
日

・
実
践
的
僧
侶
学
(
大
正
大
学
)

一
月
二
十
日

・
浄
土
宗
大
辞
典
研
究
会
(
東
京
事
務
所
)

・
基
本
典
籍
研
究
会
(
研
究
所
)

・
宗
門
関
係
機
関
懇
話
会
(
東
京
事
務
所
)

・
現
代
布
教
研
究
会
(
東
京
事
務
所
)

-
第
一一一
卜
五
同
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

・
日
本
語
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
研
究
会
(
研
究
所
)

一
月
二
十

一
日

-
基
本
山内
符
現
代
布
教
研
究

会

(

研

究

所

)

一
月
一
一イ
二
日

・
分
室
会
議
(
京
都
分
室
)

一
丹
二
十
四
日

・
浄
光
会
新
年
総
会
(
増
上
寺
)

一
月
二
十
七
日

-
浄
土
宗
大
辞
典
研
究
会
(
東
京
事
務
所
)

・
第
三
十
六
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

-
現
代
布
教
研
究
会
(
研
究
所
)

二
月
三
日

浄
土
宗
大
辞
典
研
究
会
(
東
京
事
務
所
)

・第
三
十
七
回
所
内
連
絡
会
(研
究
所
)

現
代
布
教
研
究
会
(
研
究
所
)

一一
月
十
日

第
三
十
八
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

・
現
代
布
教
研
究
会
(
研
究
所
)

・
日
本
語
ホ

1
ム
ぺ
l
ジ
研
究
会
(
研
究
所
)

・
浄
土
宗
大
辞
典
研
究
会
(
東
京
事
務
所
)

一一
月
十
四
日

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

・
「
イ
ン
タ
ー
ネ
y
ト
と
寺
院
」
(
噌
上
寺
)

一一
月
十
七
日

・
浄
土
宗
大
辞
典
研
究
会
(
研
究
所
)

・
基
本
興
籍
研
究
会
(
研
究
所
)

現
代
布
教
研
究
会
(
研
究
所
)

-第
三
十
九
回
所
内
研
究
会
(
研
究
所
)

て

H
二
十
附
日

-
浄
土
宗
大
辞
典
研
究
会
(
研
究
所
)

・
基
本
山内
絡
研
究
会
(
研
究
所
)

・
第
四
十
四
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

・
海
外
問
教
研
究
会
(
東
京
事
務
所
)

呼
任
研
究
員
研
究
会

(
研
究
所
)

4

一川
二
l
n
H

・
運
営
委
員
会
(
東
京
事
務
所
)

-
海
外
開
教
研
究
会
(
東
京
事
務
所
)

-
現
代
語
化
研
究
会
(
研
究
所
)

二
月
二
卜
六
日

-
葬
祭
仏
教
研
究
会
(
研
究
所
)

-
国
際
交
流
研
究
会
(
東
京
事
務
所
)

三
月
三
日

・
浄
土
宗
大
辞
典
研
究
会
(
研
究
所
)

・
第
四
十

一
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

・
日
本
語
ホ
l
ム
ペ

ー
ジ
研
究
会
(
東
京
事
務
所
)

三
月
四
日

-
海
外
問
教
研
究
会
(
研
究
所
)

三
月
・
ハ
日

・
現
代
語
化
研
究
会
(
研
究
所
)

三
月
仁
日

・
現
代
布
教
研
究
会
(
研
究
忠

三
月
十
日

・
浄
土
宗
大
辞
典
研
究
会
(
研
究
芭

・
現
代
語
化
研
究
会
(
東
京
事
務
所
)

・
浄
土
教
比
較
論
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
会

(
東
京
事
務
所
)

・
第
四
卜
二
回
所
内
連
絡
会

(
研
究
所
)

三
月
卜

一
日

-
現
代
語
化
研
究
会
(
研
究
所
)

葬
祭
仏
教
研
究
会
(
研
究
所
)

三
月
十
仁
日

・
第
四
十
三
問
所
内
述
絡
凶
(
研
究
所
)

三
月
二
卜
問

n

・
伝
ポ
儀
礼
研
究
会
(
研
究
所
)

第
四
卜
凶
同
所
内
述
絡
回
(
研
究
所
)

三
月
二
卜
じ
日

-
学
術
大
会
代
表
宵
委
員
会
(
東
L
M
事
務
所
)

弓

i
円
ノ
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唱
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三
月
二
十
八
日

葬
祭
仏
教
研
究
会
(
宗
務
庄

三
月
三
十

一
日

-
現
代
布
教
研
究
会
(
研
究
所
)

-
第
凶
十
五
回
所
内
連
絡
回
(
研
究
所
)

・
専
任
研
究
員
研
究
会
(
研
究
所
)
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講師・研究7.'J.，7 

東海林良昌 !愛野匡文郡嶋奈威 加藤良光石川一宣 後藤↑真也花木信徹

成田勝美小田芳隆 山県是正紀高橋宏文 日下部匡信 川副春海 (現代布教の検討)

佐藤良純佐々木良法

野田隆生石川到党落合崇志安藤和彦林俊光

ハ
u
q
J
 

唱
E
ム



→左頁から

研究プロジェクト 講師 ・研究スタ ッフ

①浄土宗大l特典の点検等

②A浄 1: 宅 l~il経

②B凹 卜八巻(10、

②C基本gQ~fi~訳

③浄土宗洋本策占 Ofil幸真宏松山吉和

④i(.t京典籍・版木の研究 橋本初子松永知海

①葬祭仏教

⑥教化儀礼の研究~伝承儀礼研究~ 八百谷啓人南JI~~信八尾敬俊

⑦現代布教の検討 池田常臣 麻上昌幸佐伯教導長尾拓応

⑧国内閲教

⑨海外IJ日教

⑩国際交流 松涛誠達 生聖子普一応庄田斎肇 松涛弘道

⑪A新しい宗教動向への対応

⑪ B生命倫!ll!の諸問題

⑫仏教偏担l !術見宗(言藤森Mt介 関徳子 曽恨宣雄

⑬円本請によるホームページ~'ì:

⑪英語によるホームページ~/H

⑮「教化研究JI総研議書JI研究成果」

⑮定期的情報プロジェクト

⑪日常草~)U式の現代訴化に|刻する基礎研究 山日11年昭佐山fj郎

⑬A現代における宗教の役割研究会 (CO剛05)

⑬ B各宗派教化関係機関連絡協議会

⑬c 11'1際宗教研究所(lISR)

⑬ D教団{、l凶研究所懇話会

⑩宗門関係研究所との述鴇協議

⑩A法然上人 ;卜丘霊場研究

⑫B法然上人民の調食研究

→左頁から
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→右頁に続く

嘱託研究員

村川洋 一 柴1TI4き山

柴川奈111

点柄和人 千，Ijfl)l恵子 米Y事実江f

γョナ骨ン・ワッツ 111 )u14了 Jみ)，J~ f，1

米j事実il:子

米t事実il:子

鷲見定信 fi~)I:康k1t 制IIUI芳光 1生}燦良文 柴田奈山

!資本条康 山中勝道 熊井康雄 J白木秀治 柴田奈山

".野降英 紫旧奈1I1

}:占恭怖

!結兄J.E信 }:ð~f行 IlLkL典f

j斗)，i~f首 1J3丸典子

}~占)，M首 IIIJL典子

KVM首 川Jt典子

島Mi裕 Il:l.h典子

佐藤良文 小沢)ß.~Æ住 }:占有E祁 ILI)L典子

ンョナサン・ワ1'i }.:.¥!H行 川J1.典子

紛|川う庁光 村111洋 A }:];!J~ f討 川九典子

柴川奈1I1 IÇJ!J~ 硲 |日)UJlH

柴田泰山 J込 !J~裕 回九典て!こ

柴問泰山 !:.¥!M谷 HI)tW [-

柴凹奈山 }:.J!J~裕 111九典 f

柴田奈山 }:.J!JHti III)UH! f 

柴凹奈山 }:h!t告f.1 川)L典f

柴rn奈山 ，1 :占占~桁 III)UI1! f 

柴RJ奈山 }:占恭祁 III)L典子

柴山奈山 l斗恭俗 III)ts4 f 

→右頁に続く
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→左頁から

研究プロジェク ト 研究員 (左ページより続き)

①浄t宗大辞wの点検等 袖山栄輝石川琢道和田典善吉田淳雄

②Ai浄土三部終

②B pq卜八巻(1:;

②C 基本興絡英訳

③浄t宗善本;弘'1

④浄土宗典籍・版木の研究 斡Ifl{&弘

⑤葬祭仏教

⑤教化儀礼の研究ー伝承儀礼研究ー

⑦現代布教の検討

⑧囲内閲教

⑨海外開教

⑩国際交流

⑪A新しい宗教動向への対応

⑪B生命倫l1f!の諸問題

⑫仏教福祉

⑬1I"f>:請によるホームページ運営

⑬英語によるホームペー ジ運営

⑮「教化研究Ji総研叢占Ji研究成果J

⑬定期的情報プロジェクト

⑫l:l 'fÎ~ I{iJJ行式の現代語化に |品lする jま礎附究

⑬A現代における宗教の役割研究会印刷05)

⑬B各宗派教化関係機関連絡協議会

⑬C国際宗教研究所 (IISR)

⑬ D教団付置研究所懇話会

⑬宗門関係研究所との連機協議

⑫A法然上人二十五霊場研究

⑩B法然上人民の調査研究

→左頁から
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→右頁に続く

研究代表 研究副代表 研究主務 研究員

石上善日産 梶村昇 林田康iI頂 福西賢兆 大蔵健司 西城宗隆

石上善~ 納山栄輝 林国康)1闘

伊藤唯真 告干俗昭

戸松義l清

i件谷昭

竹内真道 伊藤茂樹 斉藤舜健 普裕昭

伊藤l唯真 福西TT兆 大蔵健司-西城宗隆 今岡達雄 武田道生 坂上典翁

福西賢兆 板上!Jl!翁

八木季生 正村T英明 佐藤H青輝 後藤民法 斉藤隆尚

武田道生 戸松義時 水谷治志 和国典善

水谷浩志 武田道生 戸松義"i~

田丸徳善 戸松義H青 武田道生 水谷浩志 吉田淳雄

石上普磨、 戸松義晴

石上善日産 武間道生

長谷川匡俊 坂上雅翁 上田千年

今岡達雄 斉藤隆尚

戸松義H青

大蔵健司 石川琢道 吉回淳雄

石 t善日産 福西賢兆

石上善感 福西賢兆

石上善~ 武田道生

→右頁に続く
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研究課題 研究プロジェク卜

①冷土教比較論 浄土宗大辞典の点検等

A浄土三部経

1 浄土宗義と現代 ②浄土宗J基本典籍の現代語化 B悶十八巻伝

C基本典籍英訳

③浄土宗善本;能書

④浄土宗典籍・版木の研究

2 現代葬祭仏教研究 ①葬祭仏教

3 伝道(布教教化)の研究
⑥教化儀礼の研究ー伝ぷ儀礼研究ー

⑦現代布教の検討

@国内閲教

4 問教の基礎的研究 ⑨海外開教

⑩国際交流

5 現代宗教・
⑪現代宗教・社会問題への対応

A新しい宗教動向への対応

社会問題への対応 B生命倫理の諸問題

6 仏教福祉の研究 ⑫仏教福祉

7 ホームへ。ーγ教化情報提供 ⑬日本語によるホームページ運営

⑪英語によるホームページ運営

8 編集 ⑮「教化研究JI総州議書JI研究成果」

9 特別対策研究 ⑬定期的情報プロジェク ト

⑪日常勤行式の現代語化に関する基礎研究

A現代における宗教の世割研究会(CORMOS)

⑬他教団との交流
B各宗派教化関係機関連絡協議会

C国際宗教研究所 (IISR)

D教団付置研究所懇話会

⑮宗門関係研究所との連携協議

A法然上人一十五霊場研究
⑩大遠忌関連プロジェク卜

B法然上人展の調査研究
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マ
教
化
研
究
十
四
号
を
お
届
け
す
る
。

マ
今
回
掲
載
の
成
果
報
告
は
開
教
の
基
礎
的
研
究

(②
海
外
開
教
)
研
究
成
果
報
告
水
谷
浩
志
研
究

員
の
報
告
を
掲
載
す
る
。

マ
研
究
ノ
l
卜
は
浄
土
宗
基
本
典
絡
の
現
代
語
化

の

『仏
説
阿
弥
陀
経
』「
凶
十
八
巻
伝
』
を
記
載
し

た
、
研
究
概
要
で
も
記
載
の
と
お
り
皆
緩
か
ら
の

ご
意
見
を
頂
戴
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

マ
そ
の
他
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
研
究
継
続
中
の

も
の
も
含
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
・
研
究
経
過
等

を

「研
究
活
動
報
告
」
に
記
載
し
た
。

マ
な
お
前
年
度
よ
り
本
誌
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ

る
デ
ィ
ス
ク
ト
y
プ
パ
ブ
リ
y

シ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
作
成
を
行
い
、
本
誌
の

「成
果
報
告
」

「研

究
活
動
報
』
n
」
は
研
究
所
ホ

l
ム
ペ
l
ジ
に
も
同

時
掲
載
を
行
っ
て
お
り
イ
ン
タ
ー
ネ
y

卜
烈
境
で

も
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。
又
デ
ー
タ
は
研
究
所
内

に
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
と
し
て
保
存
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
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